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カフェとオレの先輩２
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プロローグ

土曜日　第一回売り上げＵＰ

　　　　作戦会議・綺麗なお姉さんの本気

日曜日　第二回売り上げＵＰ

　　　　作戦会議・間の取り方

月曜日　疑惑

火曜日　モコマネ

水曜日　根性、あります

木曜日　兄と妹

金曜日その１　綺麗なお姉さんと金色のモンスター

金曜日その２　第三回売り上げＵＰ

　　　　　　　作戦会議・遂に完成！

土曜日　その先に見えるもの

エピローグ



    

  
    
      


　プロローグ





　６月中旬のある日。

　父さんが家に帰ってきた。

　世界的に有名な楠くすの木き財閥の現当主である父さんは、日々世界中を転々としており、今も荷物を取りに戻っただけで、すぐにまた海外へと旅立たなければならない。

「早めに仕事を終わらせて、母さんと瑠る雨うに会ってくる。親子水入らずの時間が長くとれればいいのだが」

　と、父さんは慌ただしく茶漬けを流し込みながら今回のスケジュールを教えてくれた。

　母さんとは俺オレの母さんのことであり、瑠雨とは俺の妹のことである。

　有名な楠木財閥の御おん曹ぞう司しであるこの俺――楠木洋よう平へいの妹、楠木瑠雨。

　今はイギリスに留学していて、そこで母さんと一緒に暮らしている。なぜイギリス留学しているかというと、母さんが海外事業部のトップ……まあ、この話は長くなるからやめておこう。

　俺オレは、荷造りや配はい膳ぜんに忙しくしている執事の手伝いをしていたのだが、その手を止めて、父さんの前に座った。

　そして、緊張しながら、

「ご相談したいことがあるのですが、よろしいでしょうか？」

「あまり時間がない。手短に話せ」

「はい」

　頷うなずき、俺は手短に悩みを打ち明けた。

「一ヶ月前、父さんから『人の上に立つ者にとって最も大切な資質が欠けている』『だから跡継ぎとは認められない』『欠けているものを身につけるまでは息子とも認めない』と指摘された後、俺はアルバイトを始めました。レイチェル……じゃなくて、小こ次じ郎ろうおじさんの店で働かせてもらっています。そこで素敵な同僚に出で逢あい、時に怒られ、時に励まされ、少しずつ成長できていると自負――」

「長い。もっと手短に話せ」

「失礼しました。つまり、アルバイトを通じて欠けている人徳を――」

「待て。相談の前に私から聞きたいことがある」

「何でしょう？」

　父さんはテーブルに茶ちや碗わんと箸はしを置き、険しい顔で俺を見てから、

「……父さん、そんなこと言ったっけ？」

「えぇー……」

　一ヶ月前、俺はたしかに言われた。絶対に言われた。だからこそ俺はアルバイトを始め、

そこで『日本一の後輩になる』と誓ったんだ。

　父さんも思い出してくれたらしい。パンと手を叩たたき、三さん重じゆう顎あごをプルプル揺らす。

「あー、はいはい、資質ね。うん、言ったわ。父さん言っ……た？　マジで？」

「言いましたよ！　まさか覚えてないのですか？」

「お、覚えてるよ！　えっと、たしか、去年の新年会で言ったんだよね？」

「先月の話です」

「知ってるし！　今言おうとしてたし！　去年の新年会で言う予定がアレとか色々でズレたから先月になったんですう！」

「そ、そうでしたか……」

　まあ、父さんは息子のことを気に掛けてもいられないほど忙しい御お方かただから、忘れても仕方ない。それに、父さんが覚えていなくても俺が覚えていればいい。

「で、相談とは何だ？　時間がないから手短にな」

　箸を取り直して父さんが言う。

　俺も気を取り直して、悩みの続きを語った。

　俺オレが抱えている悩みとは――

「バイト先の先輩は皆みんな、魅力的な人ばかりなのですが、その中の一人、俺の直属の上司である人が……高校の後輩だったのです！」

　その、先輩であり後輩である人の名は、由ゆ比い川かわ菜な月つき。

　俺と同じ日本一の進学校に通う高校一年生である。

「彼女が高校の後輩だとわかってから約二週間経たちましたが、彼女は未いまだに俺を後輩扱いしてきます。敬語も使いません。態度を改めようとしません。仕事中はそれでも構わないのですが、学校ではそれじゃ困る……いや、こんなことで悩む自分が情けなく思えてきまして……父さんは年下の人を素直に尊敬できますか？　それが出来ない俺はやはり器量が小さいのでしょうか？　こういうところが跡取り失格だと言われる――」

「洋よう平へい、落ち着きなさい」

「失礼しました」

「質問に答える前に私から聞きたいことがある」

「何でしょう？」

「お前はさっきから彼女彼女と言っているが、その子とお付き合いしているのか？」

「……いいえ。していませんが？」

　父さんはダラーッと姿勢を崩し、ボリボリと三段腹を掻かいた。

「んだよ、超つまんねぇ。流れ的にコイバナだと思うじゃん、トキメキハイスクール話を期待しちゃったじゃん。真面目まじめに聞いて損した。マジ最悪。時間返せ」

「す、すいま……いやいや！」

　思わず謝りそうになったが、なんとかとどまる。そして反論する。

「俺は真面目に話しています。真面目に悩んでいるんです。たしかに彼女は……由比川は可愛かわいらしい容よう貌ぼうをしていますが、この先輩後輩問題が解決しない限りは、恋だのトキメキだのといった浮うわついた気持ちにはなれません！」

「そこだ」

　と、父さんはダラけきっていた姿勢を正し、静かに箸はしを置いた。

「お前は本当に真面目だな。私の指摘を真しん摯しに受け止めて、それを克服しようと努力している。それは素晴らしいことだが、真面目すぎるのも、お前の欠点だ」

「……真面目であることの何がいけないのでしょう？」

　不満げに問うても、父さんは穏やかな口調で続けた。

「すぎる、と言っているのだ。一つのことに囚とらわれるあまり周りが見えなくなっている。それが恋だのトキメキだのという言葉になって現れている。恋やトキメキはそんなに悪いことなのか？」

「そ、そんなつもりは………」

「恋をしなさい、洋よう平へい」

「恋……ですか？」

「そうだ。素敵な恋をしなさい。もっとドキドキしなさい。もっともっとトキメキを集めなさい。常に胸キュンしていなさい。ラブい経験をたくさんしなさい。そうすればお前の悩みも自然と解決する」

「……そうでしょうか？」

　と、まだ納得のいかない俺オレに、父さんは肉厚な頬ほおを緩ませて言った。

「異性にも好かれない者が人の上に立てると思うか？」

「！」

　目の覚める思いだった。

　俺はなんと鈍い男だろう。愚ぐ息そくとは俺のためにあるような言葉だ。分かりやすく言ってもらわなければ理解できないだなんて愚の骨頂だ。

　しかし、偉大なる父さんのおかげで愚息は目を覚ますことができた。

「年の差なんて小さなことに拘こだわるのではなく、彼女ともっと親しくなることで、今以上に良いところを見つけ、そこを見習う謙虚な姿勢を持てということですね！」

「んー……ちょっと違うけど、まあそんな感じかな」

「わかりました！　俺、由ゆ比い川かわとラブい関係になってみせます！」

　右の拳こぶしを握りしめ、高らかに宣言したところで父さんから待ったがかかった。

「別に由比川ちゃん限定じゃなくてもいいんだよ？」

「そうですね！　わかりました！」

　と俺は拳を握り直して、高らかな宣言もやりなおした。

「俺、他の先輩たちともラブい関係になってみせます！」

「うむ。言いたいことがまるで伝わってないけど、まあ頑張れ」

「はい！」

「で、ぶっちゃけどうなの？　その由比川ちゃんとは？」

「どうでもないですよ」

「またまた～。教えろよ～。ケチケチすんなよ～」

「いや、本当に何にもないですって」

「減るもんじゃないんだから言えばいいじゃん！　トキメキ女子高生みたいなウブい態度すんなよ！」

「しつこいな！　アンタこそどこのトキメキ女子高生だよ！」

「ああん？」

「おおん？」

　最後はケンカになってしまったが、宣言は撤回しなかった。

　そして、父さんが家を出た後、俺オレは妹の瑠る雨うにメールを送った。

　文面は以下のとおり――。



　件名　なし

　元気にしてるかい？

　父さんが今、こちらを発たちました。

　久しぶりで緊張するとは思うけど、粗そ相そうのないようにね。



　翌日の昼休み。

　校舎の屋上で弁当を食べている時に瑠雨からメールが返ってきた。



　件名　親愛なるお兄さまへ

　瑠雨は元気にしております。お兄さまはいかがお過ごしですか？

　なんて聞かなくても、財閥当主になるための道を邁まい進しんしているのでしょうね。常に勝ち続けている勇ましい姿がありありと目に浮かびます。

　日本は今、梅つ雨ゆのうっとうしい時期ですよね。これもいらぬ心配だとは思いますけど、体調を崩したりなさいませぬよう御自愛ください。

　遠くイギリスの地から変わらぬ愛を込めて

　瑠雨より

　ＰＳ　パパは来なくてもいいけど、お兄さまは来てくれないの？　ルー、寂しいです。ルーに会いたくなったら恥ずかしがらずにちゃんと言ってね？　ルーはいつだって飛んで帰るからね





「メール、誰だれから？」

　と、ベンチで隣に座っている『一学年後輩の女子生徒』が尋ねてきた。

　一学年後輩でありながら俺の先輩でもある由ゆ比い川かわだ。

「ねえ洋よう平へい、そのハートマークだらけのメールは誰から？」

「覗のぞくなよ」

「失礼な。偶然見えちゃっただけだよ。んで、洋平にハートだらけのメールを送ってくる奇特な女性は誰なの？」

「誰ってそれは……その前に、呼び捨てにするな」

　由比川がムッと鼻に小じわをつくって、睨にらんできた。その目は俺の斜め下45度の位置にあるのに完全な上から目線である。

「洋よう平へい」

「さんを付けろ」

「洋平」

「さんを付けろ」

「どうして後輩にさん付けしなきゃいけないのよ」

「それは俺オレのセリフだ！　後輩はお前だろ、由ゆ比い川かわ！」

「さんを付けろ」

「くっ……」

　揚げ足取りというにはあまりにも鮮やかな返しで俺を怯ひるませ、どこまでも偉そうに胸を反らし、

「誰だれからのメールかさっさと答えなさい！　私は教育係だからね、洋平がプライベートで乱れた生活をしていないかしっかり監視しておく必要があるのっ！」

「そんな必要はないし、心配もいらん。妹からのメールだ」

「え？　ようふぇい、いもふほいるの？」

「いるよ」

「ふぉんなこといちふぉもいわなかったふゃない」

「食べるか喋しやべるかどっちかにしろよ」

「………」

「ここで食べる方を選ぶからすごいよな……」

　ちなみに、由比川が今食べている弁当は俺の弁当である。

　由比川が後輩だとわかった日から、彼女は毎日昼休みになると俺の教室までやって来て「洋平、ごはんの時間だぞ」と言って、そのまま俺を屋上（雨の日は体育館）に連行して俺から弁当を奪う。弁当を奪われた俺は、由比川の弁当を押しつけられ、それを食べさせられている。

　なぜ俺の弁当を奪うのか、と訊たずねたら「洋平のお弁当が美お味いしいから」というシンプルかつ利己的な理由だったので三日目ぐらいから諦あきらめて文句を言わないことにした。

　由比川がエビフライをごっくんと飲み込んで、片っぽ八重歯を輝かせる。

「やっぱり洋平のお弁当は美味しいねっ」

「一級の食材を一流のシェフに料理させているからな、美う味まくて当然だ」

「私のは？　美味しい？」

「普通だな」

　額に由比川の張り手――技名・ドーンが飛んできた。

「いてっ、怒るなよ。素直な感想だろ」

「たとえ普通でも美味しいよって言うのが普通でしょ！」

「勘違いするな。俺オレは舌が肥えてるから、かなりのものじゃない限りは美う味まいと言わないけど、俺の普通は一般レベルでは高評価なんだぞ？」

「嬉うれしくない！　でもって普通普通うるさい！」

「お前だって何度も――」

　何度もドーン。言葉を発する度にドーン。毎日何度もドーンされているから以前よりは耐性値が上がっているのだが、連打はさすがに痛い。ちょっと目眩めまいがする。

　こんなヤツとラブい関係に……と早くも昨日の宣言を後悔した。

　が。

「このシャラダもおいひいよふぇ～」

　とニコニコしながら言う姿を見ると後悔も薄れてくる。童顔で小柄な彼女が小さな口をもぐもぐと動かす姿は、まるでハムスターのようであり、そのくせ服装は一丁前に高校生というアンバランスさがやけに愛らしくて、憎めない。

　そんなことを思っていたら、ぽろりと口に出してしまった。

「由ゆ比い川かわ、俺とラブい関係にならないか？」

「にゃっ!?」

　由比川がもぐもぐしていたサラダを口から吐き出し、俺の顔面にそれがかかり、その上からドーン６連打。俺はあまりの早はや業わざに為なす術すべなくベンチから転げ落ちた。



    

  
    
      



    

  
    
      「何するんだよ！　吐くかドーンかどっちかにしてくれ！」

「洋よう平へいがバカなこと言うからでしょ！　ラ、ララ、ラブイ関係ってなんなのよ！」

「わかったからドーンやめろ！　俺オレが悪かった！」

「べ、別に悪くはない……あーもう！　バカ！」

　ドーンの嵐。短時間で27発は新記録だ。

　俺は額を押さえながらベンチまで戻り、改めて謝る。

「すまん。実はこれには深い理由があるんだ」

「とりあえず言ってごらん。そのあとに怒ってあげるから」

　俺は昨日の父さんとのやりとりを手短に話した。

　話を聞き終えた由ゆ比い川かわは、はぁ……と長い長いため息を吐つき、

「――なるほどね。なんというか、洋平らしい単純さだね……」

　と、心底呆あきれてはいるが、ドーンが飛んでこないので怒ってはいないようだ。

「たしかに、異性にモテる人は同性からもモテてるよね。つまり、異性に好かれるようになれば同性にも好かれるようになって、人の上に立つための人徳が身につくからがんばれ――ってことを言ってるんでしょ？　洋平のお父さんは」

「……そ、そう。そのとおり」

　そこまで深い意味があったとは気づかなかったが、言われてみればそのとおりだ。

「ったく、洋平はホントにバカなんだから、ホントにぃ……」

　何度もダメ出しをする由比川だが、表情はさほど険しくない。片っぽ八重歯も顔を出している。両手をブレザーのポケットに入れて、そわそわと体を揺すったりしている。

　そして、その体以上にそわそわとした口調で、

「でも、うん、まあ、あまりにもバカな切り出しだったから怒っちゃったけど、私も別にそこまでイヤってわけでもなくはなかったりするのかもしれなかったりするかも……」

「語尾がグニャグニャすぎて何を言ってるのかさっぱり――」

「あーそーだ。今の流れとはまーったく関係ないけど、そーいえば私、洋平のアドレスを知らないやー」

　と、やけに白々しい言い方で由比川がポケットから携帯電話を取り出した。

「そういえばそうだな。俺も由比川の連絡先を知らないな」

「こ、これは、なにかと不便じゃない？」

「そうか？　毎日会ってるし、これといって不都合なことは――」

「うるさい！　いいから洋平も携帯出して。ほら、早く！」

「わかったから怒鳴るなよ……」

　と、俺もポケットから携帯電話を出すと、由比川がそれを掠かすめ取とり、勝手に操作をして番号とアドレスを交換した。

「言っておくけど、これは緊急用だからね。勘違いしないでね。普段からメールとか電話とかしてきても私は無視するから。私も、用もないのにメールとかしないから。妹さんのようなハートだらけのメールとか絶対しないから期待しちゃダメだからね」

　とかなんとか、偉そうに言いながら、アドレス欄を見てニヤニヤしている。そんな顔を見ながら、俺オレはひそかに嘆息する。

　ここが先輩後輩問題の一番厄やつ介かいな点だ。憎らしさよりも愛らしさが勝ってしまう。

　そうこうしているうちに昼休み終了のチャイムが鳴り、

「じゃ、放課後に校門前でね」

「おう」

　と約束してから俺たちは各自の教室に戻った。

　授業が始まるまでの間、俺は瑠る雨うにメールをして、その後、放課後まで何度かやりとりをした。

　内容は以下のとおり――。



　件名　Ｒｅ：‥親愛なるお兄さまへ

　俺はアルバイトがあるから行けないんだ。



　件名　は？

　アルバイトとは、どういうことですか？



　件名　Ｒｅ：‥は？

　アルバイトというのはドイツ語からの外来語で、英語ではパートタイムジョブやサイドジョブと言ったりするよ。



　件名　知っています

　意味ぐらい知ってます。なぜアルバイトをしているのかと聞いているのです。



　件名　Ｒｅ：‥知っています

　理由は話せば長くなる。

　ともかくレイチェルの店で働かせてもらっているんだ。



　件名　レイチェルって？

　誰だれ？　女の人っぽい名前ですけど、まさか本当に女の人じゃないですよね？



　件名　Ｒｅ：‥レイチェルって？

　小こ次じ郎ろうおじさんのことだよ。

　女の人なのかどうかは本人に直接聞いてくれ。俺オレは聞けない。聞きたくない。



　件名　ごめんなさい

　叔お父じ様のことでしたか。ルーったら早とちりしちゃって危うく＊＊＊をしちゃうところでした。

　つまり、お兄さまは叔父様の下もとで将来のために実践的な経営学を学んでいるのですね。その発想、ルーごときには浮かびもしません。さすがはルーの愛するお兄さまです



　一日の授業が終わったので、この続きは返さなかった。

　今にして思えば、最後のメール以外にハートマークが付いていなかったことから、何か異変や予兆を感じておくべきだったのかもしれない。

　この一連のメールのやりとりが後のちに「とんでもない事態」へと発展することになる。

　だが、その前に。

　瑠る雨うとのメールがきっかけとなって巻き起こる事態や由ゆ比い川かわとの先輩後輩問題とは別にもう一つ、俺はとても大きな問題を抱えることになったんだ。



　この日、約束どおり終業後に由比川と校門前で合流して、ハーヴェストへ向かった。

　ちなみに、由比川が後輩だとわかった日から俺は電車通勤している。最初は切符の買い方やホームでの並び方がわからなくて由比川に随分呆あきれられたが、それにも慣れてきた。

　そうして、小こ一時間かけて店に着くと、

「由比川さん、楠くすの木きさん、おはようございます」

「おっはよ～」

　と、美女２人が出迎えてくれた。

　丁寧な挨あい拶さつをしてくれたのが、美しさと品性を兼ね備えた我らがバイトリーダー・姫ひめ野の椿つばきさん。長い黒髪がよく似合う和風美人である。

　軽い挨拶をしてくれたのが、身長以外はどこから見ても女性にしか見えない我が叔父のレイチェル。本名、楠木小次郎。ここカフェ・ハーヴェストのオーナーである。

　そのレイチェルが、

「洋よう平へい、ちょっといい？」

　と、着替えを済ませた俺をスタッフルーム前で呼び止めた。

「何ですか？」

「実はアンタにお願いがあって……」

　いつもパワフルなレイチェルとは思えないほど弱々しい口調で、目を伏せる。

「ど、どうしたんですか？　何か困ったことでも？」

「ここのところ売り上げがあまり良くなくて、ぶっちゃけ赤字なのよね……」

「わかりました。俺オレが融資します。いくら必要ですか？」

「違うわよ。何で甥おいっ子こに金借りなきゃいけないのよ。そこまで落ちぶれていないわよ」

「じゃあ、何ですか？　俺に出来ることなら何でもしますから遠慮なく言ってください」

「本来、アルバイトの子には時給８００円から始めてもらっているんだけど、アンタ……２円からでいい？」

「ダメです」

「何でも遠慮なくって――」

「ダメです」

　これが後のちに言う、ハーヴェスト経営再建事件の発端である。

　この日から二週間、俺はこの問題の解決のために奔走することになったんだ。



    

  
    
      


　土曜日　第一回売り上げＵＰ

　作戦会議・綺麗なお姉さんの本気





　近年、憧あこがれの職業に「カフェ経営」と答える人が多くなっている。脱サラをしてカフェ経営に乗り出す人や、定年後に趣味と実益を兼ねて店を始める人は年々増えている。

　しかし、そういった人たちの大半が挫ざ折せつをする。

　理由はずばり儲もうからないからだ。

　どの商売にも言えることだが、カフェ経営は難しい。

　個人経営ともなれば尚なおのことである。





「時給２円で」というまさかの打診をされた翌日、六月中旬の土曜日。

　今日は朝からスタッフ総出で働いている。土曜日は一週間で最も客入りの多い日なので開店早々から目の回るような忙しさになった。

　その忙しさが少しだけ落ち着いた午後二時過ぎ。

「椿つばきちゃん、菜な月つき、洋よう平へい、休憩いってきて」

　レイチェルから待望の指示が出た。フルタイムで働く日は一日に二回、昼と夜に休憩がもらえる。この時間を使って各自が食事を取る。どの職場でも大体同じ仕組みだろう。

　俺オレたちは早速、スタッフルームに入り、丸テーブルにそれぞれの昼食を並べた。

　俺は家のシェフがつくった弁当、向かいの長なが椅い子すに並んで座っている由ゆ比い川かわと椿さんは店のシェフがつくった「まかない」である。

　同じまかないでも二人のメニューは違って、椿さんがサンドウィッチ、由比川がサンドウィッチとパスタだ。由比川はとっても小柄なのに毎日俺の弁当をぺろりと平らげるほど大きな胃袋の持ち主だから、二品ぐらい余裕。もぐもぐもぐもぐ、といつものハムスタースタイルで気持ちのいい食べっぷりである。そんなに食べるのにどうしてお前はそんなにミニマムなんだ？

　一方、食べ方にまで品の良さが溢あふれている椿さんは、サンドウィッチを半分ほど食べたところで手が止まっている。彼女は女性スタッフの中では一番身長が高いのに、食は一番細い。聖母様も人並みに体重とか体型維持とか気にしているのかな？　今でも十分すぎるぐらい細いのに。ひょっとして着き痩やせするタイプですか？

　な～んてことを思いながら、俺は黙って弁当を食べる。ひたすら黙って食べている。

　だって……

「わぁ～、このスカートかわいい～」

「さっきの上着と合いそうですね」

「私もそう思ってました～。じゃあ、靴はどれがいいと思います～？」

「そうねぇ、これなんかどうかしら？」

「いいかも～。椿さんってホント、センスいいですよね～」

「うふふ。そんなことありませんよ」

　こんな、ファッション雑誌を広げながらのガールズトークには入り込めない。入り込んじゃいけない。俺だってこのぐらいの空気は読むよ。できれば昨日のことを二人に相談したかったけど、やめておこう。

「――よし。これ買っちゃおう！　……でも、やっぱり高いなぁ……」

「探せば似たデザインの服はありますよ」

「うーん……このブランドが好きなんですよねぇ……」

　由比川が本と睨にらめっこをしながら悩んでいる。欲しいなら買えばいいだろ、と思うけどそれも言わない。お前とは金銭感覚が違うんだよ、とか言い返されそうだし。

「欲しいなら買えばいいだろ――って思ってるでしょ？」

　由比川が本と睨めっこをしたまま言ってきた。

「おぉ、何でわかった？」

「顔に書いてある」

「顔見てないじゃないか」

　ここでようやく由ゆ比い川かわが俺オレを見る。

「ボンボンの洋よう平へいとは金銭感覚が違うんだから口挟まないでよね」

「挟んでないだろ」

　それから俺の心読みすぎだろ。お前はエスパーか。

「エスパーじゃないよ」

「………」

　……すげぇなコイツ。それとも俺がわかりやすいだけなのかな？

「洋平ってさ、こんな風になにかを買うのに悩んだことないでしょ？」

「一度もないな」

「もしかして『この店にある服を全部』みたいな買い方するの？」

「しないよ。そもそも俺は服を買ったことがないんだ。季節毎ごとに色んなブランドの新作が家に送られてくる」

「すごいですわねぇ……」

「うぅ、正直うらやましい……けど、お給料が出たらなに買おうかなっていうワクワクを味わえないのはちょっと可哀かわい想そうな気もする」

　図らずも由比川がナイーブな話題に触れてきた。相談を切り出すチャンスかなと思ったけど、個人的な問題でもあるのでやっぱり控える。

「俺だって給料日は楽しみにしているさ」

　これは本当。ウチの店の給料は「15日締めの月末払い」となっている。俺は先月の16日から働き始めたので、今度の月末が初めての給料日になる。自分で稼いだ初めてのお金になるので、本当に楽しみにしていたんだ。変な打診をされるまでは……。

「二人はやっぱり服を買うことが多いの？」

「そだね。あと、遊びに行くときのお金もバイト代から出してるよ」

「私もお洋服を買うことが多いですわね」

　二人とも女の子だなぁ。なんだか可愛かわいいなぁ。俺も自分へのご褒ほう美びに何か買いたいけど時給２円じゃなぁ……せいぜい駄菓子ぐらいだもんなぁ……。

「洋平どうしたの？　顔が悪いよ？」

「わざとだと思うけど一応、顔色な。まあ、何でもないから気にするな」

　由比川の気遣いに強がりで返した時。

「うはぁ……モコ、お疲れましたぁ……」

「あー、腹減った」

　と、先輩女性スタッフ二人が部屋に入ってきた。

　美び貌ぼうと愛あい嬌きようと天然と奇跡が同居する我が店のアイドル・蒼あお井い萌も子こちゃんと、

　毘び沙しや門もん天てん級の戦闘能力と弁天様も真っ青な女性らしさを併せ持つ我が兄貴・蜂はち矢やアキラさんである。

　この二人が来たということは俺オレたちの休憩時間が終わりということ。休憩時間ってどうして早くすぎるんだろうね？

　俺は弁当箱をロッカーに仕舞いつつ、二人にも尋ねてみた。

「モコちゃんは給料が出たら何か買うの？」

「モコは貯金しまっす」

「へぇ、偉いね」

　貯金というのも選択肢の一つだな。なんだかモコちゃんらしくないけど。いや、それは失礼か。

「兄貴は？」

「あん？　オレは増やすんだよ。給料を元手にして」

「……なるほど」

　まあ、使い方は人それぞれか。自分で稼いだお金なんだから誰だれに文句を言われる筋合いもないし。俺も使い道に悩みたかったなぁ、駄菓子以外の選択肢が欲しかったなぁ……と口には出さないけど、内心で落ち込みながらスタッフルームを出たら、

「相談なら乗るよ？」

　エスパー由ゆ比い川かわが言ってきた。何でもない、と俺はまた強がって返したが、

「お給料絡みのことでしょ？」

　一体どういう仕組みなのか、彼女には何でもお見通しのようなので観念した。気遣いに感謝しながら素直に打ち明けた。

「――なるほどね。まあ、妥当なんじゃない？」

「そっか。そうだよな。俺なんて２円ぐらいの価値しか……ごめん、今はノリきれない」

「いや、私のフリもなんか中途半端だったね」

「ところで、由比川は時給いくらなんだ？」

「私は９００円。洋よう平へいが入ってから50円上がったの」

「ふむ。高校生のバイト代としては妥当なところか」

「高いほうだと思うよ。満足してる」

　由比川は勤務日数も多いし、いい小遣いになっているだろう。

「他の三人は私より高いよ。椿つばきさんとアキラさんは１０００円越えてるだろうね」

「あの二人はそうだろうな」

　で、俺が２円。由比川の４５０分の１。椿さんや兄貴の約５００分の１。俺が５００人集まってやっと椿さん一人分という計算になる。俺が５００人て……。

「みんなの時給を２００円減らして、その分を俺オレに回すというのはどうだろう？」

「なるほど。そうすれば洋よう平へいの時給は８０２円になるね。私は７００円になっちゃうけど可愛かわいい後輩のためなら我慢……ごめん、そのフリじゃノリきれない」

「いや、八割方ノリきれてたよ。大したモンだ」

「もう２円でもいいんじゃない？　洋平、お金には困ってないでしょ？」

「それはそうだけどさ、お金だけの問題じゃないんだ。人としての誇りや尊厳にかかわる問題だ」

　誇りも尊厳もすでにボロボロだけどね。

「まあ、オーナーも本気では言ってないと思うよ。ちゃんと８００円にしてくれるって。……ん？　そしたら洋平の分はどこから捻ねん出しゆつするんだろ？　てゆーか、ウチの店そんなに厳しかったんだ……」

「……ん？」

　由ゆ比い川かわの疑問がそのまま俺の脳にスライドする。

　どこから捻出するのか？

　決まっている、店の売り上げからだ。そして今、その売り上げが厳しいから「２円でもいい？」なんてバカげた話を持ちかけられている。

　……あれ？

　だったら、店の売り上げを増やせばいいんじゃね？

「おおっ、なんという盲点！　でもそこに気づくとは、さすが俺！」

「……とりあえず思いついたことを話してごらん。全否定してあげるから」

「残念だったな、由比川。これは非の打ち所のない完かん璧ぺきな閃ひらめきだ」

「だから、とりあえず話してごらんって」

「後で話す。みんなにも話すから、閉店後、店に残ってほしいと伝えてきてくれ」

「な、なんか自信満々だね。わかった。伝えてくるよ」

　由比川が他のスタッフに伝言するべくスタッフルームに向かい、だけど、すぐに戻って来て、

「自分で行け！」

　と、ドーン。ノリツッコミじゃなくてマジボケだったらしい。由比川の天然はちょっと新鮮だった。



　そして、忙しい土曜日の営業時間が無事に終わり、閉店後――。

　俺の呼びかけに応じてアルバイトスタッフ４名が店に残ってくれた。

　各自がテーブル席やカウンター席に座り、その中心に俺が立つ。咳せき払ばらいを三つほど挟み、皆みんなの顔を見回しながら、

「みんなで革命を起こしましょう！」

「え？」

「あん？」

「ふぇ？」

「やっぱり全否定しておくべきだった……」

　椿つばきさん、兄貴、モコちゃん、由ゆ比い川かわの順番で驚く。由比川だけは驚いてないか。まあ、これは想定内。続けて具体的な説明に入る。

「革命といっても『清すが々すがしい革命』です。つまり、どういうことかというと――」

　今、店はちょっとした財政難に陥っている→レイチェル、人件費の削減を考える→俺オレに白羽の矢が立つ→納得のいかない俺、立ち上がる（←いまここ）→アルバイトスタッフで何かをして店の利益を増やす→俺の評価が上がる→俺の時給が８００円になる→みんなの時給も上がる。かもしれない。その可能性大→全員ハッピー。

「――ということです」

　さらに言えば。

　俺の評価が上がる→由比川、俺を尊敬の眼まな差ざしで見る→俺たちの先輩後輩問題、解決→ラブい関係にもなれる。かもしれない。その可能性は小→とにかく俺ハッピー。

　というサブルート発生（そして両ルート同時クリア）も考えられる。

「みなさん、お疲れさまでした」

「椿さん、モコと一緒に帰ろお」

「ま、ヨーヘーなんてこんなモンだろ」

「……変だな。ちょっと安心してる私がいるよ」

　皆みんなが席を立って帰りはじめた。由比川にいたっては、ぽむ、と肩を叩たたいてきやがった。

「ちょ、ちょっと待って！」

　ドアの前で両手を広げて足止め。帰る。ダメ。絶対。

「楠くすの木きさん、通れないのでそこをどいてもらえますか？」

「いやいや、待ってくださいよ。どうして帰ろうとするんですか？」

「そりゃ帰ろうともするでしょ。ツッコミどころは山ほどあるけど『みんなで何か』ってなによ？　一番肝心な部分が抜けてるじゃん」

　と、他の三人に「ウチの子がすいません」と謝りながら由比川。お前は俺の保護者か。

「その何かを今からみんなで考えるんじゃないか」

「みんなで考えるのにどうして洋よう平へいの評価だけが上がる仕組みになってんのよ！」

「つーかよ、何でオレらがそんなことしなきゃいけねぇんだ？」

　とは、兄貴。俺の臑すねをゴンゴン蹴けりながら兄貴。兄貴、痛いっす。

「だから店がちょっとした財政難で――」

「それはババァの仕事だろ。バイトの仕事じゃねぇ。大体、安い給料が気に食わねぇなら別の所で働けばいいだろ」

「そ、そうですけど……」

　アルバイトと正社員の違いの一つに「いつでも辞められる」という点がある（雇う側にとっては、いつでも辞めさせられる、という言い方になる）。この身軽さが長所といってもいいだろう。正社員は沈むとわかっている船でもなかなか下船は許されないが、バイトは許される。社員は船長に不安を覚えたら自分たちで舵かじ取とりをしようとするが、バイトはその時点で脱出すればいい。乗り心地が悪いという理由で別の船に乗り換えてもいい。

　兄貴が言っていることはそういうことで、それは正論でもある。足あし蹴げにされるより痛く言葉が胸に突き刺さった。

　でも。

「……俺オレはこの船に乗っていたいんです。みんなもそうでしょう？」

　ここで「日本一の後輩になる」と決めたんだ。この店で、このメンバーと一緒に後輩道という名の海を渡っていきたい。尊厳だの誇りだのと偉そうなことを言っても、この店がなくなるのが何より嫌なんだ。

「オレは店がどーなっても構わねぇけどな。でもまあ、話、聞くだけ聞いてやるよ」

　兄貴が臑すねを蹴っていた足を止めて、元の席へと戻っていった。

「意地悪言ってごめんなさい。微力ながら私も協力させていただきます。時給と売り上げアップを目指して頑張りましょうね」

　と、柔和な聖母スマイルを浮かべて椿つばきさんも元の席へと戻る。

　続いてモコちゃんがバッチリ二ふた重えの瞳ひとみを輝かし、

「モコのお給料、増えるですか？」

「う、うん。その可能性もあると思う」

「でわ、モコも参加します。モコ、お金大好きでっす」

　気持ちいいぐらい素直なケモノっ娘こが尻尾しつぽを小刻みに揺らしながら元の席へ。

　そして最後に、

「ったく、世話の焼ける子だよぉ……」

　ため息を俺の顔面に吐きかけてから由ゆ比い川かわも席に戻った。

　俺のためか、お金のためか、この店のためか、それともレイチェルのためか。いずれにしても、みんな優しい人たちだ。

「みなさん、ありがとうございます！」

　一礼をしてから俺も元の位置に戻った。

　かくして、革命軍は再結成されたのである。

「――さて、どうしましょうか？」

「洋よう平へい、まさかとは思うけど発起人がなんのアイディアもなしってことはないよね？」

「二つほど考えたんだけど、あまり良いいアイディアじゃない気がして……」

「とりあえずそれを言ってごらん」

　由ゆ比い川かわに促され、俺オレは手前のアイディアを発表する。

「まず一つ目は、店のフランチャイズ化を図り、全国に百店舗ぐらい――」

「却下」

　だよな。一応、世界進出するところまでプランを立てていたけど、まあそうだよな。

「二つ目は……こっちの方がまだ現実的なんだけど、効果的かどうかは……」

「いいから言ってごらんって」

　俺は頼りない眼まな差ざしをモコちゃんに向けつつ、二つ目を発表した。

「みんなでモコちゃんみたいな格好をすればいいんじゃないかな？」

　制服が有名な人気店というのはある。けっこうある。実際、ウチの店でもモコファンという常連客を確保しているわけだし（モコファンの連中はモコちゃんの衣装だけを目当てにしているわけじゃないとは思うけど）、集客率のアップは見込めるかもしれない。

「つまり、私たちもケモノっ娘こやゴスロリっ娘になれってこと？」

　由比川があからさまに不満げな顔をしている。

「そういうことなんだけど、やっぱりダメだよな……」

「ダメくないです！」

　モコちゃんが俺の手を握り、いつもキラキラしている瞳ひとみをさらに輝かせた。

「洋ようちゃん、とってもいい着弾点です！」

「着眼点ね。モコちゃんは賛成してくれるの？」

「モコも、みんなモコみたいに可愛かわいい格好をすればいいのにとウネウネ思ってたのです」

「常々ね。気に入ってもらえたみたいで良かったよ。では、この方向で検討を――」

「洋平、ストップ」

　と依然、あからさまな不満顔の由比川。

「私はヤだな。反対。だって、なんだか男に媚こびてるみたいじゃん。あ、別にモコさんがそうだとは言わないですけど」

「私も賛成しかねます」

　椿つばきさんからも反対意見が出た。それに俺も反論。賛同者を得たことで持論に自信がついてきた。

「やってみる価値はあると思うんです。ほら、制服が可愛い学校って、男からだけじゃなくて女の子からも人気があるでしょ？　それと同じ理屈で、男性客と女性客両方の増加が期待できます」

「それは、そうかもしれませんけど……」

「そうかな～……」

　二人はまだ納得がいかない様子。推進派と保守派で２対２の構図である。

　んー……こういうのはテンポ良く進めたいんだけどなあ。でも、強引に進めたら軋あつ轢れきが生まれそうだし、どうやって説得しようかな……と悩んでいたら。

「モコ、新しい服があるので着替えてきまっす」

　空気を読まない子・モコちゃんが小走りでスタッフルームへと消えていった。強引さも時には必要だね。

　ちなみに、兄貴は「アホらしい」と言って漫画を読んでいる。保守派に回られても困るので、そっとしておこう。注意とかしたら絶対に殴られるだろうし。

　由ゆ比い川かわと椿つばきさんはまだ不満そうな顔だが、モコちゃんが戻ってくるのを大人しく待ち、２分後――。

「じゃ～ん！　天使のモコでっす！」

　全身純白の衣装を身に纏まとい、モコちゃんが帰還した。スカートは定番の極ミニ、上着は胸元がざっくり開いたノースリーブである。その背中には小さな羽が生えていて、頭には大きなリボンのついたカチューシャをつけている。わざわざ紹介をしてくれなくてもひと目で天使の衣装だとわかった。パトラッシュが天に昇る時に周りでピヨピヨしていたアレにそっくりだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　さすがだよモコちゃん。さすが我が店のアイドルだよ。中身は……な部分もあるけど、外見は天下一品の国士無双だよ。

「80点！」

　我知らず俺オレは叫んでいた。

　続けて、

「天使という純潔なイメージは保ちつつ、胸の谷間と二の腕の露出度を高めることによりエロティシズムとある種の背徳感を演出していますね。そうです、それこそ男が思い描く天使像です。ただ、汎はん用よう性に欠けているところが減点対象です。モコちゃん個人では満点なのですが、その衣装を由ゆ比い川かわが着た場合、胸の部分が非常に残念――」

「誰だれのどこが残念だ！」

　背中に強烈なドーン。そのまま前方に回り込んで由比川が俺の胸ぐらを掴つかむ。

「いつから審査員になったの？　てゆーか洋よう平へいさ、この頃ごろ、私のツッコミ待ちで発言することが多いよね？　こっちだって手が痛いんだから余計な仕事増やさないでよね！」

「た、たしかにドーン待ちしてた部分はある。でも、お前、背中は……セナーンは待ってないよ、これ斬ざん新しんな痛みすぎるよ……」

　激痛と呼吸困難のセットだ。小ボケの代償としては大きすぎる。

　俺が呼吸を整えている間、もう一人の推進派であるモコちゃんが椿つばきさんに近づき、

「ねぇねぇ椿さん、エンジェルモコどですか？」

「とてもお似合いですわよ」

「えへへ～。でわでわ、次は椿さんがエンジェルになる番です」

「私は遠慮しておきます」

「どしてですか？　椿さんも似合うと思うです」

「私には着こなせないと思うわ。それにね、私はまだコスプレ案に賛成したわけではありません。ウチにはちゃんとした制服があるでしょう？」

「でもでも、今の制服じゃお客さんが集まらないから、みんなでモコみたいな可愛かわいい服を着てみようってことになってるですよ？」

　俺の言いたいことをすべて言ってくれるモコちゃん。今日はいい仕事するねぇ。ここはこのまま彼女に説得係を任せてみよう。

「私は、服装は関係ないと思います。ここはカフェです。メイドカフェではありません。そういう方向に向かうのは違うんじゃないかしら？」

「……む。モコはいっつも間違った方向を向いているということでしょか？」

「そうは言って……そうね、良いい機会だからはっきり言います。前々から蒼あお井いさんの服装には疑問を感じていました。くどいようですが、ここはカフェです。お客様にコーヒーとくつろぎの時間を提供する場です。特定の方が目の保養をしに来る所ではありません」

「モコに会いに来てくれる人たちもコーヒーを飲んでくつろいでます。そしてモコを見て喜んでくれてるです。モコの方がひとつ多いです」

「最後のはいりません」

「……むむ。でわ、モコもはっきり言うです。前々から思ってたですけど、椿つばきさんの制服姿はダサいです」

「あら、どのへんがダサいのかしら？　私は普通に制服を着ているだけですけど？」

「ダサいってゆーか古ふる臭くさいです」

「古臭……そ、それは制服がということですよね？」

「椿さんが、です。古臭くてオバサンっぽいです。せめて菜な月つきちゃんみたいにスカートを短くすればいいのに」

「オバ………あ？」

　……あ。ヤバい。

　椿さんの顔から微笑ほほえみが消えた。椿さん、ダークサイドに堕おちた。

　これはマズい。かなり危ない。やっぱりモコちゃんに任せるべきじゃなかったな。とにかく二人を宥なだめなきゃ。

　――と思っているのに。

　なぜだろう、俺オレちょっとワクワクしてきた。

「お二人とも少～しだけ落ち着いたほうがいいんじゃないかな～」

「そ、そうですようフフ、ケンカはダメでハフッ」

　俺の緩～い仲裁のあとに続いた由ゆ比い川かわの頬ほおがひくひくしている。口の端っこから笑いが漏れている。そうか、お前もこの「なんだか面白いことになりそうだよ」的な流れを感じ取ったか。なぜ俺たちはこういうところで気持ちがシンクロしちゃうんだろうな。

　こんな俺たちの言葉ではギスギスした空気を和ませることなどできるはずもなく、

「………上等」

　ぼそりと呟つぶやいて、ダーク椿さんがスタッフルームへと消えていった。

　そして、２分後――。

「これならどうかしら？」

　椿さんがケモノっ娘こスタイルで店内フロアに戻って来た。さっきまでモコちゃんが着ていた衣装である。勝手に着ちゃってもいいのか、という疑問はさておき、長身ですらりとしたモデル体型の彼女は何を着ても様になる。

　由比川が俺の横腹をトンと肘ひじで突いてきた。それを合図にして、

「70点」

　と、俺。

　すかさず由比川が、

「意外にも低評価ですね、楠くすの木きさん」

「はい。似合うか似合わないかで言うなら断然似合っているのですが、やはり二に番ばん煎せんじな感は否めません」

「他にはどこが減点の対象に？」

「脚ですね。ミニスカートから伸びる長く細い脚は非常に美しいのですが、この衣装には合っていません。ケモノっ娘こスタイルは犬や猫といった小動物っぽさをいかに醸し出せるかが重要なのに、椿つばきさんの場合、カモシカやチーターなどを連想させます」

「つまり、脚線美が仇あだになったと？」

「ですね。あと『これならどうかしら？』の時の軽いドヤ顔もマイナス材料でした」

「というわけで姫ひめ野のさん、次回に期待しています」

　何この即興コント？

　誰だれこの胡う散さん臭くさい審査員と司会者？

　超楽しいんだけど。

　なあ、由ゆ比い川かわ。何がそんなにお前のノリを良くさせるんだ？　ついさっきセナーンして怒ったことを再利用するセンスの良さは何だ？　お前は何でこんなに楽しい子なんだ？

　とまあ、すっかり悪ノリモードに突入してしまった俺オレたちの言葉など椿さんは聞いておらず、俺が「70点」と言った瞬間に、

「………次」

　重低音で吐き捨て、スタッフルームに向かっていた。

　そしてまた２分後――。

「マジカル戦士コロナちゃん！」

　出た。早くもマジカル戦士キタ。

　髪はポニーテールで、露出度は高いが世界観を壊さないファンタジックな衣装。手にはハート形の鏡を持っている。それをエセ審査員とエセ司会者に向けて、

「ミラクルミラージュ！　あなたの愛をリフレクション！」

　とかいう魔法を放ってきた。

　俺は一度この魔法を食らっているので免疫があるけど、初体験の由比川は口をぽかんと開けて固まっている。わかるぞ、初見は誰でもそうなるんだ。

　そんな由比川の意識を呼び戻す意味も込めて、

「85点！」

「……えっ？　ああ、すいません。高得点ですね。エンジェルモコを越えました」

「はい。得意分野で勝負に出た潔さが素晴らしいです。主人公のマリナちゃんではなく、ライバルのコロナちゃんを出してきたのもファン心をくすぐるでしょう」

「しかし、90点の大台には乗っていませんね？」

「いかんせんマニアック過ぎます。知らない人が見たら何が何だかわかりません」

「私が今まさにその状態です。ともあれ姫ひめ野のさん、記録更新です」

「モコちゃんさんの巻き返しに期待しましょう」

「……それにしても椿つばきさん、あの服どこから……？」

「言うな。それは言うな由ゆ比い川かわ」

　深追いすると火傷やけどするぞ。

　今回も椿さんは解説部分をすっ飛ばし、俺オレの「85点」を聞いた瞬間、

「ですよねっ。エロ天使なんかよりコロナに決まってますよねっ」

　と大喜び。その場でくるくると回ったりしている。

　対するモコちゃんは頬ほおをぷく～っと膨らませて、

「……モコ、本気出します」

　と、スタッフルームに向かった。

　そして――。

「じゃじゃ～ん！　ウサモコでっす！」

　黒い網タイツ。お尻しりについた丸くて白い尻尾しつぽ。同じく白で長い耳。エナメル製で胸元が大胆なＶ字形に開いている衣装……そう、かの有名なバニーちゃんスタイルである。主に大人の店が生息地だと聞いていたが、まさかカフェでお目にかかれるとは！

「85点！」

「おーっと、これまた意外な点数ですね。小鼻の膨らみ具合からして相当高い点数が予想されたのですが？」

「ええ、生バニーを見ることができて興奮はしています。網タイとＶゾーンに目が釘くぎ付づけです。しかしながら、あまりにも定番すぎてインパクトに欠けます。もし、これが最初に登場していたなら迷わず百点と叫んでいたでしょう」

「モコさんの編成ミスというわけですね」

「あと、そろそろこのノリに飽きてきました」

「私もです」

　これまた解説部分は聞かず、ウサモコちゃんとコロナちゃんは「むう」「……小娘が」と睨にらみ合あっている。ここらで適当なオチをつけてコスプレ対決を終わりにしよう。椿さんが本気で危なくなってきた。

「では、最後は俺が／私が……」

　審査員と司会者が同時に腰を上げた。二人共がオチ役を買って出ようとした。どこまで考えてることが一緒なんだよ俺たち。

「……任せるよ、由比川」

「うん。任せて」

　俺オレが座り直し、由ゆ比い川かわがスタッフルームへと消えていく。俺のプランは――俺が女装をして登場→レイチェルの甥おいっ子こだけあって超美人……なんてことはなく普通にブサイク→みんなドン引き。我に返る→穏やかな話し合いを再開――というものだったけど、ここは由比川の才能に託すとしよう。彼女ならもっとシュールな出いで立たちで皆みんなをドン引きさせてくれるはずだ。

　と、妙な期待をしながら待つこと５分――。

「５年１組、ゆいかわなつきです」

　体操服姿の由比川菜な月つき、登場。胸に大きく「ひめのつばき」と名前が書かれているけど由比川である。そしてそして……ブルマである。

「98点!!」

　俺は叫び、司会者が不在なのでそのまま解説に移行する。

「完かん璧ぺきです。これまでも『それっぽいな』とは思っていましたが、もう小学生にしか見えません。もはやコスプレの枠を越えた完成度です。ありがとうございます。五年生という設定も正解です。そうです、やはり高学年になっていないとダメなんです。何がダメかは知りません。とにかくもう本当にありがとうございました」

　自分でも何を言っているのかわからなくなっている俺に、５年１組ゆいかわさんが近づいてきて、



    

  
    
      



    

  
    
      「とりあえずキモい！」

　わざわざ背後に回り込んでからのセナーン。すかさず呼吸困難に陥った俺オレの前方に回り込んで胸ぐらを掴つかむ。

「終わったね、つーか洋よう平へいはじまったね。でもその件については放置するとして、なんで煽あおるのよ！　採点するならせめて０点にしなきゃダメでしょ！　ついでに言うと、なんで満点じゃないのよっ！」

「す、すまん！　俺、完全にどうかしてた。でもって足りない２点は何かへの最後の抵抗だと思う。と、とにかく、あんまりにも似合ってたから……」

「似合ってるとかじゃ………そう？　そんなに？」

「うん。そんなに」

「………ハフッ」

　由ゆ比い川かわが頬ほおをひくひくさせ、必死で結んでいる口元から息がこぼれた。……あ、コイツちょっと喜んでるな。

「んん～っ！　モコ、なんだかすごくイライラします！」

「………ロリ平へいがあ！」

　バニーちゃんとマジカル戦士がスタッフルームへと駆けていく。

　そして１分もしないうちに――

「じゃじゃじゃ～ん！　モコがお注射してあげまっす！」

「結局こういうことなんでしょう？」

　ナース服姿のモコちゃんと、体操服姿（もちろんブルマ）の椿つばきさんが二人同時に登場。

もう俺の点数発表なんか待ちもせず、いきなり睨にらみ合あう。

「だから、そういうテンプレじゃロリ平さんの心は動かせないってどうしてわからないのかしら？」

「マネするのはいいことですけど、その中にもオジリ、オリナリ、オリジティ、オリジル……オバサン！」

「……あ？　ああっ？」

「むっ！」

「ちょっと二人とも、落ち着いてくだ――」

「………次ぃ！」

「モコ、フルパワー出します！」

　また二人がスタッフルームへ。

　そして、ものの数秒で――

「ぼわああ～ん！　夏を先取りモコちゃんでっす！」

「本当は最初からわかっていましたけどね」

　水着姿（ビキニ）のモコちゃんと、制服を切って超セクシーバージョンに仕立て直した椿つばきさんが帰還。モコちゃんの水着姿は言わずもがな、椿さんの改造制服も水着とほぼ変わらない露出度である。そうですか、切っちゃいましたか……。

「百点！　二人とも最高！　これ以上の点数はつけられない！」

　声こわ高だかに叫んでいるのに、睨にらみ合あう二人の耳にはなぜか届かない。

「脱げばいいってもんじゃないでしょう？　ホント、わからない子ね。体にばかり栄養がいって肝心なところに足りてないのね、きっと」

「モコ、わかっちゃいました。オバサンは何をやってもオバサンです。三み十そ路じを過ぎたら法律でコスプレ禁止にしちゃえばいいのに」

「百点！　百点が出てますよ！　聞こえてますか？　というか二人のロッカーの中はどうなっているんですか!?　ロリ平へいって俺オレのことですか!?　椿さんはどうして体操服を二着も持って……あああっ、捌さばききれない！」

「こうなったら……」

「あれしかないです……」

「………裸ら」

「ポン」

「「ダメえええっ!!」」

　俺が椿さんを、由ゆ比い川かわがモコちゃんを捕まえた。

　しかし、それでも二人は「……殺」とか「むむうっ」とか言って睨み合いをやめてくれない。手を離したら殴り合いでも始めそうな雰囲気だ。いや、ホント、「……殺」は洒落しやれにならないですよ椿さん……。

「洋よう平へい！　どーすんのよ、これ！」

「ど、どうしようっか……」

　売り上げアップ作戦会議のはずが、どうしてこんな展開になった？

　……うん。俺と由比川のせいだな。

　自分たちで引き起こした事態だけど、もう俺たちじゃ事態を収拾できそうにない。体操服でもブサイクな女装でも彼女たちの頭を冷やす効果は望めないだろう。

「かくなる上は、俺がポンになるしかないか……」

「それでも収まらなかったらどうすんのよっ！　そこから先が見えなさすぎでしょ！」

　日本一の進学校に通う高校生二人が解決策を見みい出だせずにいた、その時。

「あー……寝ちまったぜうおっ!?　な、なんだあ!?」

　漫画を読みながら寝てしまっていた兄貴が目覚め、目の前で繰り広げられている光景に目を丸くする。

　そんな兄貴を見て、俺は解決策を閃ひらめいてしまった。

　この惨劇を収められるのは我が兄貴しかいない。

　横目で由ゆ比い川かわを見ると、無言で頷うなずいてきた。やはり同じことを思いついたようだ。

　俺オレたちが閃ひらめいた解決策とは――

　パターンＡ：‥兄貴に力尽くで荒れ狂う二人を黙らせてもらう。

　パターンＢ：‥兄貴にコスプレしてもらって荒れ狂う二人を黙らせる。

　――という二つ。

「……由比川、どっちだ？」

「パターンＢ」

「その方が確実だな」

　男勝りで男前で一人称がオレで俺に兄貴と呼ばれている男の中の男・蜂はち矢やアキラさん。

そんな彼女がコスプレをしたならば、それはモコちゃんの水着も椿つばきさんのマジカル戦士も俺のポンすらも遥はるかに凌しのぐインパクトがあるだろう。超美人とかブサイクとか似合うとか似合わないとか、そういう次元じゃない。ただそれだけでビッグバン。

　兄貴はしばらく呆ほうけた顔をしていたが、

「なんとなくわかった。んで……」

　猛獣の瞳ひとみが俺に照準を合わせる。

「テメェは何でオレを見てんだ？」

　怖こえぇ……もう泣きそう……。おそらく兄貴は今から俺が言うことにも察しがついているのだろう、目視できそうなほどの殺気を放っている。

　それでも俺は、唾つばと恐怖心を飲み込んでから言った。

「……兄貴、お願いがあります」

「コスプレしてくれとか言ったらミンチにすんぞ？」

　ミンチ。ヤダ。絶対。

　だが、ここは言わねばならない。

「そうです。兄貴、コスプレを……もとい！　女装をしてください！」

　店内に静寂が訪れた。モコちゃんも椿さんも由比川も、兄貴が次に起こす行動を静かに見守っている。すでにコスプレ騒ぎの収拾はついてしまった。さすが兄貴だ、殺気だけで黙らせた。パターンＣもあった。

　最後に残ったのは俺へのお仕置きだけ。

　兄貴はポキポキと首を鳴らしながら、女性陣を順番に見回して、

「聞くだけ聞いてやる。オレにどの格好をさせたいんだ？」

　俺も改めて女性陣の格好を確認した。体操服の由比川、水着のモコちゃん、改造制服の椿さん……。どうせミンチにされるのなら言うだけ言ってみよう。

　男なら誰だれだってこれが見たいはず！

「ブルマでお願――」

　俺オレは宙に浮いた。兄貴のアッパーカットで体が本当に浮いた。空中でくるっと一回転もした。最後は床で３バウンドした。

　顔を上げると、全員がこれぞドン引きという表情をしていた。悲しいことに、今の俺はその表情に達成感を覚えてしまう。

　念のため、由ゆ比い川かわに確認してみる。

「……オチた？」

「……うん。色んな意味でおちた」

「そうか。じゃあ………解散！」

　第一回売り上げＵＰ作戦会議、終了。

　みんなでコスプレ案、却下。

　薄れゆく意識の中、心のメモ帳を開いて「良き後輩になるためのポイント」の欄に何か書き加えようと思ったけど……今日はナシ。あるわけがない。反省点しかない。

　でも、収穫はあった。



　今日の収穫

　人って意外と浮く。



　店を出て、由比川を家まで送ってから自宅に帰る道中、瑠る雨うにメールをした。

　文面は以下のとおり――。



　件名　Ｒｅ：‥ごめんなさい

　基本的には雑務全般が俺の仕事なんだけど、今日からは自発的に経営にも関与していくことにした。でも、前途多難だ。脱げばいいってものでもないしな……。



　送信してから「妹に何を書いてるんだ、俺は」と思ったけど、まだ頭が朦もう朧ろうとしていたから仕方ない。

　絵文字なしのメールがマッハで返ってきた。



　件名　とりあえず

　誰だれが何を脱いだのか具体的に言ってください。



　具体的に言えるわけがないので返信はしなかった。



    

  
    
      


　日曜日　第二回売り上げＵＰ

　作戦会議・間の取り方





　場所。品物。値段。

　この三つは人気店舗の条件である。良いい場所に良い品物が良い値段で売っていれば人は集まる、という寸法だ。

　しかし、三つの条件を兼ね備えることは難しい。場所は限られているし、ニーズは常に変化するし、値段は安すぎても高すぎてもいけない。三さん兎とを追って、すべてが中途半端になるのが一番よくない。

　そこで、三つが無理ならば、どれか一つを特化させるという手段もある。





　良くも悪くも夢のようだったコスプレ大会から一夜明けて、日曜日。

　今日もスタッフ総出で、今日も朝から忙しい。最近はウェイターの仕事にも慣れてきたけど、全員が集合している日は、俺オレは相変わらず皿洗いや掃除などの雑務担当だ。

　今日もゴシゴシ皿を洗って、ササッとテーブルを拭ふいている。この仕事はもう、お手のもの。由ゆ比い川かわに怒られることもほとんどなくなってきた。

　その由比川と兄貴と椿つばきさんの三本柱がフロア担当。レジ担当がレイチェルで、各部署のサポート要員としてモコちゃんが俺の隣で待機。彼女をなるべく出動させないように皆みんなががんばる。

　というのが、週末の立ち位置である。

　だが、今日は俺の隣にモコちゃんはいない。椿さんが立っている。

　しかも、ただ立っているのではなく、

「はぁ……」

「ふぅ………」

「はぁぁ………」

　と、ため息を連発しながら立っている。ぼんやりと天井を眺め、ロクに仕事もしないで突っ立っている。カフェ・ハーヴェストの大エース、本日絶不調。

　理由はやっぱり昨晩のこと。今まで隠していた一面――コスプレ好きやダークサイドを皆の前でさらけ出してしまったことだ。

「はあぁぁ……みなさん呆あきれていますよね、見損なったでしょうねぇ……いや、私なんてもとから見損なうほどの人間じゃないですけれど……ふぅぅ……」

　椿つばきさんのまた新たな一面・ネガモード、発動中。

「も、もうやめましょうよ。みんな見損なったりしていませんから」

　由ゆ比い川かわも初めは驚いていたけど今は普段どおりだし、兄貴は前から知っていたし、モコちゃんにいたっては「また着替えっこしましょうね♪」なんて言っている。

　もちろん、俺オレだって気にしていない。見損なうなんて以もつての外ほかだ。

「楠くすの木きさんは優しいですね。でも、私が信用を失ったことは事実ですから……」

「そんなことないですってば。それに、俺が言うのもアレですけど、逆に良かったと思いますよ、さらけ出せて。そして、みんなが受け入れてくれて。これからは堂々とコスプレできるじゃないですか」

　我ながらいいことを言ったと思ったのに、椿さんはなぜか恨みがましい目で俺を見て、

「……しないもん……あれは二人だけの……だったのに……」

　と、ぼそぼそ呟つぶやく。

「え？　何ですか？」

「……大体、どうして……コロナよりブルマ………ロリ平へい！」

「ロリ平だけハッキリ聞こえるんですけど……」

「何でもありません。とにかく……はぁ……みなさんの信用と信頼を取り戻さなきゃ……まあ、私なんてもともとバイトリーダーの器じゃ……ふぅ……はあぁぁ……」

　ふりだしに戻る。椿さんはいつも人一倍働いているから、たまにサボッても誰だれも文句は言わないけど、見当違いなことで落ち込まれるのは困る。

「洋よう平へい、これお願い」

　と、由比川がカウンター越しに伝票を渡してきた。

　ウチの店は厨ちゆう房ぼうが壁で隔離されているので、この伝票をシェフ（厨房の中の人）に渡すことも俺の仕事である。

　コンコンと厨房の壁をノックすると、小窓が開き、そこに伝票を置く。すると、中からスッと手が伸びてきて伝票を取り、小窓が閉まる。しばらく待つとまた開き、伝票に記されていた注文の品が出てくる。それを俺がトレイに載せてウェイトレスに渡す。

　かなり無駄の多いシステムだけど、品物の出てくる速度が異常に速いので、業務に差し支えるようなことはない。

　今もケーキセット３つが４秒で出てきた。厨房の中の人の正体はレイチェル以外、誰も知らないけど、俺は高性能ロボットなんじゃないかと睨にらんでいる。

「――あら？　何かしら、これ？」

　閉まった小窓部分に一枚の紙切れが挟まっていた。それを椿さんが手に取る。俺も覗のぞき込こむ。

　紙切れには小さな小さな文字で、

『新しい料理』

　と書かれていた。

「何ですかね、これ？　それにしても読みにくい字だなぁ……」

　首を傾かしげる俺オレの横で、椿つばきさんがポンと手を叩たたいた。

「これだわ！　これですよ、ロリの木さん！」

「ロリの……まあいいや。これって、どれですか？」

「今夜も会議を開きましょう！　みなさんに伝えてきてくださる？　あ、いいです、私が行ってきますねっ！」

　鬱うつ々うつとしていた表情に輝きが戻り、復活した聖母様が今日初めてカウンターの外へ出た。



　そして、閉店後――。

　椿さんの呼びかけに応じて、今夜もアルバイトスタッフ全員が店に残った。

　各自が適当な場所に座り、その中心に椿さんが立って、

「みなさん、お疲れのところわざわざ残っていただき感謝いたします」

　と、まずは丁寧な謝辞。

「ですが、残っていただいたのは、みなさんだけではありません。もう一人いらっしゃいます。今夜は、その方にご提案いただいた件について話し合いたいと思います」

　続けて、その提案の説明に入る。

「ご存じのとおり、ウチの店はフードが美お味いしいと評判です。私も毎日、まかないをいただいておりますが、毎日食べても飽きることがありません。しかし、フードメニューの種類は多くありません。これは玲れい奈なさんの『ウチはあくまでカフェだから』という意向によることですが、いささか勿もつ体たいないような気がしませんか？　かの本ほん田だ宗そう一いち郎ろうはこう言いました。真の合理化とは良い商品を作ることだ、と。私も同感です…………」

　兄貴が小声で「長なげぇよ」と漏らす。あくまで小声で。さしもの兄貴も椿さんには悪態をつけない。ほらね椿さん、威厳は損なわれてないでしょ？　でも俺も兄貴と同感です。

　椿さんの演説は五分ぐらい続き、最後にようやく今夜のテーマを発表してくれた。

「店の名物となるような新しいメニューをつくりましょう！」

　なるほど。いい着眼点だ。

　たとえば街中で行列のできている店、そこに並んでいる人たちは店の名物を買うために並んでいる場合が多い。ここのこれは絶品だ、とか、ここでしか買えない食べられない、といったスペシャルな商品が一つでもあれば人は集まってくる。

「それでは早速」

　と、椿さんがカウンター内へ歩き出した。厨ちゆう房ぼうの壁をノックして小窓が開く。そこから料理が出てきて、椿さんがこちらに運んでくる。

　テーブルの上に置かれた料理は、バジリコソースのパスタだった。

「パスタは若い女性に人気のメニューです。ウチもボロネーゼ、カルボナーラ、ペペロンチーノの三種類を出していますが、もう一品増やしてもいいのではないでしょうか？」

「美お味いしそ～っ！　私、食べてもいいですか？」

「うふふ。では、由ゆ比い川かわさんからどうぞ」

　由比川がフォークとスプーンを持ち、パスタへと手を伸ばしかけて、止まった。

「あー、でも私、ハーブって少し苦手なんですよねー」

　妙に白々しい前置きをしてから、ようやくパスタを口に運ぶ。いつものハムスタースタイルでもぐもぐごっくんして、

「んー……やっぱり苦手かもしれ美味しい！　やだこれすごく美味しい！」

　……さっきの白々しいセリフはこのためか。前フリだったのか。コイツ、少しでも隙すきを見つけたら笑いを絡めてくるよな。何だよそのストイックさ。

　だが、見事だ。美味しいと言うまで二秒弱、遅すぎず早すぎずの理想的な間まだ。悔しいけど笑ってしまった。そんな俺オレを見て由比川も得意げに笑ってる。ドヤ顔のドヤ八重歯。ちくしょう、負けてられるか。

「そんなに美味しいのか？　由比川は大おお袈げ裟さだから――」

「次、モコ！」

　俺の白々しい前フリをかき消して、モコちゃんがパスタを頬ほお張ばった。

「あれ？　モコ的にはそこまで美味しくないです。だって、お口に運ぶときハーブの良いい香りが漂うし、口当たりも優しいし、後味も爽さわやかだし、ものすごく美味しいです」

　……やりやがる。ただの天然だと侮っていたがテクニックもあるじゃないか。最適解を見せられた後の二番手は極端に短くするか長くするかがセオリー。俺は極短バージョンを考えていたけど、今はこっちの方が正解だったか。

　由比川も心なしか険しい目でモコちゃんを見ている。ドラフト外で入団した投手が予想以上に良い球を投げてきた、みたいな顔をしている。

「評判いいみたいですね。ささ、楠くすの木きさんと蜂はち矢やさんも食べてみてくださいな」

　と、椿つばきさんが促す。

　しかし、俺も兄貴もすぐには動けない。三番手は難しい。一、二番手の出来が良かっただけに尚なお更さらだ。ハードル高いぞ、これ……。

　とはいっても、四番手の難易度に比べたらまだマシ。この流れでトリを務めるのだけは絶対に避けたい。

「じゃあ、次こそ俺が。由比川もモコちゃんも大袈裟――」

「ヨーヘー、どけ！」

　腕力で三番手を奪われた。

　兄貴がパスタを食べて、皆みんなの視線が集まる。店内に静けさと妙な緊張感が漂って、

「……う、美う味まい」

　……いやいや。違いますよ、兄貴。

「な、なんだよ！　美味いって言ってんじゃねぇか！」

「しかも逆ギレっすか……」

　ブン殴られた。ブン殴りながら顔を真っ赤にしている兄貴は可愛かわいかった。まあ、これはこれで正解かもな。間まの取り方が完かん璧ぺきな兄貴とかちょっと嫌だし。

「さあ、最後は楠くすの木きさんですね」

「そ、そのようですね……」

　うーん……全力で逃げたい。これもうハードルというか山じゃん。

　しかし、俺オレも男だ。楠木家の嫡ちやく男なんだ。見事に山を越えてみせましょう！

　己を奮い立たせ、パスタを食す。

　そして……

「…………普通だな」

「ちっがーう！」

　由ゆ比い川かわによる叱しつ責せきのセナーンが炸さく裂れつ。飲み込んだ物が軽くリバースした俺の前方に回り込んで胸ぐらを掴つかむ。ガクガクと頭を揺らしてくる。

「そうじゃないでしょ！　セリフのチョイスも間も全然ダメだよ、素人しろうと以下だよ！　もう少し出来る子だと思ってたのに！」

　他の三人も薄ら寒い目で俺を見ている。

「ま、待て！　今のは違う！」

「挙げ句、言い訳とか……そんな子に育てた覚えはないよ！」

「落ち着け。そんな子に育てられた覚えはないし、俺は素直な感想を言っただけだ」

　俺だってボケたかったさ。とびっきりのセリフも用意していたさ。でも、料理の感想が先に出てしまったんだよ。

「今はそういうことやってるんじゃないでしょ！」

「今はそういうことやってるんだろ！」

「……あ」

　ハッと我に返った由比川が手を離す。お前、本気で忘れていたのか……いや、俺も人のこと言えないけどさ、また悪ノリして昨晩の二の舞を演じるのはやめようぜ。

「てことはヨーヘー、冗談抜きで不ま味ずいってことか？」

「モコは美お味いしかったですけど？」

「すいません。この子、舌が超生意気にできてるものですから、よっぽど美味しくないと美味いとは言わないとかなんとか……あとで厳重に注意しておきますね」

　なぜか由ゆ比い川かわが頭を下げる。保護者ネタが気に入ってるらしい。

「生意気でも何でもいい。ヨーヘーは不ま味ずいと思ったんだな？」

「不味くはないです。メニューに加えてもいいレベルだと思います。だけど、名物になるほどではないかな」

「わかった。んじゃ、このパスタは却下だな」

「そんな、洋よう平へいを基準にしなくてもいいじゃないですかっ」

「別にヨーヘーを基準にするつもりはねぇよ。味の好みなんてバラバラだしな。けどよ、店の人間が全員、美う味まいと胸張れるモンじゃなきゃ客に出すのは失礼だろ？　名物がどうとか以前の問題だぜ」

　まったくもって同感です、兄貴。

「まあまあ、まだ一品目ですから焦らずいきましょう」

　と、椿つばきさんが次の料理を運んできた。

　二品目は、ビシソワーズ（ジャガイモの冷製スープ）だ。

「スープはランチタイムのみで、しかもコーンとオニオンの二種類しかありませんけど、これから夏になることですし、冷たいものもよろしいんじゃないでしょうか？」

　なるほど。これもなかなか良いい着眼点だ。ビシソワーズは洋食料理の店に行けばわりと目にするけど、カフェで出しているところは多くないかもしれない。

「じゃ、まずは私が」

　と由比川がスープを一口。

「美お味いしい！　ジャガイモの甘みと独特のコクが口の中に広がって、だけど、決して飲みにくいわけではなく、お腹なかにスーッと溶けていく感じ。これなら何杯でも飲めそう」

　もう笑いは絡めてこず素直な感想。かなりの高評価だ。

　次にモコちゃんが飲む。

「わ～、これ冷やっとして、とろ～んとして、ごっきゅんって感じで美味しいです」

　よくわからんが美味しいらしい。

　続いて兄貴。

「美う味めぇ」

　シンプルですが実に兄貴らしいコメントです。

「どれどれ……」

　と、最後に俺オレ。スープを口の中で転がすように丹念に味わってから、

「………普通だな」

「だーかーら！　今は天てん丼どんとかどうでもいいの！」

　由比川のドーン。久々に額にきた。

「だーかーら違うって！　天丼じゃなくてビシソワーズの感想だ」

「ヨーヘー、これもイマイチか？」

「はい。普通に美お味いしいとは思いますけど、むちゃくちゃ美味しいとは思いません」

　つまり、普通。

「そーか。んじゃ、これも却下だな」

「やっぱり洋よう平へいが基準になってる気がする……」

「由ゆ比い川かわさん、そう焦らずに。お料理はまだまだありますから」

　と、椿つばきさんが由比川を宥なだめつつ、次の料理を運んできた。

　三品目は、冷れい麺めんだ。

「その昔、喫茶店などでよく見かけた『冷やし中華はじめました』の張り紙、いまや都市伝説化してしまったあれをカフェで蘇よみがえらせようという斬ざん新しんな発想です。しかも、ただ復活するだけではありません。韓かん国こく風冷麺となってのリニューアルです！」

　なるほど、とは唸うならない俺オレ。発想は斬新だけど、まったく別の料理になってるじゃん。

椿さんが危ない感じにテンション上がってきてるから言わないけどね。

「じゃ、まずは私が」

　例によって由比川が一番手で冷麺を食べる。

「コシのある麺に酸味の利いたスープがよく合っています。そこにキムチの辛味も加わることによって爽そう快かいな後味になり、手が止まりません。大変美味しゅうございました」

　上々の評価である。それにしてもコメント上う手まいな、コイツ。

　二番手はモコちゃん。

「ずずずーってするとピリッてなるけど、もう一回ずずずーしたくなるです。モコ、これ好きです」

　よくわからないようで意外とわかりやすいのは俺だけかな？　とにかく美味しいらしい。ところでモコちゃん、バジリコパスタの時の冴さえたコメントはどこに消えたの？

　三番手の兄貴が音を立てて麺をすする。

「おーっ、こりゃ美う味めぇ！　焼肉とセットで食いたくなるな」

　兄貴、ご満悦。

「これは期待できそうですね」

　と、最後に俺。麺にしっかりとスープを絡ませ、キムチと一緒にいただく。

「………普通だな」

「洋ようちゃん、しつこいです」

　モコちゃんに怒られた……。俺がよく「空気読めない」と言われるのはこういうところなのか？　だけど、空気を読んで嘘うその感想を言っても仕方ないしなぁ。

「何度も言いますが、決して不ま味ずくはないんです。でも、コーヒーや紅茶と死ぬほど合わないでしょ、これ」

「それならウーロン茶とかとセットにすればいいじゃん」と由ゆ比い川かわ。

「それなら専門店に行った方がいいだろ」

「ぐっ……洋よう平へいのくせに真っ当なことを……」

「まあまあ、由比川さん、そう怒らずに。次は私の一押しの料理です。きっと楠くすの木きさんも美お味いしいと言ってくださるわ」

　そう言って、椿つばきさんが四品目を運んできた。

　その料理とは……

「ご飯……だけですか？」

　試食係四人の前に一つずつ運ばれたのは、茶ちや碗わんに入った炊きたての白米だけである。

「いいえ。まだあります」

　と、椿さんが茶碗の横に生玉子の入った器を置いた。

「日本人なら誰だれもが愛する、玉子かけご飯。最近では専用のお醤しよう油ゆが販売されるなどしてブームになっている通称ＴＫＧです。もうこれ以上の説明は不要でしょう。さあ、存分にご賞味あれ！」

　椿さんがまるで闘牛士のように手を振って促すと、由比川とモコちゃんが玉子を割って溶きはじめた。溶いた玉子をご飯の上にドバーッとかけ、口に流し込む。

「うん。間違いないですね。これ無敵ですよね」

「モコ、お家うちで食べるときはかつおぶしとか煮干しを粉々にしてかけたりします」

「わ～、それも美味しそう。今、色んなＴＫＧがありますよね～」

　椿さんの一押しなだけあって好反応である。

　二人にやや遅れて、俺オレと兄貴も食べた。

「うおっ、美う味めぇな。なんだコレ、マジ美味ぇな！」

　と、兄貴もかなりお気に召したご様子。

　そして、俺も遂ついに、

「ぬあっ！　んん美う味まっ！　な、何だこれは!?　ほんの少し醤油を垂らした玉子をご飯にかけただけなのに何なんだこの美味さ!?　こんなものは五つ星レストランにだって置いてないですよ！」

　実は人生初ＴＫＧでした。

「いや～、ここまで妥協せずに普通と言い続けて良かった。おかげで巡めぐり逢あえましたね、至高の一品に。さあ、次は値段設定に議題を変えましょう。この美味さ、俺は一万円でも安いぐらい――」

「洋平、ストップ」

　由比川がセナーンでもドーンでもなく言葉だけで遮ってきた。

「何だよ？」

「まあ、洋よう平へいはそうかもしれないって予想してたんだけどさ、まさかアキラさんも初めて食べたんですか？」

「えっ？　いや、オレは……んだよ、初めてで悪わりぃのかよっ！」

「わ、悪くないですけど、二人みたいに驚く人はごく少数だと思いますよ。どっかのバカボンが一万円でも安いとかバカボンなこと言ってますけど、玉子とご飯があればつくれる料理をわざわざカフェに来てまで食べる人も少ないと思います。ということで却下です」

　自分の五つ星評価が却下されるのは、けっこう辛つらいな。そうか、今までみんなはこんな気分だったのか。俺オレも「普通」とかじゃなく別の言い方があったかもしれないな。

　でもさ、由ゆ比い川かわ。

「食う前に言え！」

「バカボンって俺のことか！」

　兄貴と俺が同時に怒鳴った。あぁ、ツッコミどころ間違えた……。

「まあまあ、蜂はち矢やさんもバカボンさんも怒らないでくださいな。由比川さんのおっしゃるとおりですわ。目新しさや意外性ばかりを考えていてはいけませんよね。でも、次は味で勝負しますから、ご安心ください」

　椿つばきさんが五品目の料理を運んでくる。続々と増えていく俺の呼び名に関してはもう何も言うまい。

　次の料理は単品ではなく複数あった。品目は、ご飯、みそ汁、肉じゃが、豚のしょうが焼き、筑ちく前ぜん煮に、香こうの物もの。これらが一つの盆に乗せられている。

「美お味いしい料理とは何か？　その問いを突き詰めていくと『お袋の味』という答えに辿たどり着つきます。辿り着くんです。親元を離れて初めてわかる母の偉大さ、愛情、そして、味。

日々の忙しさに追われて食事が空腹を満たすためだけの作業になってしまっている方に、少しでも故郷を思い出していただけたら……そんな願いを込めて『お袋の味定食』でございます！　母の温ぬくもりをご堪たん能のうください！」

　もう順番など意識せず、皆みんなが一斉に箸はしをつけた。

「美味しい。なんだか、この味を待っていたって感じです。目新しさや意外性はないけど懐なつかしくて、優しくて……あれ？　おかしいな、私バリバリの実家暮らしなのにちょっと泣けてきた……」

「これ、モコのママの味にそっくりです。いなくなったママを思い出します。モコのママ家にいますけど」

「おい、この筑前煮ってやつ美う味めぇな。初めて食っ……ま、毎日食ってるけど美味ぇな」

「これも普通ですね。でも、この普通さが逆に良いいんでしょうね。俺は、母さんの手料理なんて食べたことがないけれど、今度お願いしてみようかなぁ。家の味、母の味、それを舌に記憶させて、自分の子供にも伝えていくべきですよねぇ……」

　それぞれが感想を述べ、店内が穏やかな空気に包まれる。

　優しい気持ちにずっと浸っていたくなるような不思議な静けさの中、俺オレは二秒弱の間まをあけてから声を張った。

「目新しさゼロすぎ！　たしかにカフェにはないでしょうけど、だったら定食屋に行けばよくね？　てゆーか、この意見これで何回目？　もっとこう、カフェっぽいメニューで、だけど他のカフェにはなくて、しかも普通じゃない美う味まさの料理でなければ名物には認定できませんよ！」

　それから、みんな小ボケ挟みすぎ。俺一人じゃ拾いきれないよ。

「チッ……た、たしかにそうですわね。楠くすの木きさんのおっしゃるとおりだわ。でも、今度の今度こそ、ご要望に添えると思います」

　椿つばきさんが次の料理を運んできた。限りなく舌打ちっぽい音が聞こえたけど空そら耳みみだと思い込むことにする。

　六品目は、ジェラートだった。白と茶色の中間ぐらいの、ベージュよりもやや濃い色をしている。

　これは一体、何のジェラートだろう？

「『山の幸をふんだんに使ったジェラート』、です。とにかく食べてみてください。あまりの美お味いしさに頬ほおがガタ落ちすること間違いありません」

「ほう……」

　と、大きく唸うなる俺。デザートは「カフェっぽさ」という条件をクリアしている。そしてその名前から「目新しさ」の条件もクリア。こんなデザートは俺も聞いたことがない。

　これで肝心の味が条件を満たしていれば即刻、名物メニュー認定になる。

　皆みんなも初めて聞く料理名にやや戸惑いながら、ジェラートを口に運んだ。

　瞬間、舌から放たれた稲妻が体中を駆け巡めぐった。

「うわあっ！　超美味しいっ！」

「モコ、これ大好きでっす！」

「おおっ、こりゃスゲェ！」

「美味い！　ちっとも普通じゃない！」

　由ゆ比い川かわが上じよう手ずなコメントを忘れるほどの美味さ。俺もこんなに美味いデザートを食べたのは生まれて初めてだ。いや、今まで食べた物の中でも一、二を争うレベルだ。

「あぁ、よかったわ。みなさんに満足していただけたようで」

　椿さんが安あん堵どの息をついて微笑ほほえむ。途中、何度か危険な状態になっていたけど、やっと普段どおりの聖母スマイルになってくれた。

　その微笑みをキッと引き締めて、

「これで決定、ということでよろしいですか？」

　いまだに美お味いしさの衝撃が抜けきっていないからか、全員が無言で頷うなずいた。満場一致で可決。俺オレも異論はない。

「それでは引き続き、お値段設定について話し合いましょう。この『山の幸をふんだんに使ったジェラート』は松まつ茸たけや白トリュフ黒トリュフを大量に使用して――」

「椿つばきさん、ストーップ」

　由ゆ比い川かわが遮って、俺を見る。目で「続きはお前が言え」と言っている。嫌な役目を押しつけてくるなあ。でもまあ、それも後輩の仕事か。

「あら？　なにかしら？」

　と、小首を傾かしげる椿さん。俺は深呼吸をしてから彼女に告げた。

「大却下です」

「ええっ!?　ど、どうして？」

　やっぱり正常な状態じゃなかったか……。

「このジェラートのコストを考えると、利益を生もうとしたら相当な値段にしなきゃいけないですよね？　一万円越えちゃうのかな？　こんなこと自分で言いたくないですけど、そんなものは俺ぐらいのバカボンしか買いませんよ？」

「……あ」

　椿さんは理解してくれたが、そんな自分を否定するかのように首を横に振って、

「だ、だったら楠くすの木きさんが全部買えばいいんだわっ」

「自分の時給を上げるために自腹切ってジェラート大人買いしてどうするんですか」

「ううっ……つ、次こそは完全無欠のお料理で――」

「椿さん」

「んもう、何ですかっ！」

　俺は二秒弱の理想的な間まをあけてから、努めて冷静に告げた。

「お腹なかいっぱいです」

　由比川とモコちゃんと兄貴が無言で頷く。正直、冷れい麺めんの時点で満腹だった。

　椿さんは悔しそうに唇を噛かんでいたが、やがて観念したらしく、

「では……解散！」

　第二回売り上げＵＰ作戦会議、終了。

　新メニュー開発案、保留。



　今日の収穫

　玉子かけご飯、美う味ますぎ。

　厨ちゆう房ぼうの中の人がつくる料理も、かなり美味い。



　店を出て、帰りの道中、瑠る雨うにメールをした。前のメールがメールなだけにフランクな文章にしてみた。



　件名　Ｒｅ：‥とりあえず

　ＴＫＧって何か知ってる（笑）？



　返事はすぐに返ってきた。



　件名　玉子かけご飯

　誰だれが何を脱いだのか具体的に言ってください。



　タイトルしか変わっていないメールに返信はできなかった。



    

  
    
      


　月曜日　疑惑





　週の始まり月曜日。学校が終わってから由ゆ比い川かわと一緒にハーヴェストへ来ると、

「はふあぁぁぁ………」

　椿つばきさんが昨日と同じように深く切ないため息を吐つきながらカウンター内に立っていた。虚うつろな目で天井を見つめ、手には皿と拭ふきタオルを持っているけど、皿は拭いていない。ようするに、仕事をしていない。

「ねぇ、椿ちゃん一体どうしたの？　何かあったの？」

　と、心配そうにレイチェル。

「いやぁ、俺オレにもさっぱり……」

　ため息の理由はなんとなく予想できるけど、売り上げアップ作戦はレイチェルには内緒なので、ここはとぼける。

「アンタ、変なことしたんじゃないでしょうね？」

「してませんよ」

「……あっそ。まあいいわ。菜な月つき、あとのことヨロシクね」

　いつもなら椿つばきさんに言うことを由ゆ比い川かわに言って、レイチェルはバーに向かった。

　俺オレと由比川がスタッフルームで順番に着替えを済ませ、店内に戻っても、椿さんはまだ天井を見つめていた。

　恐る恐る声をかけてみる。

「椿さん？」

「はぁ……」

「椿さ～ん？」

「ふぅ……」

「……コロナちゃん？」

「あら、楠くすの木きさん。おはようございます」

　もしかして、わざとやって……いる様子でもないな。これはかなり危ないな……。

「どうしたんですか？　元気ないじゃないですか」

「……いえ、私ってつくづくバイトリーダーに向いていないなと思いましてね……」

　やはりこれがネガモードの原因か。

「昨日もみなさんをまとめることができなかったでしょ？　バイトリーダーのくせに」

「そんなことないですよ。全員、一致団結していました」

「嘘うそ。それは嘘です。気を遣わないでください。優しさが痛いです。だって、団結していなかったもん。みんな明後日の方向をガン見して……うはあぁぁ……」

　いや～、話が通じないね。ネガ椿は妙なところで異常に頑固だから、ある意味ダーク椿よりも厄やつ介かいだ。

「私みたいな役立たず、楠木さんはお嫌いでしょ？　顔を見るのも嫌になったでしょ？」

「いい加減にしてください、俺が椿さんを嫌うわけないじゃないですか！」

　つい怒鳴ってしまった。落ち込む気持ちもわかるけど、卑屈になりすぎるのはよくない。

「……本当に？　椿のこと嫌ってない？」

「本当です。みんなも椿さんを変わらず慕っていますから、元気出してください」

「………慕ってる……初めて会った日からずっと変わらず………えへっ」

　ネガモード特有の呟つぶやき。まるで聞き取れないけど、最後に子供みたいな愛らしい笑みを浮かべたから機嫌はなおったのかな？　そういうことにしておこう。

　ここで、俺はふと思い出した。

「そういえば椿さん、厨ちゆう房ぼうの中の人と会ったんですか？」

「いいえ。書面のやりとりで打ち合わせをしていましたから」

　昨日、椿さんは俺たちよりも先に新メニュー候補の試食をしていたので、謎に包まれた厨房の中の人と対面したのではと思ったけど、依然、謎のままか。

「しかしまあ、俺オレは昨日初めて食べましたが、ウチの料理はなかなかのものですね。特にあのジェラートは絶品だったなぁ」

「楠くすの木きさんは、お料理の出来る女性がお好みですか？」

「そういうのはあまり考えたことないですね」

「考えてみてください。お料理の出来る女性と出来ない女性、どちらがお好みですか？」

「そりゃまあ、出来る方がいいんじゃないですか」

「えっ……」

　パリーン！　と音を立てて皿が割れた。椿つばきさんが持っていた皿を落としたのだ。なぜか愕がく然ぜんとした表情をしている。せっかく元に戻ったのにまたネガモード突入だ。

　……俺、何か変なこと言ったか？

「お、おお料理上じよう手ずは、ひ、ひひ、必ひつ須す条件でしょうか……？」

「それなりに出来ればいいと思いますけど……」

　と答えると、椿さんが瞬間的に笑顔を取り戻して、

「玉子かけご飯とか？」

「いや、それは俺でもつくれるので……」

「えっ……」

　椿さんがまた愕然として皿を落とす。

「ええっ？　椿さん、どうしたんですか？」

「……どうしよぅ……玉子……しかできな……」

　椿さんがネガツイートを繰り出した。落とした皿の片付けはしようとしない。よくわからないが、俺一人の手に負えそうにないので、

「ゆ、由ゆ比い川かわは？　料理とかするのか？」

　と助けを求めた。カウンター席に座り、何やら難しい顔でノートパソコンを睨にらんでいた由比川がこちらを見る。

「私は……毎日お弁当を自分でつくってるけど」

「おお、あれ由比川の手作りだったのか」

「そう。毎日毎日、誰だれかさんに普通って言われてるアレね」

「だから、あれは俺なりの褒め言葉――」

　パリーン。また皿が割れた。

「ちょ、椿さん!?　何で皿を落とすんですか!?」

「……毎日手作り……まるで………新婚！」

　呟つぶやきながら、細めた目でジィーッと由比川を見つめる。足下に散らばった皿の破片には見向きもしない。これはもうそっとしておいた方がよさそうだ。

　由比川もどこか気まずそうにまたパソコン画面へと視線を戻した。

「さっきから何を見ているんだ？」

「ん？　ちょっとデータを集めてるの」

「データって？」

「まだ週末の分しかないけど、何が売れたかとか、お客さんの性別とか年齢とか、そんな感じ。会議の役に立つかもと思ってさ」

「へぇ……」

「……なに？　そんなことよりもアイディアを出せとか思ってるんでしょ？」

　コイツもたまには俺オレの考えを読み違えるようだ。

「違うよ。賢いなと感心していたんだ」

「……それならいいけど。いや、よくない。なんで上から目線なのよ、後輩のくせに」

　しっかりとダメ出しをしながら、キーボードを叩たたく由ゆ比い川かわ。

「それで、役に立ちそうな情報はあったのか？」

「まだない。けど、ちょっと気になることはある」

「気になること？」

「うん。これ見て」

　由比川がパソコン画面をこちらに向けてきた。

「こっちが土曜日の売り上げで、こっちが日曜日の分ね。で、これがお客さんの人数」

「ふむふ……む？」

「ね？　変でしょ？」

「……たしかに」

　画面に記されてある数字に、俺も違和感を覚えた。

　一日の総売上を来店した人数で割ると「客単価」が出る。一人の客が何円支払ったかを平均した数字だ。

　この客単価がわかると、店の売り上げも予想がつく。たとえば客単価が１００円の店に一日１００人が来店するとしたら、一ヶ月の売り上げは「１００円×１００人×30日＝30万円」という具合だ。

　当然、客単価は店によって異なるのだが、カフェの場合は大体「コーヒー１・３杯分」ぐらいだとされている。

　余談ながら、カフェは他の業種に比べて客単価が低い。せいぜい数百円である。なので客数と回転率を高めないと儲もうけが出せない。しかし、店のキャパは限られており、カフェではゆっくりしたいという客心理があるから容易ではない。だから、賑にぎわっているように見える店でも、実は、売り上げはさほどの金額じゃなかったりする。このあたりがカフェ経営の難しさだ。もっとも、厳密には粗あら利り率りつなども含めて計算しないといけないのだが、長くなるので割かつ愛あい。

　話を戻す。

　俺オレと由ゆ比い川かわが違和感を覚えたのは、ウチの店の客単価が意外にも高かったからだ。計算すると「コーヒー１・６杯分」になった。これはつまり、メイン商品のコーヒー以外――フードやデザートが売れているということだ。非常に喜ばしく、ありがたい話である。

　だけど。

「これでなぜ赤字になるんだ？」

「私もそこが引っ掛かるんだよねぇ」

　考えられる理由としては、

「まだデータが少ないんだろう。二日分で判断するのは早い」

　しかも、客入りが多い週末のデータだ。良いい時だけの統計だ。平日は客数も少なくなるから、必然的に客単価も低くなる。

　現に、今も客がいない。椿つばきさんが皿を割っても、俺と由比川がパソコンを眺めていても怒る客が一人もいない。この調子だと客単価はかなり低くなるだろう。

「あと、必要経費はおおよその数字なんだよね。もしかしたら、それが予想以上に高いのかも」

「それも考えられるな。まあ、もう少し様子を見てみよう」

「そだね」

「……ところで由比川」

「さんを付けろ」

「お前、視力悪いのか？」

　由比川は今、メガネをかけている。

「ああ、これは本とかパソコンを見るときだけ。そこまで悪くないよ。コンタクトにするほどでもないからさ」

「へぇ……」

「……なに？　どうせ似合わないとか思ってるんでしょ？」

　由比川がまた読み違えた。

　俺が単純なだけなのかもしれないけど、メガネをかけた由比川は、普段の子供っぽさが消えて別人みたいだ。知的で、少し大人っぽくて、ようするに……

「すごく似合っているぞ」

「……そ、そう？　洋よう平へいに褒められても嬉うれしくないけど、一応、あ、ありがと」

　パリーンパリーン。皿が二枚割れた。

「……どうしよぅ……私、両目………２・０………」

「どうしようじゃなくて、どうしたんですか椿さん!?　なぜ二枚？　あきらかに二枚目は故意ですよね!?」

「……新属性……ロリの木……ガネ平へい！」

　聞いちゃいねえな。

「おい由ゆ比い川かわ、メガネを外せ。多分それが原因だ」

「はあ!?　ヤだよ、私これがないと前が見えないもんっ！」

「そこまで悪くないって言って――ああっ、椿つばきさん!?　何で割るの!?　今思いっきり叩たたきつけてませんでしたか!?」

　この後、皿は割らなくなったけど、椿さんは閉店までボーッとしていた。

　由比川もずっとデータの収集と分析に勤いそしんでいた。メガネは掛けたままで。

　幸か不幸か、終日客が少なかったので俺オレ一人でも対応できたけど、椿＆由比川の最安定コンビとは思えない一日だった。



　そして、閉店後――。

　さすがに休みの人を（しかも平日の夜に）集めるわけにもいかないので、本日は会議はナシ。椿さんはお疲れさまも言わずにそそくさと帰ってしまい、そんな彼女と入れ替わるようにして、

「あら？　椿ちゃん、もう帰っちゃった？」

　と、レイチェルが店に入って来た。バーを抜けてこちらに戻って来たと言うべきか。



    

  
    
      



    

  
    
      「はい。なにか用でもあったんですか？」とは由ゆ比い川かわ。

「ちょっと大事な話があってね」

「電話して戻って来てもらいましょうか？」

「いや、洋よう平へいがいるならいいわ」

　言われてピンときた。話というのは例の時給２円問題、ひいては店の経営状態についてだろう。バイトリーダーの椿つばきさんを交えて真剣な話し合いをするつもりだったのだろう。

　由比川もそうだと判断したらしく、

「あ、じゃあ、私は帰ります。洋平、また明日ね」

　と気配りをしたが、レイチェルが引き止めた。

「菜な月つきも残って。アンタにも関係あるから」

　そんなわけで、俺オレと由比川とレイチェルはテーブル席に移動した。

　内容が予想できるだけに並んで座っている俺と由比川から話しかけるわけにもいかず、

レイチェルも申し訳ないと思っているのか、俺たちと目を合わさず、重たい沈黙が続く。

　ややあって、レイチェルから切り出した。

「洋平、アンタ………ロリコンなの？」

「はいぃ!?」

「やっぱりそうなのね」

「ち、違います。聞き直しているんです。認めたんじゃありません」

「隠さなくてもいいわよ。色々聞いたから」

「誰だれにですか？　何をですか？　というか、本当に違いますから！　色々言われていますけど、俺はロリコンなんかじゃありません。由比川、お前からも言ってくれ」

「………」

「……ん？」

　どんなお題でも即座に切り返すテンポの良さが売りの由比川なのに、返しの言葉が聞こえてこない。横目で見ると、気まずそうな顔で俯うつむいていた。

「……おい、どうした？　何で黙ってるんだ？」

「ごめん。フォローできない」

「なっ、お前までそんなことを言うのか!?」

「私の体操服姿にヒャッハしてたじゃん。アキラさんにブルマお願いしてたじゃん」

「………」

　火のないところに煙は立たないようです。

「あ、あれはほら、その場のノリというかウケ狙ねらいというか……お前ならわかるだろ？」

「ごめん。私、ノリとか考えたことないから」

「何よりも重視するくせに！」

「もういいわ。洋よう平へい、アンタも男なら潔く認めなさい」

「違いますって！　信じてくださいよ！　それに、こんなことよりも大事な話が――」

「こんなことじゃないでしょ！」

　バン、とテーブルを叩たたき、レイチェルが声を荒らげた。

「甥おいっ子こが歪ゆがんだ性癖の持ち主だとわかって看過なんてできないわよ！」

「だから歪んでませんってば！」

　てゆーか、歪みうんぬんをアンタには言われたくないぞ。

「ワタシたちみたいなのは犯罪じゃないけど、ロリコンは立派な犯罪なのよ？」

「罪を犯さない限りは犯罪じゃないでしょう。趣味嗜し好こうは本人の自由です」

「………重傷ね」

「あ、いや、今のは一般論というか……とにかく俺オレは歪んでません！」

「犯罪者はみんなそう言うのよ」

「話の通じない人だなあっ！」

　おじさん相手に失礼だけど、つい言葉遣いが汚くなってしまった。

「そこまで言うならワタシが判断してあげる。いくつか質問するから正直に答えて」

「……わかりました」

　馬ば鹿からしいけど妙な疑いをかけられるのも嫌なので付き合うことにした。

「じゃあ、いくわよ……」



　問１

　今ここに20歳の菜な月つきと10歳のレイチェルがいます。

　あなたの好みはどちらですか？



「……何ですか、このアホ極まりない質問は？」

「いいから答えなさい」

「そりゃ由ゆ比い川かわですよ」

　本人の前で答えるのは恥ずかしいけど、この二択なら由比川だ。

「実年齢じゃなくて見た目重視パターンね……」

「ちょっと待ってください、なんちゅう分析の仕方をしてるんですか……そして由比川、なぜ微妙に離れていくんだよ、そこもう隣のテーブルだぞ？」

「一応、念のため、用心にこしたことはないから」

「そんなに信用できないか……」

「はい次～」



　問２

　今ここにスーツ姿の菜な月つきとランドセルを背し負よったレイチェルがいます。

　あなたの好みはどちらですか？



「すいません。後半部分を想像するのが嫌すぎるのでしなくてもいいですか？」

「しなさい。そして答えなさい」

「由ゆ比い川かわですよ。由比川ですけど――」

「あくまで身体的特徴にこだわるのね。体が目的なのね……」

「おい！　危険な表現をやめろ！」

　もう失礼だとも思わず怒鳴ったがレイチェルは取り合ってくれない。

「それから由比川、何で携帯電話を握りしめているんだよ？　ディスプレイに表示された１１０の数字は何なんだよ？」

「深い意味はないから気にしないで」

「……お前ちょっと面白がってるだろ？」

「オーナー、次の質問ど～ぞ～」

「はいよ～」



　問３

　ご存じのとおり幼児体型の菜月と、身長だけ菜月と同じになって豊満なボディは健在の

レイチェルがいます。

　あなたはどちらにイタズラしますか？　もしくは、どちらを誘拐しますか？



「するかああ！　これもう完全に何かを断定した上での質問じゃないですか！　でもって設定が根本的におかしいでしょ！　何で毎回おじさんが登場するんですか！」

「おじさんって言うな！」

　頬ほおを殴られた。ゲンコツで。

「えぇー………俺オレは犯罪者呼ばわりされてるのに……？」

「本当のことじゃない」

「レイチェルが俺の叔お父じであることも――」

「本気で怒るわよ？」

「……す、すいません」

「オーナー、私が幼児体型っていうのは言いすぎじゃないでしょうか？」

「本当のことじゃない」「本当のことだろ」

　隣のテーブルからワンステップで脇腹にドーン。

「そういうこと言うから疑われるんでしょ！　わ、私だってそれなりに……あーもう！」

「す、すまん。でも、お前、ワキバラーンは……これセナーンよりすごいわ……」

「洋よう平へい、悶もん絶ぜつしてないでさっさと答えなさい」

　悶絶ぐらいさせてくれよ。

「イタズラも誘拐も絶対にしませんけど、どちらが好みかなら由ゆ比い川かわです」

「アンタよっぽど菜な月つき的な子が好きなのねぇ」

「菜月的な子の意味はよくわかりませんが、この二択も由比川に決まってますよ」

　二択の内の一人は同性だからな。豊満ボディの美人だけど男だからな。

「次いくわよ」

「まだあるんですか……どうせならもう少しまともな質問にしてください」

「おっけー」



　問４

　ご存じのとおり抜群のプロポーションを誇るレイチェルと、身長・スタイル共に幼児化したレイチェルがいます。

　あなたはどちらに興奮しますか？



「だからどっちも男だろおおお！」

「今はもう身も心も女よ！」

「そんな流動的な性別をした三親等の人で統一されたら選べるわけないでしょ！」

「血縁関係は今は無視して、一人の女性として想像しなさい。そして答えなさい」

「そんなの無理です。今さらレイチェルを女性としては見られ――」

「ほい」

　突然、レイチェルが着ているブラウスの胸元を摘つまみ、ぐいっと下に引っ張った。黒色の下着と、それに収まりきらないほどの豊満な胸の谷間が露見する。

「うがあっ！」

　俺オレは椅い子すごと後ろにひっくり返った。床で後頭部を強打。どうせなら記憶がなくなってくれたら良かったのに、おじさんの艶あで姿すがたが網膜にこびり付いて消えてくれない。現時点で確実にトラウマになるとわかる。

「ま～、可愛かわいい反応だこと。体は正直ね。ワタシを女として見ている証拠ね。素直にそうおっしゃい」

　俺のリアクションを勘違いしたレイチェルが勝ち誇ったように言う。

「違っ、そうじゃ、目が腐……ちくしょう、何なんだこの仕打ちは……」

　むせび泣く俺に由比川が近づいて来て、ぽむと肩を叩たたいた。

「さすがに同情するよ」

「何が悲しいって、ショックとラッキーが８：‥２ぐらいなことだ。自分に絶望した……」

「男の子って大変なんだね……」

「で、どっちなの？」

　服をただし、何事もなかったかのようにレイチェル。

　俺オレも椅い子すに座りなおして答えた。

「抜群のプロポーションのレイチェルですよ。ええ、興奮しましたけどそれが何か？」

「ずいぶんやけっぱちな言い草ね」

「やけにもなりますよ。なんせ８：‥２ですからね、２の部分がもうね……」

「ワタシの下着を見て興奮するのは男なら当たり前のことでしょ」

　俺だって実のおじさんじゃなけりゃ素直に喜んでるよ。

「てゆーか、アンタ意外と普通ねぇ。ロリっ気どころか、歪ゆがみすらないじゃない」

　これまで嬉き々きとして俺を苛いじめていた（ようにしか見えない）レイチェルが長い髪をかきあげ、わずかに眉まゆを寄せる。

「最初からそう言ってるじゃないですか」

「でも、もっとひどい話も聞いてたから」

「ひどい話？」

「椿つばきちゃんの着替えを覗のぞいたりモコのパンツを持ってたりアキラにセクハラまがいのことしたんでしょ？」

「………」

　……俺、けっこうひどいことしてるね。こうして並べると立派な犯罪者だね。由ゆ比い川かわがいよいよ通報しようとしてるけど放ほうっておくね。コイツ、絶対に面白がってるよね。

「そ、それは嘘うそではないですけど事実でもないというか、すべてはアクシデントというかラッキーイベントというか……とにかく故意ではないです。これは本当です」

「わかってる。アンタにそんな大胆なことをする度胸はないだろうからね」

　複雑な評価だけど今は良しとしよう。

「じゃ、次いくわよ」

「え？　もう疑いは晴れたんじゃないんですか？」

「まだ聞きたいことがあるのよ」



　問５

　金髪碧へき眼がんの女の子はどうですか？



　……よし。一つずつ順番に片付けていこうか。

「どうですかって何ですか？　邦ほうと洋ようならどっちってことですか？　音楽とか映画のことじゃなくてね的なアレですか？　洋よう平へいだけに洋だろって感じですか？」

「ごちゃごちゃうっさいわね。さっさと答えなさい。どうなのよ？」

「どうなのと言われても……」

　返答に困り、小声で由ゆ比い川かわに救いを求めた。

「おい、いつまで休んでるんだ。そろそろツッコミの仕事に戻れ」

「そんなの私の仕事じゃないもん！」

「だとしても、俺オレには無理だ。由比川がビシッと仕切ってくれ」

「私にもムリ。あ、関係ないけどさ、さっきの洋平だけに～ってのはイマイチだったね。正直スベってたね」

「はあ!?　ぜ、全然スベってないし！　普通にウケてたし！」

　って、そんなことはどうでもいいし。

「とにかくフォローなりツッコミなりしてくれ！」

「素直に答えればいいじゃん」

　どうやら由比川の救いは期待できそうにないので、素直に答えることにした。

「どうとも思いません」

「ホントに？　菜な月つき的な子が金髪でもウズウズしない？」

「絶対にしません」

「あっそ。じゃあ次ね」



　問６

　メガネに特別な感情を抱いだきますか？



「………くどい」

「何よその呆あきれきった半笑いは！」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしくて笑えてきたんです。俺の歪ゆがんだ部分を見つけるまで質問を続けるつもりですか？」

「ワタシだってこんなこと聞きたくないけど心配なのよ」

「だから俺は歪んでないと何度も――」

「そうじゃなくて」

　と、レイチェルは真まっ直すぐに俺を見み据すえ、

「アンタがどんな趣味をしていようが構わないわよ。どうだっていいわよ。ウチで働いてなければね。でも、ウチで働いていて、アンタの他にも若い女の子を預かっている以上はワタシにも責任ってもんがあるのよ」

　とんでもなく遠回りしたが、レイチェルの真意が伝わった。

　たしかに、これは大事な話だ。

　ラブい関係になってみせる――と父さんに軽々しく宣言してしまったが、従業員間での

ラブい展開は、経営者にとってはあまり喜べる話ではない。喜んでやりたいが、喜べない問題に発展する場合が多々ある。そんな理由から社内恋愛を禁じる会社も最近では少なくないらしい。

　今までデリケートなこの話題にレイチェルが触れてこなかったのは、俺オレを信用していてくれたからだろう。

　それなのに、俺ときたら疑わしい行動のオンパレード。故意かどうかはどうでもよく、そういう報告なり苦情なりが耳に入る時点で問題だ。

　俺は背筋を伸ばし、姿勢を正した。呆あきれかえった半笑いなんてしてる場合じゃない。

「安心してください……とは、言いません。言えません。ウチの女性スタッフは、みんな魅力的な人ですからね、俺が誰だれかに恋をする可能性はものすごく高いと思います。でも、もし誰かを好きになっても変な真ま似ねは絶対にしません。それだけは約束します」

「……ん。わかった」

　と、レイチェルはうっかり見み惚ほれてしまいそうな笑顔で頷うなずき、俺をもう一度、信用してくれた。

「では、そろそろ帰ります」

　そう言って席を立つ。由ゆ比い川かわも立ち上がった。色々と疑われてどうなることかと思ったけど、今は爽さわやかな気分だ。終わりよければすべて良し。時給問題についてはまた明日にでも話をしよう。

「待って。まだ聞きたいことがあるのよ」

「まだあるんですか？　今ものすごくいい感じで終われそうだったのに……」

「ワタシもそう思ったんだけど、最後に一つ、どうしても聞いておかなきゃならないことがあるの。とにかく座って」

「……わかりました」



　問７

　料理上じよう手ずな女の子と、そうではない女の子。

　どちらが好みですか？



「……えーっと、なんというか、すごく普通の質問にかえって戸惑っています」

　しかもこれ椿つばきさんからも訊きかれたぞ。こういうのが流は行やっているのか？　それとも心理テストみたいなものなのか？

「どっち？」

「そりゃまあ、料理上じよう手ずな方がいいですけど」

「そう。そうなんだ……」

　レイチェルが悩ましげに眉まゆをひそめる。

「何ですか？　俺オレの答え、そんなに問題がありますか？」

「問題はないんだけど、あるといえばあるというか……」

「ん？」

　話の流れが読めずにいる俺の隣で、由ゆ比い川かわが、

「あ」

　と小さく言った。何かに気づいたらしい。

「察しがいいわね、菜な月つき」

「いや、これまでの話の流れを考えたら誰だれでもわかりますよ」

「んん？」

　俺まだ全然わからないんですけど？

「アンタは鈍いわねぇ。ま、ここまできて教えないのも悪いから、紹介してあげる」

「紹介？」

　本当は椿つばきちゃんに最初に会わせたかったんだけど、と言ってから、

「出てらっしゃい」

　レイチェルが厨ちゆう房ぼうの壁に向かって呼びかけた。

　俺と由比川は食い入るように壁を見つめたが、何も反応はなく、俺たちの注意の外から反応があった。

　ドアベルが鳴り、店内に一人の女性が入って来た。

　そして、その女性を見た瞬間、俺も由比川も目を見開き、言葉を失ってしまった。

　それほど驚異的な美少女だったのだ。

　セミロングの髪は黄金色で、瞳ひとみは透き通るようなコバルトブルー。

　小さな顔に、シャープな輪郭、高く筋の通った鼻。顔の系統は椿さんに近いものがある。可愛かわいいよりも美しいという形容詞が相応ふさわしい。

　大きくて垂れ気味の目と睫まつ毛げの多さは、モコちゃんに似ている。

　煌きらびやかな金髪は、兄貴の金メッシュを全体的に広げた感じ。

　俺の肩にも届きそうにない低い背丈とアレな体型は由比川とウリ二つ。

　誰にも似ていないのは掛けているチタンフレームのメガネで、ギリシャ彫刻さながらに整った顔に愛あい嬌きようと親しみやすさを付け加えている。

　謎のベールに包まれていた厨房の中の人の正体は、ウチの店が誇る美人スタッフたちのパーツを合わせ持った最強ハイブリッドだった。

　しかし、彼女はその美しい顔を俯うつむいて隠しながらレイチェルの隣に座り、ピタリと寄り添ってさらに顔を隠す。

　その姿が、

「「かわいい～」」

　言葉を思い出した俺オレと由ゆ比い川かわが恍こう惚こつとした表情で声を揃そろえる。

　見み惚ほれるとか目を奪われるといった表現でも足りない。

　あまりの可愛かわいさに魂を抜き取られそうになる。半分以上、取られている。

　由比川に初めて会った時も俺は絶句したが、正直言って、衝撃はあの時の比じゃない。

「色々と変なこと聞いて悪かったわね。でも、これでわかったでしょ？」

　と、レイチェルが謝ってきた。俺はカクカクと首を縦に振る。

　これまでの妙な質問も彼女の容姿を見れば、すべてに合が点てんがいく。

　レイチェルが危き惧ぐしていたのは従業員同士のラブい展開だけではなく、むしろ俺と彼女のことだろう。

　俺が本当にロリコンで、洋ようと邦ほうなら洋で、メガネフェチで料理上じよう手ずな女の子にウズウズする体質だったなら、こんなに危険なことはない。

　そして、俺をそういう人間だと思っていた彼女がレイチェルに不安を訴えたのだろう。俺の悪あく行ぎよう（？）を見開きしていれば至極当然のことだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「五十嵐いがらし小こ鳥とり。ウチのシェフよ」

　とレイチェルが紹介しても、小鳥さんは身を縮め、さらに顔を隠す。

　彼女の不安を取り除かなければならない。身の潔白と安全を証明しなければならない。

　俺オレは、おっほん、と大きな咳せき払ばらいをしてから、自己紹介をした。

「初めまして、楠くすの木き洋よう平へいです。太平洋の洋に太平洋の平で洋平です。最近、ごく一部からロリ平へいなどと呼ばれていますが、決してそのような人間ではありませんので、ご安心ください。今後ともよろしくお願いします」

　最後に、紳士的に手を差し出す。

　小鳥さんはさらに身を縮めたが、大丈夫よとばかりにレイチェルが頷うなずいたのを見てから恐る恐る手を出してくれた。

　そして、健全で平和な握手を交わす――直前。

　ぱん、と手を払われた。

「……え？」

　と戸惑う俺に、小鳥さんがぼそりとひと言。

「………臭くさい」

「…………え？　何が？」

　戸惑いまくりながら問うと、ぼそりともうひと言。

「………童貞臭い」

「……………」

　俺、フリーズ。あらゆる機能が完全停止。魂、ぶっこ抜かれた。

　由ゆ比い川かわと初めて会った時も今と同じような展開になったけど、思考停止具合はあの時の比じゃない。椿つばきさんのマジカル戦士を初めて見た時も魂が羽ばたいていったけれど、今はあの時の何倍も高く遠くに飛翔している。

　………何だこの子？

　実際は数秒間だったらしいが、体感では五年ぐらいの凍結が溶け、それでも大いに混乱しながら、ブリキのおもちゃのようにギシギシと首を横に向ける。救いを求める。

「………由比川、こういう時は、その、どういうリアクションが正解なの……？」

「………へ？」

　顔を真っ赤にして、俺と同じように固まっていた由比川に魂が舞い戻る。

「えっと、そうだね、えーっと……うん、洋平が、その、ど、どどどうてぃ、なのは本当のこと……だよね？　だから仕方ない……の？」

「……あ、ああ、そっか、そう……なの？」

　答えになってない、とか、恥ずかしいなら言わなきゃいいだろ、とか、何が仕方ないんだよといった普通の返事ができない。やっぱりお互いまだ魂が戻りきっていない。

　由ゆ比い川かわがパンパンパンパンと何度も自分の頬ほおを叩たたいた。

「そ、そうだよ、そうなんだよっ！　洋よう平へいの今までの悪あく行ぎよう三ざん昧まいが簡単に許されるわけないでしょ！　すぐに仲良くなろうなんて虫が良すぎるよ！」

　と俺オレをなじることで強引に乱れた精神を立て直し、おっほん、と咳せき払ばらいをしてから、

「はじめまして、由比川菜な月つきです。私は安全で健全で平和で優しい女の子だから、怖がらなくても大丈夫だよ。これから仲良くしようねっ」

　自己紹介の最後に手を差し出した。

　が、その手も払われた。

　そして、小こ鳥とりさんがぼそりとひと言。

「…………チビ」

「……………んんっ！」

　数秒間だが、おそらく体感で五年ぐらい凍結した由比川が、なぜか俺の脇腹にドーンを放ってきた。

「俺!?」

「……はっ！　ご、ごめん、体が勝手に……」

「いや、いいよ。なんとなくわかるよ」

　由比川なりに精一杯、我慢して、だけど我慢しきれなかったのだろう。

「菜月、ごめんねぇ。この子、極端に人見知りするというか人との接し方をまったく知らないというか……でも悪気はないのよ。ほら、アンタも謝りなさい」

　と、レイチェルが謝りつつ、小鳥さんの頭を叩いた。叩いたといっても、ふわっとしたフェザータッチ。普段、俺に飛んでくるゲンコツとは雲泥の差である。

　怒られた小鳥さんが小さな体をさらに縮めて、碧あお色いろの瞳ひとみにうっすらと涙を滲にじませた。

　その姿がまた、

「「か、かわいい～」」

　俺と由比川がニヤニヤしながら声を揃そろえた。どんな暴言も許せてしまうぐらい可愛かわいい。

「い、いいの、気にしないで、私がチビなのも本当のことだしね！」

　ほだされた由比川が謝罪を拒否する。

「………ううん。あなたのほうが高い」

「そんなことないよ！　私の方が――」

「座高は」

「うがあーっ！」

「ああっ、待て由比川！　落ち着け！」

　テーブルをひっくり返そうとした由比川を慌てて押さえつけると、その俺に向かって、

「………あ。また痴漢」

「またって何だあああああっ！」

　もう限界。

「洋よう平へい、落ち着いて！　椅い子すを、とりあえずその椅子を下ろせ！」

「女の子に暴力ふるおうだなんて何考えてんのよ！」

「いだっ！　な、なぜ俺オレだけ殴られ……てゆーかレイチェル、何なんですかこの子は！」

「何って、小こ鳥とりよ。ウチのシェフよ」

「そういうことじゃなくて！」

「ちょっと訳あってね、ワタシが母親がわりみたいになってるのよ」

「……おじさんが母親？　おじさんなのに？」

「アンタ、いい加減にしないと甥おいっ子こから姪めいっ子こに変えるわよ？」

　なんて恐ろしい脅し……。

「まあ、こんな感じで難しい子だからね、アンタたちが怒るのもわかるけど、仲良くしてあげて？　小鳥も本心ではそう思ってるから」

「……お、思ってへん！」

「何よ、アンタから『みんなに会いたい』って言ってきたんじゃない。今までそんなこと一度も言ったことないくせに」

「………そんなん、言ゆうてへんもん……」

　頬ほおを染め、ブルブル首を振りながら否定する小鳥さん。

　その姿がもう、

「悔しい！　悔しいぐらい可愛かわいい！」

「ここにきて関西弁は反則だよ！」

　テーブルの下でグッと拳こぶしを握りながら声を揃そろえる俺と由ゆ比い川かわ。ほだされそうになるのを力の限り我慢したが、

「アンタからもちゃんと自己紹介しなさい」

　と言われた小鳥さんが、長い長い葛かつ藤とうの末に、

「………よろしく」

　上目遣いでそう言ったから、我慢の限界突破。

「「よろしくね～」」

　俺までも猫なで声になって完全に魂を抜き取られてしまった。

「――あらやだ、もうこんな時間」

　思い出したようにレイチェルが言う。時計の針は午後十一時を指していた。

「引き止めて悪かったわね。もう帰りなさい。洋平、菜な月つきを家まで送ってね」

「了解です」

「ん。じゃあ、解散！」

　時間も時間なので、小こ鳥とりさんとの顔合わせも強制終了。全員で慌ただしく店を出る。

　店のシャッターを閉めたレイチェルはもう一度「ちゃんと送るのよ」と俺オレに言ってから走り去っていった。

　残ったのは俺と由ゆ比い川かわと小鳥さんの三人。

　比較的大柄な男と、とってもミニマムな女の子二人。

　職務質問されそうな組み合わせだが、由比川だけを送って帰るわけにはいかないので、

「小鳥さん、家はどこですか？　俺、送ります」

「………いい」

「よくないですよ。世の中、怖い人もいるんですから」

「………いらん」

　頑かたくなに拒否をする小鳥さん。

「俺のこと嫌いなのはわかりましたけど、それとこれとは話が別です。送ります」

　と、少し苛いら立だちながら言うと、

「いらんって言ゆうてるやろ！　家、ここやもん！」

　怒鳴り、小鳥さんは店の裏側を指さした。

　店の裏側には空きスペースがあり、そこにはエアコンの室外機と物置二つがある。

「え？　もしかしてあの物置が……？」

「………ん」

　小鳥さんが首を縦に微動させて頷うなずいた。どうやら物置に住んでいるらしい。よく見ると店の裏側には厨ちゆう房ぼうに直接通じているであろうドアもあった。思えば今まで誰だれも小鳥さんが店に入ってくる姿さえ目にしたことがなかったが、こういう仕掛けだったのか。

　驚いている俺と由比川に背を向け、小鳥さんが「自宅」へと歩き出す。

　途中、思い出したように立ち止まり、

「…………また明日ね」

　背中で言って、小走りで店の奥に消えていった。俺たちの立っている位置からは物置の中までは見えなかった。いや、見ようともせずに、

「「気をつけて帰ってね～」」

　と猫なで声で宝石の残像に手を振っていた。

　すぐに意識を取り戻し、地団駄を踏む。

「くそっ。なんかもう卑ひ怯きようだよな、あそこまで可愛かわいいと」

「その気持ち、すっごくわかる」

「だけど、俺、どれだけ可愛くても彼女と仲良くなる自信ないかも……」

「それもわかる……けど、悪い子じゃないっていうのも、わかる気がする」

「どこがだよ。悪いどころか凶悪だろ」

「オーナーが言ってたでしょ？　小こ鳥とりさんから『みんなに会いたい』と言ってきたって。それって多分、私たちの会議を見てたからだよ。あの子も私たちと同じぐらいに、もしかしたら私たち以上に店のことを心配して、大事に思ってるからだよ」

「……そう、かもな」

　いや、由ゆ比い川かわの言うとおりだと思う。

　小鳥さんにとってのこの店は、俺オレたち以上にかけがえのない場所だ。

　その場所を守りたいと思う気持ちは、俺たちとは比べものにならないだろう。

　そう思うと、凶悪さも許せる気がしてきた。

　仲良くなれそうな気も、少しだけしてきた。

「まあ何にしても、変なことを言われすぎて疲れたよ」

「だね。今日は大人しく帰ろ」

　物置に背を向けて由比川が歩き出し、俺も続く。

　ここで、ふと気づいた。

「あれ？　由比川、メガネはどうした？」

　いつの間にかメガネを外している。

「……うん。なんとなくね……」

　その鈍い物言いで、俺も察した。

「そ、そうだな……いや、お前のメガネ姿も……でもまあ、そうだよな……」

「なにも言わないで……切なくて泣きそうになる……」

「……ごめん」

「ごめんとか……」

「ああ、ごめ……」

「………」

「………」

　由比川の家まで、俺たちにしては珍しく会話が弾まなかった。



　今日の収穫

　厨ちゆう房ぼうの中の人は驚異的な美少女で、凶悪なモンスターだった。

　どうやら椿つばきさんは料理が苦手っぽい。





　自宅に戻り、寝る前に瑠る雨うにメールをした。

　文面は以下のとおり――。



　件名　Ｒｅ：‥玉子かけご飯

　お兄ちゃん、ロリコンなのかな……？



　返信までにやや時間があった。



　件名　お兄さまは

　シスコンでしょ？

　そんなことより………まさか子供を脱がせ……!?



　誤解を解くのに朝までかかりそうだったので、そこで打ち切った。



    

  
    
      


　火曜日　モコマネ





　我が店のアイドル・モコちゃんは、毎週火曜日に必ずシフトが入っている。

　となると必然的にモコファンの連中も火曜日に集まってくるわけで、この日も由ゆ比い川かわと一緒にカフェへ来ると、店内ではすでにモコ祭りが開催されていた。

「モコちゃん、天使の衣装も似合っているねぇ」

「ありがふあっ！」

「ああ、気にしないで。ケーキなんてまた頼めばいいんだから」

「ありがんにゃっ！」

「ドンマイ、モコちゃん。あ、気にしないで。ズボンなんて洗えばいいんだから」

「ありがっさああ！」

「あはは、モコちゃんは天使っ娘こになってもドジっ娘だなぁ。あ、少しも気にしないで。ちょうど生クリームを頭からかぶりたい気分だったから」

　……まあ、こんな感じ。

　俺オレはこの素敵なお祭り風景をカウンター内から生暖かい目で眺め、

「すごいな。今日まだ『ありがとう』を一度もまともに言えてないぞ、モコちゃん」

「ふぅん」

　と、気のない返事の由ゆ比い川かわは昨日同様、カウンター席でノートパソコンを睨にらんでいる。

データ収集に夢中でこれまた昨日同様、ツッコミの仕事を放棄している。昨日と違うのはメガネをかけていないところ。その理由はお察しあれ。

「しかし、これ黙って見ててもいいのかな？」

「いいんじゃない？　みんな幸せそうだし」

「そこは俺も達観できるようになってきた。けど、モコファン以外の客が一人もいないというのは、やっぱりなぁ……新規の客を逃している気がするんだが……」

　モコちゃんかわいいよモコちゃん、とか言ってる男だらけの店には入りづらいだろう。俺なら入らない。入っても引き返す。実際、そういう客もいる。この状況を見ていると、コスプレ案が却下されて良かったとも思う。

「言いたいことはわかるけど、これ見て」

　由比川がパソコン画面をこちらに向けてきた。

「今現在の段階で、昨日の同じ時間帯の２倍売り上げてる。一日のトータルでも火曜日は他の平日より頭一つ抜けてるの。私もビックリした」

「うむぅ、なんという購買力……」

　モコファン恐るべし。

「洋よう平へいの言い分も間違いじゃないと思うけど、数字の上ではファンの勝ちだよね。常連を手放して新規の間口を広げるか、その逆か、この二択はオーナーが決めることだし」

　きっとレイチェルは二択の決断をしたのだろう。その答えが今のこの状況なのだろう。個人経営の飲食店は「常連客でもっている」という部分もかなり大きい。

「もし、火曜日の売り上げが悪かったとしても、オーナーは常連さんを捨てたりしないと思うなぁ。あの人たち、最初は２～３人だったんだよ。それをモコさんが『お友達もつれてきて』って声をかけて、今じゃウジャウジャウジャウジャ気持ち悪いなあもう！」

「つまり、損得だけの話じゃないってことか」

「そゆこと」

　モコファンたちは帰かえり際ぎわに必ず「ごちそうさま」とか「また来ます」とか言ってくれる。モコちゃんにではなく、俺や由比川に。気持ち悪いけど、気持ちのいいヤツらだ。そんな客を切るような店には新規の客など来ないのかもしれない。

　そんなこんなで一時間後。

　今日も帰り際に挨あい拶さつをしてくれてモコファンたちが全員、帰っていった。そこから俺が十分ほどかけて戦場跡のようなフロアを掃除。

「さて、洋ようちゃん。何して遊びますか？」

　と、掃除が終わるのを見届けてからモコちゃんが誘ってきた。

「遊ばないよ。まだ休憩時間じゃないでしょ？」

「でわ、何して遊びますか？」

「うん。だから遊ばないよ。今は仕事中でしょ？」

「お客さんいないです」

「それを言っちゃ……あ、そうだ。ヒマならモコちゃんも考えてよ」

「何をですか？」

「売り上げアップのためのアイディアを。どうにも良いいのが思い浮かばなくてさ」

　遊ぶよりは有効な時間の使い方だろう。

「ん～……そですね～」

　と、腕を組んで悩むモコちゃん。俺オレは密ひそかに期待しながら待つ。モコちゃんはある種の天才だ。凡人には思いもつかない斬ざん新しんなアイディアを閃ひらめいてくれるかもしれない。

　しばらくして、モコちゃんが何かを思いついた様子で腕を解ほどいた。

「洋ちゃん、何して遊びますか？」

「……」

　天才様は今とにかく遊びたいらしい。

「しりとりでもしますか？」

「あれはもういいよ」

「そですね。しりとりはモコが勝っちゃいますもんね」

「……む。そうとは決まってないでしょ。何事においても一番を取る男・楠くすの木き洋よう平へいをあんまりなめてもらっちゃ困るな」

「楠木洋平をあんまりなめてもらっちゃ困るな」

　モコちゃんが俺のセリフを繰り返した。少し声色を低くして、どことなく澄ました顔で。それから得意げににんまりと笑って、

「洋ちゃんのマネ～。似てるでしょ？」

「……何で急に俺の真ま似ねをするのかわからないけど、あんまり似てないよ」

「いや、似てたよ」

　と言ったのは由ゆ比い川かわだ。普段、俺とモコちゃんが遊んでいる時は離れた場所で傍観しているのだが、ふふふ、と笑いながらカウンター席までやって来た。

「そ、そうかなぁ。俺はもっとキリッとした凛り々りしい喋しやべり方だと思うけどなぁ」

「人をイラッとさせる偉そうな喋り方がそっくりだったよ」

「でわでわ、これ誰だれだかわかりますか？」

　と、モコちゃんは両手を腰に当てて、偉そうに胸を張り、

「あーもう、何回言えばわかるのよっ！」

「由ゆ比い川かわだ！」

「正解です～」

「えー……私、そんな喋しやべり方しませんよぉ」

「いや、そっくりだったよ。俺オレをイラッとさせる偉そうな喋り方は由比川そのものだよ」

　声はあんまり似ていないんだけど、仕草や特徴をよく捉とらえていた。

「モコ、こういうのお上じよう手ずなのです」

「じゃあ椿つばきさんもできたりします？」

　由比川が聞くと、モコちゃんは背筋をピンと伸ばし、お上品な口調で、

「うふふ。由比川さんったらムチャぶりするわね」

「似てる～っ！」

「たしかに似てるなあ」

　本物の椿さんはムチャぶりとか言わなそうだけど、そっくりだ。

「モコちゃん、兄貴は？」

　とリクエストしたら、モコちゃんは眉まゆをこれでもかというぐらいに寄せて、

「うっせーな、オレのマネとかしたらブッ殺すぞ」

「アキラさんだ～っ！」

「本物がいるかと思った、兄貴にブッ殺されるかと思った～っ！」

　キャッキャと喜ぶ俺と由比川が次なるリクエスト。

「オーナーも見てみた～い」

「おいおい由比川、いくらモコちゃんでもそれは難しいよ」

「アンタたち、遊んでないで働きなさい！」

「難しくなかった～っ！」

「本物がいるかと思った、今それ言うかとも思った～っ！」

「でわでわ、これは誰だれでしょう？」

　モコちゃんは急に「うっ」と胸を押さえてしゃがみ込んだ。

「いってぇ……マジかよ、お前もかよ……ないわぁ、つーか引くわぁ……」

「「……ん？」」

　答えがわからず顔を見合わせる俺と由比川。モコちゃんは誰かの真ま似ねをやめて、

「あと５秒ですよ～」

「えーっと、誰だろう？　洋よう平へいかな？」

「俺？　まあ、男声だし俺か……いや、でも……」

「ブブー。洋ようちゃんじゃありません」

「モコさん、正解は誰ですか？」

「正解はジュリアス・シーザーです」

　紀元前ローマの偉い人。ユリウス・カエサルともいいます。

「わかんないよ！　似てるかどうかもわかんないよ！」

　と、俺オレがクレームをつける横で、由ゆ比い川かわはパンと膝ひざを叩たたいた。

「そっか、シーザーが暗殺される場面か。あー悔しい、よく考えればわかったなぁ」

　そうか？

　たしかに、シーザーが暗殺される際に言ったとされる「ブルータス、お前もか」という言葉は歴史の教科書にも載るほど有名だから、ヒントが出ていたとも言えるけど……

「シーザーって、あんなに軽い喋しやべり方だったのか？」

「それは誰だれにもわかんないじゃん」

「菜な月つきちゃんの言うとおりです」

「誰にもわからないなら問題として成立していないだろ」

「洋よう平へい、負け惜しみはみっともないよ」

「腑ふに落ちないだけで負けた気はしてないんだが……」

　なんだか悔しいのは俺も同じ。そして、この遊びが楽しくなってきた。

「でわでわ、三人でものまね対決といきましょ♪」

「「望むところです！」」

　てことで。

　第１回カフェ・ハーヴェストものまね王座決定戦、開幕。

　ルールは簡単。

　１人ずつ順番にものまねをして、誰の真ま似ねをしているのかを残りの２人が当てる。一番多く当てられた人が負け。当てられた回数の少ない人が優勝。

　ただし、真似をする対象が無制限だと当てるのが難しくなるので、ジャンル指定あり。今回は先ほど好評だった（？）歴史上の人物というルールでいきます。

　演技力と知識が試される真剣勝負、スタート。

「洋ようちゃんからどぞ」

「オーケー」

　一番手は緊張するけど、勝負事は先制打が肝心。ここで格の違いを見せつければ後のち々のちの展開にも有利になる。

　俺は早速「歴史上の人物」のものまねを開始。目をこすり、大きくアクビをしながら、

「あー……眠い。今日も三時間しか――」

「「ナポレオン」」

「……正解」

　先制打、不発。

「洋よう平へい、簡単すぎてつまんないよ」

「です。しかも全然似てなかったです」

「似てるかどうかは俺オレも自信がなかったけど……とりあえず、ゴメン」

「次は菜な月つきちゃんです」

「は～い」

　カウンター席から由ゆ比い川かわが立ち上がった。お団子に纏まとめている髪を解ほどいて、肩に届いたそれを優雅に揺らす。顔をやや上に上げて、低い鼻の先っぽを指でなぞりながら、

「たとえこの鼻が３センチ低くても――」

「「クレオパトラ」」

「……正解です」

　まるで萎しおれた花のようにしゅんとなってクレオパトラが椅い子すに座り直す。

「由比川、簡単すぎてつまんないよ」

「です。でも喋しやべり方は似ていました」

「そこはまったく意識してなかったんですけど……とりあえず、ごめんなさい」

「洋ようちゃんも菜月ちゃんも簡単な問題から始めてくれるなんて優しいですね～」

「そ、そうそう、最初だったからね、ゲームの盛り上がりを重視したんだよね」

「だ、だよね、私もね、いきなり本気だしちゃうのは良くないと思ったんだよね」

　俺たちの見え見えの強がりを真まに受うけたのかどうか、

「モコも簡単なのからいきます」

　と言ってから、ものまねスタート。すっ、と両手で銃を構える仕草。息を殺し、標的をジッと見つめて……発砲！　反動で後ろに仰のけ反ぞりながらまた構えて、もう一発。

「ちっ、外したか……」

　低い男声で呟つぶやき、ここで演技終了。

「んー……？」

「誰だれだろう……？」

　また答えがわからず首をひねる俺と由比川。

「あと５秒ですよ～」

「……ダメだ、わからん」

「あっ。もしかしてオズワルド……いや、外したって言ってるから違うか……」

「残念、時間切れで～す」

「「正解は？」」

「杉すぎ谷たに善ぜん住じゆ坊ぼうです」

　金かねヶが崎さき撤退時の織お田だ信のぶ長ながを狙そ撃げきした人物。弾は信長に当たらず失敗に終わり、その後、捉とらえられ処刑されている。

「わかんないよ！　マニアックだよ！　どこが簡単なんだよ！」

　ついでに言うとマニアックな人物を知ってるモコちゃんにびっくりしてるよ。

「我ながら構え方がそっくりでした」

「いやいや、善ぜん住じゆ坊ぼうさんの構え方とか知らないよ。そんなヒントじゃ誰だれもわからないから問題として成立していません。これは由ゆ比い川かわもそう思うだろ？」

　と同意を求めたが、由比川はパンと膝ひざを叩たたき、

「そっか、二発撃ってるのか。そしてあの反動の大きさと射撃までに要する時間は火ひな縄わ銃じゆう特有……たしかに善住坊ですね。あぁ、悔しい。ちゃんとヒントは出てたのにぃ……」

　あぁ、認めちゃった……。ここは一緒にゴネてくれないと困るよ。

「モコ一点リードです。ぐるっと回って洋ようちゃんの番です」

「……わかりました。そろそろエンジン上げていきます」

　善住坊さんへのクレームはまだまだあるけど、それは飲み込む。どうせ言っても判定は覆らないだろう。なにより、モコちゃんとの遊びに理不尽はつきものだ。こうなることはどこかで予想していた。何事においても一番を取る男でもモコワールドの中では力を発揮できない。

　しかし、今日は三人での勝負だ。一番にはなれなくとも最下位だけは避けてやる、と男らしくない決意をしてから、ものまね開始。二人の前に左の頬ほおを突きだして、

「右だけじゃなく――」

「「イエス・キリスト」」

「……正解」

　おかしいな、いい問題だと思ったのに。

「険しい顔してたからどんな難しい問題がくるのかと思ったら、拍子抜けも甚はなはだしいよ」

「です。洋ちゃんはセンスがないです」

「くっ……当てられても当てれば差は開かないんだ、絶対当ててやるからな！」

「それはムリだよ。私、次からエンジン全開でいくから」

　と言って、由比川は店の外に出た。すぐに戻って来て、ぐるりと辺りを見渡す。小さな音を拾うように両耳に手を当てて、

「おお、四方から聞こえてくるこの歌は懐なつかしき楚その国の――」

「「項こう羽う」」

「……正解」

　四し面めん楚そ歌かの語源となった有名な場面ですね。

「ほとんど正解言っちゃってたな。熱のこもった演技の無意味さが甚だしいな」

「です。菜な月つきちゃんもセンスがないです」

　ボケもツッコミも高次元でこなす芸達者な由比川にも弱点があったか。

「うぅ、当てられても当てればいいだけだもん！」

「です。一方的な展開だと白けちゃうのでモコは次も簡単なのにしますね」

「なめてもらっちゃ困りますが、うんと簡単なのでお願いします」

「私は難しくてもいいですけど、なるべく簡単なのを所望します」

　モコちゃんがカウンター内から出て、由ゆ比い川かわの隣席まで移動をする。顎あごを撫なでながら、しばし黙考。そして、右手の人差し指と中指でピシャリと盤上に駒こまを打つ仕草のあと、

「銀が泣いとるわ」

　関西弁で渋く言い放ち、そこで終了。パッと笑顔になって、

「簡単すぎでしょか？」

「んー……？」

　誰だれだかまーったくわからん。

　しかし、由比川はピシャリと実際に音を鳴らして膝ひざを叩たたいた。

「わかった！　坂さか田た三さん吉きちだ！」

「正解です～♪」

「やったあ！」

　由比川さん、喜んでいるところに水を差すようで申し訳ないのですが。

「その坂田さんって……どなた？」



    

  
    
      



    

  
    
      　明治から昭和初期の棋士。戯曲『王将』のモデルとなった人物。

「えっ、知らないの？　嘘うそでしょ？　後のちの十三世名人・関せき根ね金きん次じ郎ろうとの伝説の五番勝負で有名なあの坂さか田た三さん吉きちだよ？」

「知らない上にもう一人知らない人が増えたぞ……」

「ええ!?　まさか木き村むら義よし雄お八段や花はな田だ長ちよう太た郎ろう八段との戦いで使った後ご手て番ばん初しよ手て端はし歩ふ突づきも知らないですか？」

「……見事に全員知らないです。というか、二人がむちゃくちゃ詳しいことに驚きを隠せないんですけど？」

「はぁ、洋よう平へいってつくづく学校の勉強しか出来ないタイプだよねぇ」

「呆あきれて物も言えませんです」

「そ、そんなに怒られることなのか……？」

　日本人の常識とまでは思えないけど、俺オレが無知であることも事実だ。悔しいが、ここは素直に負けを認めよう。マニアックすぎる、とか、歴史上の人物という括くくりからは外れるのでは、といったクレームも控えよう。どうせ通らないし。

　ともあれ、由ゆ比い川かわが正解してくれたのでモコちゃんのリードは広がらずに済んだ。次は俺の番。ここで二人に正解させなければトップに並ぶ。まだまだ優勝も見える。

「ウォーミングアップは終わりだ。そろそろ本気出すぜ！」

　俺はカウンターにもたれるようにして左ひだり肘ひじをつき、その手をベストの懐に入れて、

「日本を今一度せんたく――」

「「坂さか本もと龍りよう馬ま」」

「……正解」

　俺まだ一度も最後まで言わせてもらってない……。

「洋平は本当にバカなの？　ここにきて超有名どころを出してくるのはなぜなの？」

「まったくです。それから龍馬が懐に入れてるのは右手です」

「……なんかもう色々すいません……」

「ま、おかげで私にはチャンス到来なんだけどね。体も温まってきたし、本当にだしちゃおうかな、本気ってやつをね！」

　由比川が椅い子すから立ち上がる。左手を胸に当て、右手を上に伸ばし、

「おお、ロミオ――」

「「ジュリエット」」

「あうぅ」

　正解とも言えず真っ赤になった顔を両手で隠しながら着席するジュリエット。

「お前さ、俺以上にバカなんじゃね？」

「です。そしてロミオもジュリエットも歴史上の人物じゃないです」

「だって、だってぇ……」

　他に思いつかなかったんだ、と後のちに由ゆ比い川かわは語った。

「モコの番ですね。モコが本気出すと絶対にわからないでしょから、特別に事前ヒントを出してあげるです」

「それは要らぬ気遣いですよ。ヒントなんていりません。まあ一応、聞きますけどね」

「私、チート行為は嫌いです。正々堂々、勝負しましょう。で、ヒントは何ですか？」

「誰だれもが知っている超有名な日本人です」

「「よしこい！」」

　俺オレと由比川が前のめりになり、モコちゃんを食い入るように見つめる。ここは何としてでも正解しなければならない。モコちゃん相手に二点差は致命的だ。

　モコちゃんが頭を抱えながら、キョロキョロおろおろする。そして震えた声で、

「ねえ、これ西軍が勝つんじゃね？　これ絶対西軍ペースだよ、すんげぇ押してるもん、三みつ成なりイケイケだもん。俺どーしたらいいの？　このまま黙って見とく？　でも家いえ康やすさんと約束してるしなぁ……」

　本当に簡単なのがきた！　これは関せきヶが原はらの合戦での有名すぎるあの場面だ！

「「小こ早ばや川かわ秀ひで秋あき!!」」

「ブブー」

「「………え？」」

「正解は脇わき坂ざか安やす治はるです」

　戦国武将。賤しずヶが岳たけの七しち本ほん槍やりの一人。関ヶ原の合戦時、西軍として参加していたが小早川軍に追随する形で東軍に寝返る。ただし、事前に内通していたため、正確には裏切りではなく、戦後も所領を安あん堵どされている。

「超有名じゃねえええ！　つーか小早川でも正解だろ！」

「いや、それは違うよ。小早川なら怒った家康が松まつ尾お山やまに発砲する場面がなきゃおかしいもん。でも、これにはない。そうなるとやはり脇坂ってことになる……くうう、私としたことが抜かった……！」

「抜かってねえよ！　認めんなよ！　もっとゴネろよ！　お前ツッコミしてないと意外とフリーダムだな！」

「モコ二点リードでまたまた洋ようちゃんの番です」

「……オーケー」

　モコちゃんに勝つことはもう諦あきらめよう。だが由比川、お前には勝つ。今日の由比川なら一点でもリードすれば勝てる。刮目せよ、これが俺の本気の本気だ！

「日本の夜明け――」

「「坂さか本もと龍りよう馬ま」」

「正解だけど最後まで言わせて！　ぜよ、まで言わせて！」

「連続で同じ答えという引っ掛けのつもりなんだろうけどさ、１ミリも引っ掛からなかったよ。引っ掛かりたくてもムリだよ」

「です。洋ようちゃんはまっこと単純ぜよ」

「ぜよ言わないで！」

「菜な月つきちゃんの番ぜよ」

「わ、わかってます、えーっと………フ～ジコちゃ――」

「「ル●ン三世」」

「はううっ」

「……お前、本当にひどいな。ここでアニメキャラ出してくるとは恐れ入ったよ」

「です。しかもすごく似てたから余計に切ないです」

「だって、だってぇぇぇ……」

「モコの番ですね。いっきますよ～」

「「こい！」」

「ちっ、外したか……信のぶ長ながめ、どこまでも運の良いヤツよ」

「「杉すぎ谷たに善ぜん住じゆ坊ぼう！」」

「ブブー。正解は岡おか吉よし正まさです」

「そっちか！　雑さい賀か衆しゆうの一人で鉄砲の名人、織お田だ信長の太ももを撃ち抜いたという岡吉正だったか！　私としたことが引っ掛かってしまった……！」

「由ゆ比い川かわ、説明ありがとう。だけどこれは善住坊さんでも正解だろ！　今回ばかりは俺オレの言い分が正しいだろ！」

「善ちゃんとは構え方が微妙に違います」

「ああ、そこも見落としてた……私としたことがああ……！」

「よーしわかった！　善ちゃんとは微妙に違ったことにしてやる。でも、これシーザーの時から思ってたんだけど、着眼点もまともに言えない人がなぜ――」

「洋ちゃんの番です」

「普通の会話すら最後まで……くそっ、今度の今度こそ超本気で――」

「「坂さか本もと龍りよう馬ま」」

「まだ何も言ってないけど正解！」

　こんな調子で約30分（と思えないほどの濃密さで）ものまね対決は盛り上がった。エンドレスで続けられそうなこの遊びを止めたのは、ドアベルの音。来店したお客さんを素すに戻った由比川が笑顔で接客する。

「俺たちも遊びを終わりにしようか」

「はいです。でも、最後にもう一問だけ」

　モコちゃんは身振り手振りで何かを表すでもなく、地の声のままでこう言った。

「長い間の経験から、アイディアというものは、それを一心に求めてさえいれば必ず出てくるものであるということがわかった」

「……それは誰だれの真ま似ね？」

「チャップリンです」

「へぇ。いい言葉だね」

　モコちゃんが喜劇王の名言を引用して俺オレに何を伝えたいのか、それはすぐにわかった。

「ありがと、モコちゃん。俺も一心に求めてみるよ」

　だが、しかし。

「ノンノンノン」

　と、モコちゃんは尻尾しつぽのついたお尻しりを左右に振った。これは誰の真似でもなく、一般的には指でする仕草のモコオリジナルバージョン。

「それは一心に求める時間のある人がすることです。それがない人は、ものまねをすればよいのです」

「ものまね……？」

「です。売れてる店とか売れてる物のものまねです。オジナリティだけが大切ではないとモコは思います」

「オリジナリティね」

「です」

　間違いに照れもせず笑うモコちゃんが一体どこまで、そして、いつから考えていたのかわからないけど、遊びを通して教えてくれていたのだ。

　事実、俺は「アイディア＝新しいこと」という考えに縛られていた気がする。

　もしかしたら、モコちゃんも誰かの真似をしているのかもしれない。オリジナリティの塊のような人だけど、仕事のミスを挽ばん回かいする手段としてコスプレをし、一生懸命ファンを集めたのかも。

「ありがと、モコちゃん。もう少し視野を広げて考えてみるよ」

　モコちゃんはもう一度笑ってから、

「でわでわ、モコはお昼寝してきまっす。喜劇は終わりなのです！」

　最後の最後にまたものまねをしつつ、スタッフルームに消えていった。





　今日の収穫

　我が店のアイドルは大天才かもしれない。



　この日の閉店後、由ゆ比い川かわを家まで送っている時、瑠る雨うからメールではなく電話が掛かってきた。自宅に帰ってから掛け直すつもりでその時は無視したのだが、家に帰ってすぐに寝てしまったので電話をしてやれなかった。

　翌朝、俺オレの携帯に52件の不在着信があった。

　妹よ、お兄ちゃんちょっと怖いぞ……。



    

  
    
      


　水曜日　根性、あります





　場所。商品。値段。

　もし、この三大要素を兼ね備えた同業種の店が隣接していた場合（隣接している時点で立地条件が悪いというツッコミはなしで）、どちらの店を選ぶか。

　答えは「サービスの良い店」である。





　この日、由比川はバイトが休みなので俺は久しぶりに自家用リムジンでハーヴェストへ向かった。

　その道中、ぼんやりと窓の外を眺めていたら、とある店の看板が目についた。これまで何度も通った道にある何度も見ていたはずの看板だ。真ま似ねでもいい、というモコちゃんのアドバイスがなければ、おそらく今日も何も思わず通り過ぎていただろう。

「これはいいかもしれない！」

　アイディアを閃ひらめいた俺オレは運転手に行き先変更を告げ、少し寄り道してから店に行くことにした。

　寄り道先でちょっとした買い物をしてハーヴェストに着いたのは午後四時半すぎ。

「うぃーす」

　と、カウンター内に立っていたアキラの兄貴が挨あい拶さつをしてくれた。

　モコちゃんが火曜日に必ず働くように、兄貴は水曜日に必ずシフトを入れる。なぜなら水曜日が一週間の中で最もヒマな日だから。思う存分、サボれるから。ヒマな時は絶対に働かない、それが兄貴のポリシー。

「兄貴、おはようございます。……あれ？」

　挨拶を返してすぐ俺は異変に気づいた。

　平日の兄貴は基本的にスタッフルームから出てこない。出てくるのは兄貴のお手を拝借しなければならないほど忙しい時か、椿つばきさんとシフトが一緒の時である。

　今、客は一人もいない。にもかかわらず兄貴がフロアに出ているということは椿さんもここにいなければ道理に合わないのだが、その姿が見当たらない。

「姐ねえさん、スタッフルームで寝てんだよ。話しかけても、ため息つくばっかでよぉ、一体どうしちまったんだ？」

　椿さん、まだネガモードなのか。長いな……。

「おかげでヨーヘーが来たってのにオレがサボれねぇんだよ。ったく、姐さんも仕事中にサボるんじゃねーっつーんだよな？」

「は？」

　言ってることが矛盾してるんすけど？

「ヨーヘーもそう思うだろ？」

「いや、誰だれがどこにいてもサボっちゃダメ――」

「ヨーヘーもオレと同じ意見だろ？」

「っす。一言一句違たがわずに同じっす」

「だよな」

　満足げに頷うなずく兄貴。んー、俺の舎弟根性の成長が止まらない。なんなら椿さんと一緒にサボればいいんじゃないすか、と思うけど黙っておこう。俺の兄貴、意外と苦手なものが多いから。椿さんもその内の一つだから。決して仲が悪いわけじゃないんだけどね。

「そうか。椿さんがネガ状態なら、また今度にしようかな」

　と、我ながら思わせぶりなセリフを口にしてしまった。当然、兄貴が訊きいてくる。

「何のことだよ？」

「売り上げアップのアイディアを思いついたんですけど、兄貴じゃアレなんで、椿さんが正常な状態に戻るのを待ってから相談してみます」

　これも良くない言い方だとは思うけど、こう言うしかないんだ。だけど、当然、兄貴の機嫌は悪くなる。猛獣の瞳ひとみがギロリと光る。

「おい、オレじゃアレってどーゆーことだよ？」

「こ、これです」

　俺オレは説明するよりも先に寄り道先の本屋で購入した本を見せた。本のタイトルは「リフレクソロジー入門」である。

「ここに来る途中、リフレクソロジーの店を見つけたんです。で、その店の看板にカフェもやっていると書いてあったんです。最近じゃメイド喫茶でもやっているらしいですよ、リフレクソロジーっぽいこと。そういうのが流は行やっているみたいですね」

「それを真ま似ねしようってことか？」

「はい。だけど、ウチは女性スタッフのレベルが高いから同じようなことをしている他店よりも確実に人気が出ると思います」

　発想は同じでも質で差をつけられる。ぶっちゃけ、同じサービスをしてくれるのなら、美人の方がいい。それが正直な男の心理だ。まあ、美人の基準は千差万別だろうけど。

「却下」

　と、兄貴が俺のアイディアをバッサリ斬きった。世辞のつもりはなかったけど、レベルが高いという言葉に喜ぶ素振りさえない。

「どうしてですか？」

「なんかエロいから。オメェが言ってるのは夜の店とか風俗店の理屈だ」

「そ、そんなつもりじゃ……」

「他にも理由はあるけどよ、そもそもマッサージには資格とかいるんじゃねぇのか？」

「……あ」

　そうかもしれない。なにぶん急な思いつきだったので、そこまでは調べていなかった。

「つーわけで却下だ。また考えてこいよ」

　兄貴がコツンと俺の頭を小突く。それだけで気絶しそうになったけど、拳こぶしに慰めの念がこもっているのも伝わってきたので痛みよりも嬉うれしさを感じる。

　が、慰めてくれたのはここまで。

「んで、アレってなんだよ？　どーしてオレには相談できねぇんだよ？」

「俺まだ着替えてないのでスタッフルームに――」

「逃げんな」

　逃げようとしたけど襟首を掴つかまれた。

「どーしてオレがアレで、姐ねえさんには相談できるんだ？」

「ふ、ふふ、深い意味はないっす」

「深いとか浅いとかどーでもいいから言えっつってんだよ」

　兄貴が片手で俺オレの体を持ち上げる。この威い嚇かくだけで失神しそう。

　俺は覚悟を決めて、兄貴じゃアレな理由を述べた。

「だ、だって、兄貴は、その……ヘニャるじゃないですか」

「ヘニャ？」

「もし、アイディアが採用されてもすぐに実行するのは難しいでしょ？　誰だれもマッサージできないし。だからこうして本で勉強したり練習したりしようかなと思ったんですけど、兄貴は無理でしょ？」

　だって兄貴は体に触れられるとヘニャるもん。男の中の男・アキラが、か弱い女の子・アキラちゃんになっちゃうもん。そんな人がマッサージとか絶対無理だもん。

「む、無理じゃねぇよ。ナメてんじゃねぇぞ」

「あはは、何を強がってんすか。今だってもう顔が引きつって――」

　脳天にネリチャギが飛んできた。大技なのに避よけられないから不思議だ。

「やればいいんだろ。やってやるよ。その本、貸せコラ」

　兄貴が俺から本を奪う。それを流し読みして、

「ヨーヘー、手ぇ出せ」

「今は仕事中だから閉店後にしましょう」

　なんだか嫌な予感しかしないので逃げの体勢に入ります。

「構うことねぇよ。どーせ客はいねぇんだ」

「そ、そのようですねぇ……」

　さすがの水曜日、まったく客が来ない。今なら全品タダにするから誰か来て。

「オラ、早く手ぇ出せよ」

　逃げようとしていた俺の腕を掴つかみ、たぐり寄せる。それでも逃げようと試みたが、片手だけで俺の自由を奪う鬼の腕力からはやはり逃げられなかった。

「ここに書いてあるツボってのを押せばいいんだろ？　簡単じゃねぇか」

「あ、兄貴、ツボって押すと痛いんですから、優し～く押さなきゃダメっすよ？」

「心配すんな。健康なら押しても痛くないって書いてある」

「そ、それはそうなんですけど、兄貴の力だと絶対に――」

「えいっ」

「ひぃぎゃああああああ！」

　兄貴らしからぬ可愛かわいい掛け声と共に手のツボを押され……死ぬかと思った。絶対にこうなると思ったんだ……人間が鬼に手のツボを押されたら絶叫するに決まってるんだ……。

「デケェ声だすなよ、軽く押しただけじゃねぇか」

「軽くって、アンタなんちゅう握力してんですか！」

「アンタって誰に言ってんだよ！」

「ぎんぃやあああああああああっ！」

　また押されて、また絶叫。手のツボを押されているはずなのに目の前がチカチカと明滅する。痛いという感覚を越えたかもしれない。

「今のは肩こりのツボだってよ。ヨーヘー、よっぽど肩がこってるんだな」

「肩こり関係ないっす！　単純に押されて痛いだけっす！」

「けっこうおもしれぇな。次は胃のツボいくぞ」

「ままま待って！　一生のお願いですから――」

「えいっ」

「ほがっ………！」

　もう絶叫にすらならなかった。手のツボを押されているはずなのになぜか顎あごが外れそうになって声が出なくなった。

「あっはっは！　ほがっ……って何だよ、お前、顎が外れ、うははははっ」

　鬼が爆笑してる。痛すぎて顎が外れそうになっている人間を見て鬼が大爆笑してる。

「あー、おもしれぇ。んじゃ次は肝臓の――」

「も、もういいっす！」

　笑いすぎて手の力が緩んだ隙すきに俺オレは兄貴から離れた。途端に兄貴の無邪気な笑顔が怒り顔に変わる。

「おいコラ、なに離れてんだよ？　こっち来て手ぇ出せ。ツボ押させろ」

「お、俺も練習したいので交代してください」

「ヤダ。オレがやる。ヨーヘーの顎が外れた顔をもっかい見てぇ」

「なっ……」

　なんてワガママな理由だ。こんなドＳに弄もてあそばれていたら命がいくつあっても足りない。

　ちくしょう、もう嫌だ。舎弟なんてやめてやる。こんな悪あつ鬼きに仕えてられるか。今こそ反旗を翻す時！　敵は本能寺にあり！

　俺は決意し、でも一応、兄貴の射程距離外まで下がってから謀む反ほんを起こした。

「兄貴、もしかして……ヘニャるのが怖いんすか？」

「……んだと？」

「交代を拒むってことは、そういうことなんじゃないっすか？」

「なわけねーだろ。つーかヘニャらねぇよ」

「じゃあ、交代しましょうよ」

「ヨーヘーが練習する必要はねぇだろ。仮にこのアイディアが採用されてもマッサージをするのは女性スタッフなんだから」

　おっしゃるとおりです。見事な返しです。が、見事な返しをされることは想定内です。明あけ智ち洋よう平へい、このぐらいじゃ兵を退けません。

「まさか本当にビビッてるんですか？　兄貴ともあろう御お方かたが？」

「ちげーよ！　ビビるわけねぇだろ！」

「じゃあ、交代しましょう。何も問題はないですよね？」

「……わ、わかったよ。交代してやんよ！」

　ここで安心してはいけない。このまま俺オレがマッサージをして兄貴がヘニャっても、一時的には勝利の余韻に浸れるが、その後はどうせボコにされる。いつものパターンになる。

ここはまず、主従が完全に入れ替わるような誓約を取り付けるべきなのだ。

「もし……そんなことはあり得ないでしょうけど、もし、兄貴がヘニャったら、今日から俺が兄貴の兄貴になるというのはどうですか？」

「いいぜ。んで、オレがヘニャらなかったらヨーヘーは何してくれんだ？」

「何でもいいっすよ。裸でフルマラソンでも何でも」

「パイルドライバーをマスターしたいから練習台になることな」

「………い、いいっすよ」

　負けたら人生終わるな、やっぱやめようかな……いや、大丈夫だ。俺の兄貴がヘニャらないわけがない。

　兄貴がすっと右手を差し出して、俺はその手を取った。

　ただそれだけで、

「はうっ」

　兄貴が普段よりも１オクターブ高い声を発した。

「あれ？　今『はうっ』とか……」

「い、言ってねーよ！」

「そうですか。あ、言い忘れてましたけど、変な声を出すのもアウトですからね。それもヘニャったことと見なしますから」

「そんなこといましゃら言うなんてずりゅいじょ！」

　と、兄貴は早くもアキラちゃん化。ふぅ、心配は杞き憂ゆうに終わった。本能寺は陥落寸前だ。勝利を確信しつつ、ここでちょっと質問。

「自分から触るのは平気なのに、人に触られるのはダメなんですか？」

「人にってゆーか男に……じゃねえ！　誰だれに触られようとダメじゃねえようぅ……」

　ついさっきまで跳ちよう梁りよう跋ばつ扈ことしていた鬼はもういない。目の前にいるのはボーイッシュでか弱い普通の女の子だ。よく見れば、手は小さくて指も細い。この女性らしい手のどこに凶悪な力が宿っているのか不思議だけど、この手で殴られることももうないだろう。そう思うと一抹の寂しささえ感じる。謀む反ほんとは成功しても虚むなしいものだな。

「では、行きます！」

　俺は心を鬼にして、元・主君のツボを押した。

「っ！」

　兄貴が唇を噛かみしめて声が漏れるのを防ぐ。左手で服の裾すそを掴つかみ、悶もだえ苦しみながらもヘニャるのを堪こらえている。さすが兄貴、見上げた根性だ。

　でも、この程度では終わりません。

　もう一度、ツボを押す。

「ひゃっ……」

　堪えきれず、兄貴の口から吐息まじりの声が漏れた。

「あれれ？　今『ひゃっ……』とか言っ――」

「てねぇだりょ！」

「そうですか。別に我慢しなくてもいいんですよ？　声出してもいいんですよ？」

「が、がまんとか、いみわかんんん…………っ！」

　開けていると変な声が出てしまうと判断したのだろう、兄貴は一層、強く口を結んだ。

　俺オレはさらに攻める。畳みかける。ぐいぐい押す。そして話しかける。

「どうっすか？」

「っ！」

「痛いですか？」

「っ！」

「気持ちいいですか？」

「ち、ちっとも気持ちよふにゃいじぇぇ……よ、よぅへぃは下へ手ただなあん……っ！」

「すいません。俺、初めてなものですから。これならどうですか？」

「んっ！」

「痛いっすか？　やめましょうか？」

「やめんじゃねぇりょ、じぇ、じぇんじぇん、ゆゆうだバカあはんっ……！」

「今、確実に『あはんっ……』て――」

「んんっ！」

　ブルンブルン首を横に振る兄貴。猛獣の瞳ひとみもギュッと瞑つぶり、髪は乱れて、頬ほおは紅潮していて、なんだか妙に色っぽい。

　……てゆーか。

　この状況、なんかエロい。会話が特にヤバい。

　違うけどね。全然そういうことじゃないけどね。俺はただ手のツボを押しているだけでやましい気持ちとか微み塵じんもなくて、あるのは猛たけ々だけしい反乱の精神だけ……なんだけどね、理性がグラグラしちゃうよね。

「おい！　もういいだりょ！」

「ああっ、ごめんなさいっ」

　手を放してしまった。本来の目的とは違う場所を目指してしまいそうだったので賢明な判断だと思う。思おう。思え。

　地獄の苦しみから解放された兄貴が、バッ、と俺オレの射程距離外まで飛び下がり、安全を確保したその場所でポキポキと首を鳴らし始めた。

　あぁ、ものすごく嫌な予感しかしない……。

「今のは引き分けでいい。その代わり、もっかいオレにツボ押させろ」

「今は仕事中です。もう終わりにしましょう」

「んだよ、ビビッてんのか？」

「……は？」

　ちょいと聞き捨てならないセリフだな。

「そーいや、さっきも叫びまくってたもんな。ヨーヘーは根性がねぇからなあ」

「え？　そのヨーヘーって俺のことっすか？　違いますよね？　自分、根性があることで有名な洋よう平へいですけど？」

「んじゃ見せてみろよ。有名なその根性ってやつを」

「上等っすよ」

　俺は手を差し出した。安い挑発に乗っている自覚はあったけど、ここまでコケにされて黙っていては男がすたる。

「ヨーヘー、違う。手じゃなくて足を出せ」

「………うぇ？」

　説明するまでもないが、人間の足の裏には数多くのツボがある。今この状況においては魔の地帯である。

　そこを出せ、と悪あつ鬼きが言っている。

　そこ押すから出せ、と羅ら刹せつが楽しそうに言っている。

　そんなことをされたら高確率で死んじゃう。死ななくても人体にかなりの不具合が生じちゃう。だから断る。簡単な方程式だよね。

「やっぱりやめま～す」

　差し出していた手を引っ込めて、兄貴から大きく距離を取った。

「逃げんのか？」

「は～い。逃っげま～す」

「テメェ、それでも男かよ。キンタマついてんだろっ」

「それがついてないんすよね～。どこいっちゃったのかな～」

　男がすたろうと何だろうと構うものか。見み栄えやプライドより命が大事だ。

「見損なったぞ、ヨーヘー」

「ですよね～。自分、根性なしですから見損なわれて当然っすよ～」

「……」

　兄貴がぺろりと舌なめずりをした。これは前兆モーション。おそらく飛びかかってくるだろう。兄貴のスピードは尋常じゃないけど、予測していれば辛うじて避よけられる。

　わけがなかった。

　擬音語で表すならフッとかビュンとかギュンとかになるだろうけど、兄貴がどう動いたのかは表現できない。目視できなかった。電光石火でも生ぬるい。これはもう瞬間移動と言うべきだ。

　気がつけば俺オレは兄貴に捕まっていた。右手で胸ぐらを、左手で右足を掴つかまれ、もちろん動けやしない。

　兄貴はそのまま足を持ち上げ、俺を床に倒す。そして無理矢理、靴と靴下を脱がす。

「兄貴、ダメっす！　俺の足、バイ菌だらけでドブ川みたいな臭においも――」

「うるせ」

「いやホントにマジで勘弁してください！」

「声出したら今後は足以外で歩くことな」

　んまあ、独創的な罰ゲームだこと。

「耐えることができたら一生、オレの舎弟にしてやるよ」

「……どっちにしても地獄なんですけど？」

「えいっ」

「―――――――」

　可愛かわいい掛け声と共に足のツボを押された俺は……気絶した。痛みを感じたのは一瞬で、絶叫すらできなかった。人間が鬼に足ツボを押されるとこうなるようだ。

　ただ、それが結果的には幸いした。

「おおっ……意外と根性あるじゃねぇかよ……」

　という兄貴の驚きの声で意識を取り戻した俺は、知らない間まに男を上げていた。あとで聞いたところによると、兄貴は本気の力で何度もツボをぐりぐり押したらしい。気絶って時には無敵だね。

　兄貴が驚いている隙すきに店の端っこまで逃げて、俺は再度、謀む反ほんの旗を掲げた。

「今のも引き分けでいいです。次は俺の番っす」

「もう終わりだ。もう十分、練習した。あー楽しかった」

　兄貴がいつでも逃げられるようにステップを刻んでいる。だが、心配しなくとも俺には超スピードも鬼腕力もない。だから言葉で攻める。

「ビビッてるんですか？　兄貴ともあろう御お方かたが？」

「おう。おっかなくてチビりそうだぜ」

　この戦法はもう通じないようだ。ならば、もう一つのウィークポイントを突くまで。

「まあ、そうですよね。何だかんだ言っても兄貴は女の子ですもんね。ビクビク怖がっている可愛かわいいらしい女の子にマッサージさせろとか、俺オレが間違っていました」

「………」

　手て応ごたえあり。もう一押しだ。

「うわあ、よく考えたら俺は変態じゃないか。可愛い可愛い女の子にマッサージをさせてくれとか、どうかしてる……。すいませんでした。もう終わりにしましょう」

「ま、待てよ。可愛いとか女の子ってオレのことか？　違うよな？　オレは男だぞ？」

「あーそっか。男同士だからマッサージしても変態にはならないのかー」

「そーゆーことだ」

　はい釣れた。兄貴、失礼ですがチョロイっす。

「ほらよ」

　と、兄貴がこちらに手を差し出してきたが、

「違います。手じゃなくて足です」

「はああ!?　テメェ、女の足をマッサージするつもりかよ!?」

「え？　女の？」

「あ、いや、女……にはするなよ？　オレは男だから全然いいけどな」

「わかってますって。じゃ、ここに座ってください」

　ポンポンとカウンター席を叩たたいて誘導。兄貴は超スピードを発揮せず、ゆっくりと椅い子すまで移動した。

「靴と靴下を脱いでください」

「……わ、わーってるよ」

　兄貴が素直に靴と靴下を脱ぎ、あらわになった素足がちょうど目の前にくるように俺は片かた膝ひざをついた。

「確認しておきますが、ヘニャったり変な声を出したりしたら、その瞬間から俺が兄貴の兄貴ですからね？　兄貴が俺の舎弟ですからね？」

「しつけぇな、ヘニャらねぇっつってんだろ！」

「そうですか。では……」

　兄貴の素足に触れると、

「きゃんっ」

　早くも色っぽすぎる声が聞こえた。

　そして、俺は早くも理性がグラグラしてきた。電光石火で脳が蒸発寸前になった。

　よく考えるまでもないけど、この状況、とてもエロい。女の子の素足――しかも、くるぶしよりも下に触るだなんて、ものすごくレアなことなんじゃないだろうか？　恋人同士でもなかなか実現しないシチュエーションなのではなかろうか？

　ああ、違う違う！　そうじゃない！

　これは謀む反ほんだ。聖戦だ。下心なんて微み塵じんもない。あるのは男の誇りと猛たけ々だけしい反骨心と若さとリビドーと違うそうじゃない男の誇りと猛々しい思春期と違う男の衝動と浪漫……

「い、行きます！」

　雑念を振り払い、俺オレは足ツボを押した。

「あっ……！」

　兄貴が普段よりも２オクターブ高い音域で喘あえいだ。触れられていない左足はピンと伸ばしたまま固まっていて、目をギュッと瞑つぶり、口はＹシャツを噛かんでいる。

　さらに押すと、

「……んっ……あっ……はぁ……んっ……！」

　シャツを食いちぎらんばかりに噛みしめた口から漏れる吐息。閉じた瞳ひとみからはうっすら涙が滲にじみ出て、顔全体が桃色に染まっている。

　俺は、本来の目的とは違う場所に猛ダッシュしそうになったので、

「ギブですか？　ギブですよね？」

「っ！」

　しかし、兄貴は首を横に振る。

「無理なら無理と言ってください！」



    

  
    
      



    

  
    
      「むり……じゃにゃいいっ！」

「今なら罰ゲームもナシにしますから！」

「やだぁ………」

「これじゃ俺オレはただの変態になっちゃうから！　もう負けを認めてくださいよ！」

「……おとこどうし……だっ、もん……」

「――ッ！」

　この瞬間、俺の中で何かが弾はじけた。最後の「もん」で起爆した。

　よく考えたら、だいぶ前から俺は変態だ。変なことはしませんとレイチェルに約束したのに、ものの数日で反ほ故ごにしている。なんと卑劣な男だろうか。きっと、今も厨ちゆう房ぼうの中から小こ鳥とりさんが見ているだろう。そして呆あきれているだろう。

　でも、男には行かにゃならん時があるのです。男が男であるために避けて通れない道があるのです。草食なんてクソ食らえだ。

　ということで。俺、行ってきます。猛ダッシュ、かまします。

「……わかりました。では、兄貴がヘニャっていない証拠として『私、こんなの全然平気なんだからねっ！』と言ってください。そしたら負けを認めます」

「なっ!?　な、なにをいっちぇ――」

「言わなきゃ認めません」

「うぅ……わ、わたし……こんなのじぇんじぇんんっ、平気なんだ……からにぇっ！」

「………」

　……変だな。もひとつグッとこない。椿つばきさんに教えてもらった「男の子が喜ぶツンデレ言葉」なのに、むしろ脳が冷却されつつある。一体、何がいけないのだろう？

「お、おい、言ったじょ！　だからもう放せよぅ……」

「んー……」

　兄貴の言葉が聞こえないフリして、思い悩む。

　すると、性愛を司る神エロスからの勅命が届いた。

「兄貴、今度は『ボク、気持ちいいとか思ってないよ』と言ってください」

「はああ!?　よ、よぅへぃ、正気にもど――」

「言わなきゃ認めません」

「………ううぅ……わ、わかったよぅ……」

　兄貴はピンク色の顔を両手で隠しながら、

「……ボク、き、きき、気持ちいい……とか、思って、ないよぉ……」

「――――ッ!!」

　俺の中の何か、昇天しました。神の御み言こと葉ばに間違いはなかった。

　いや、神が起こした奇跡ではない。ボクっ娘こゼリフは俺の中から生まれたものだ。

「つまり、俺オレこそが神か……」

「戻ってこおおい！」

　残されていた力を振り絞り、兄貴が硬直していた左足を振り抜いた。膝ひざが頬ほお骨ぼねに直撃。神は激しく吹き飛ばされ、めでたく地上に舞い戻られた。

　兄貴が大きく飛び下がり、床に転がっていた俺も起き上がる。

「……ヨーヘー、大丈夫か？」

「はい。骨は折れていないみたいっす」

「そっちじゃなくて……」

「……あぁ。どうにか人間に復帰できました」

「そ、そうか。んじゃ次は……」

　兄貴がハッとなり、バッとさらに下がって、ババッと胸の前で腕を交差させた。

　そういう危き惧ぐをするのも無理はない。この根性試しがエスカレートしていけば、最終的には兄貴が腕で隠した部分にまで神の汚れた手が伸びるかもしれない。

「……もう本当にやめましょう。俺の負けです」

　俺は降伏した。これ以上の暴走は許されない。本当に神様から天罰が下る。

「ま、まあ、ヨーヘーもなかなか根性あるぜ。だから罰ゲームはナシにしてやるよ」

「……あざっす」

「んだよ？　罰ゲームしたいのか？」

「そんなわけないですけど……はあぁぁぁ……」

　ここ最近の椿つばきさんみたいな深いため息が出た。最低な覚かく醒せいをしてしまったことには当然だけど、それ以外のことでも自分が情けなくなる。

「今回もダメだったか……」

　こんな調子じゃモコちゃんの檄げきに応こたえられない。けど、妙案は思いつかない。何を真ま似ねすればいいのかもわからない。こんな自分が腹立たしい。

「……ヨーヘー、こっち来い」

「え？」

「痛いことしねぇから、こっち来い」

　兄貴が手招きをしてカウンター席に俺を呼ぶ。内心、折せつ檻かんかとビクビクしながら指示に従って椅い子すに座ると、

「そんなに気張るなよ」

　そう言って、頭を撫なでてくれた。乱暴な手つきではなく、髪だけを優しく撫でてくれた。

「前にも言ったけどよ、オレは別にこの店が潰つぶれたって構わねぇんだ。潰れてもババァについていく。船長さえ変わらなけりゃ、ドロ船でも筏いかだでも何でもいい」

　俺の頭から手を放し、金メッシュの入った自分の髪をくしゃくしゃと掻かいて、

「オレみてぇなのを雇ってくれるのは、あのクソババァだけだからな……」

　そして、落ち着きのない手は俺オレの頭に戻って来た。コツンと小突かれた。

「ヨーヘーはオレの舎弟なんだから当然、オレについてくるだろ？　オレはババァについていって、ヨーヘーはオレについてくる。オメェがいるなら菜な月つきやモコも来るだろうし、姐ねえさんはきっとオレより先にババァの側そばに走っていくぜ。だから、なんつーか、潰つぶれないものもあるんだからよ、もう少し肩の力を抜けってことだ」

　言い終えてから兄貴はまた自分の髪を掻かいて、照れ隠しをする。

　俺も自分の手で小突かれた部分をさする。痛むフリをして、俯うつむいて、涙目を隠した。

　もうヤダ。本当に嫌になる。

　俺の兄貴が男前すぎて嫌になる。その男前が心のツボをグリグリ押してくるんだから、涙も出るってもんだ。

　俺はこぼれ落ちそうな涙をギリギリのところで堪こらえて、わずかに残った反骨心を兄貴に放つ。

「でもね、俺はやっぱりこの船がいいっす」

　ここだけはこだわりたい。

「だから、少しだけ肩の力を抜いて死ぬ気で頑張ります」

「……そーか。ま、適当に手伝ってやるよ」

「サボリ魔の兄貴に手伝いは期待していません」

「生意気言ってんじゃねぇ」

　鉄てつ拳けんが飛んできた。遅いパンチだったけど、避よけずに頭で受け止める。そしてそのまま頭を下げる。

「調子に乗ってすいませんでした！　俺は一生、兄貴の舎弟っす！」

「一生ついてくる気かよ。それは勘弁しろ。ウゼぇ」

「つれないこと言わないでくださいよぉ……」

「泣くな。男だろ」

　とまあ、拳こぶしでわかり合った男同士的な青春ムード満開で和んでいたら。

　ガタンと廊下から音がした。

　見ると、椿つばきさんが壁に寄りかかるようにして項うな垂だれていた。

「……一生ついてく………つまり……婚約！」

　呟つぶやき、細めた目でジーッと兄貴を見つめる。地響きがするような威圧感を込めて。

　これには世界一男前の兄貴も気け圧おされ、たじろぎながら俺に耳打ちをしてきた。

「……お、おい。姐さん、とんでもねえ勘違いしてるぞ。否定してこい」

「嫌っす」

　ホントにヤダ。ネガ椿さんにかかわるの超怖い。

「んだよ、ビビッてんのか！　やっぱ根性のねぇ野郎だな！」

「兄貴こそビビッてるじゃないっすか！」

「テメェ、キンタマ握りつぶすぞ」

「残念ながらついてないんすよ。俺オレ、根性なしのドヘタレですから」

　二人でなすりつけあっていると、椿つばきさんがふらふらとドアへと歩き出し、

「今日は私だけ……解散！」

　エース、まさかの早退。

　サボリ魔の兄貴が働かざるを得なかったことは言うまでもない。





　今日の収穫

　俺の兄貴は死ぬほど男前だけど、兄貴のボクっ娘こは確実に昇天できる。



　仕事を終えて家に帰った俺は、朝まで眠れなかった。新しいアイディアを寝ずに考えていたわけではなく、体に不具合が生じたからだ。

　具体的には言わないけど、トイレから出られなくなった……。



　今日の収穫・追記

　素人しろうとの足ツボマッサージは危険。



　この日も瑠る雨うから何度か電話が掛かってきていたけど、そういう理由なので電話に出てやれなかった。メールで事情を説明するのもねぇ……。



    

  
    
      


　木曜日　兄と妹





　本日の組み合わせは、俺オレと由ゆ比い川かわと兄貴。兄貴にとっては最もサボりやすい二人ということになる。案の定、スタッフルームから出てこない。

　で、よせばいいのに由比川が兄貴にお説教。それがあんまりにも長く続いたものだから兄貴が逆ギレして、

「コイツ、今でこそ偉そうにしてるけどよ」

　と、新人時代の由比川の恥ずかしい話を暴露し始めた。それは今の由比川からは想像もできないような珍エピソードだった。

　――が。

　その話はいずれまた機会があれば紹介しよう。

　この日にはもう一つ、触れなければならないエピソードがある。

　それは我が妹・瑠る雨うについてだ。ここ数日のメールのやりとりで、鈍感な俺もさすがに

不穏な気配は感じていた。なんとなく嫌な予感はしていた。

　瑠雨は激しい性格をしている。かなり激しい。苛か烈れつといってもいいだろう。

　たとえば昔、兄妹きようだいゲンカをした時に、

「お兄ちゃんが謝るまで口きいてあげない！」

　と、つむじを曲げた瑠雨は、俺が謝るまでの六ヶ月間、誰だれとも口をきかなかった。貝のように口を閉じて一切の音を発しなかった。俺が謝ってからは「瑠雨の方が悪かった」といった内容のことを何度も繰り返して三日間、俺を寝かせてくれなかった。瑠雨が六歳の時のことである。以来、兄妹ゲンカは一度もしていない。あの時の手に負えない感じは、暴走時の椿つばきさんに近いものがある。

　とまあ、散々な言い様だが、兄妹仲は悪くないんだ。むしろ、仲良しだと思う。瑠雨は俺を慕っているようだし、俺も瑠雨が可愛かわいい。ただ、昔から俺は心のどこかで妹の噴火を恐れていた。ケンカになりそうな雰囲気になれば俺から避けていた気がする。ここ数日、電話を無視していたのには、そんな理由もあったりなかったり。

　だけど、この日の深夜、瑠雨から電話が掛かってきて、いよいよ避けられなくなった。

「もしもし？」

　と電話に出るや否や、

『お兄さま！　どうして電話に出てくれないのですか何度も何度も掛けているのにメールもしてくれないし一体誰が何を脱いだのかわからないとルーは夜も眠れ――』

　思わず電話を切ってしまった。

　ね？　すごいでしょ？

　当然、またすぐに電話が掛かってきた。

「も、もしもし？」

『どうして切るんですか！』

「切ったんじゃないよ、切れたんだよ、なんか電波の調子がグダグダで」

『そうですかそれなら仕方ないですねそれよりも誰だれが脱いだのかを教えてくださいまさか本当に小さい子を脱がせたりしたんですかその上に玉子をかけてご飯と一緒に――』

　今度は意図的に切った。そして重いため息を三つ。どうしよう、初しよっ端ぱなからすでに手に負えない感がプンプンする……。

　またまた電話が掛かってきて、俺オレは悩んだけど結局、それに出た。

『……お兄さま、わざとでしょ？』

「ち、違うよ、電波がグダグダで――」

『ルー、泣きますよ？』

　これは最強の脅し文句である。その昔、父さんに怒られた瑠る雨うが「それ以上、怒ったら泣く」と言ってその後、八時間ぶっ通しで号ごう泣きゆうしたことがある。最後は貧血だったか酸欠だったかで救急車を呼ぶハメになった。以来、父さんは一度も瑠雨を叱しかっていない。

「……ごめん。わざと電話を切りました。だから泣かないでください」

『ルーこそごめんなさい。お兄さまに対して失礼な言葉遣いをしてしまいました』

「いや、言葉遣いはさほど問題じゃないというか……まあいいや、気にしないで」

　俺が謝るとその何倍も謝ってくる仕様は今も変わっていない。

「で、例の事なんだけど、誰も脱いでないから。安心して」

『そうなんですか！　良かったあ！』

「俺の書き方が悪かったね」

　と、つい謝ってしまったものだから、

『いえ！　そんな！　お兄さまはちっとも悪くありません。ルーの読解力が足りなかっただけです。それなのにお兄さまを疑ったり、お兄さまが汚れるぐらいならいっそこの身と共に……とか考えちゃって、ルーは妹失格ですね……』

「そ、そんなことないよ、瑠雨ほどの妹は世界中さがしてもいないよ」

『お兄さまは本当に優しいですね。でも、ルーがいたらぬ妹だというのは事実です……』

　ネガ椿つばきさんも同じようなこと言ってたな。やっぱり似てるよな。でも「いっそこの身と共に……」というのは瑠雨なら本当にやりかねないから笑えない。

「じゃ、そういうことで。俺はそろそろ寝るよ。おやすみ」

『お兄さま待って。まだお話があります』

　そうだろうとは思っていたけど、できれば聞きたくないなぁ。

「話って何かな？」

『アルバイトのことです』

「アルバイトがどうかした？」

『ルーは理解ができません』

　マシンガンのような口調ではないから、怒ってはいないのだろう。だが、あまり良くも思っていないようだ。

『お兄さまがアルバイトを始めた理由、パパから聞きました。聞いたのですが、ルーにはまったく理解ができません。少しも賛同できません。なぜお兄さまがアルバイトをしなければならないのですか？』

「それは父さんから聞いたんだろ？」

『人の上に立つ者にとって必要な資質が欠けている、とかいうやつですか？』

「そう、それ」

『お兄さまに何が欠けているというのでしょう？』

「主には人徳だな」

『人徳？　そんなのあるじゃないですか』

「俺オレもそう思っていたんだけど、全然ないみたいだ。今は自覚もしてる」

『いいえ、ありますよ。だって、ルーはお兄さまを愛していますもの。ほら、人徳あったでしょう？』

「そ、それはちょっと違うんじゃないかな……まあ、他にも足りないことはたくさんあるけどね」

『他には何が足りないのですか？』

「一般常識も足りないな」

『それはなくて当然です。むしろ、なくていいのです。お兄さまはいずれ世界の王になられる崇高な存在ですもの、一般人の常識など必要ありません』

「俺もそんな感じのことを思っていたんだけど、そういう認識こそが常識の欠如なんだと気づいたんだ」

「いいえ、それは違います。俗世間の浅い常識にかぶれることは非常に危険です』

「それこそ違うんだって。世間知らずのまま社会に出る方がよっぽど――」

『今はルーが喋しやべってるの！　黙って聞いて！　じゃなきゃ泣いちゃう！』

「……そ、そうだね。今はお兄ちゃんが黙って聞く番だね」

　普段は大人しくて優しい子なんだけどね……。

　電話の向こうで瑠る雨うは何度か深呼吸をして、落ち着いた口調でこう言ってきた。

『お兄さまのやっていることは、プロがアマチュアの大会に出場するようなものです』

「………ごめん。意味がわかんない」

『えーっと、だから……１００メートル走で、お兄さまは50メートル地点からスタートをできるのに、なぜかわざわざ規定のスタート位置から走ろうとしているようなものです。これでわかってもらえたでしょ？』

「瑠る雨う、たとえ下へ手ただなあ……」

『茶化さないでよおっ！』

「うそうそ、冗談！　すっごくわかりやすいなあ！」

　……ふぅ。瑠雨相手だとツッコミにもすごく神経使うぜ。

　下手なたとえだが、瑠雨の言わんとすることは何となくわかった。生まれながらにして『上うえ』な俺オレが『下した』になろうとしている。それが瑠雨には納得できないのだろう。

「でもね、瑠雨。俺はアルバイトを始めてからたくさんのことを学んだよ。知らなかったことをたくさん知って、自分に欠けているものがたくさん見えてきた」

『素晴らしいことだと思います』

　ですが、と繋つないで、瑠雨は穏やかな口調のまま苛か烈れつな言葉を放ってきた。



『それは本当に人の上に立つために必要なことですか？』



「………」

　俺は黙ってしまった。必要だろ、とすぐに言い返せなかった。

　瑠雨がさらに浴びせてくる。

『ルーは人徳なんて必要ないと思います。必要なものは能力です。圧倒的な能力があればいいのです。お兄さまにはそれがあります』

「そんなことはないよ」

『そんなことあります。お兄さまは誰だれよりも優れています。お兄さまは何一つ欠けてなどいません。だから今持っているものを磨けばいいのです。勝者の道を邁まい進しんしていればいいのです。常に勝者でいれば、敗者は黙ってついてきます。それが人の上に立つということでしょ？』

「………」

　また黙ってしまった。

　そこに、瑠雨はとどめの一撃を放ってきた。

『だからもう、無駄な時間を過ごさないでください』

「……無駄な時間？」

『アルバイトのことです。お兄さまがカフェでやっている雑務全般とやらの仕事が将来に役立つとは思えません。だから無駄なんです」

「無駄……」

『だって、財閥当主は下働きなんてしませんもの。お皿洗いがどれだけ上じよう手ずでも、お皿を洗う機会なんてないし、掃除なんて誰だれかにやらせればいいことだし、それから……』

　と、瑠る雨うは俺オレのやっている仕事がいかに無駄かを語り、弾切れになるまで語ってから、急に甘えた声を出した。

『お兄さまはルーのお手本なの。教科書なの。生きる指針なの。そんな人にブレてほしくないの。それをわかってほしいの。生意気なことばかり言ってゴメンね？　怒ってる？』

「……いや、怒ってないよ」

『さすがお兄さま！　心が広すぎです！　だから大好きなんです！』

　ここからは母さんの近況や今度帰国したらどこに行きたいといったような当たり障りのない話をして、瑠雨から電話を切った。

　喋しやべっていたのは瑠雨ばかりで、俺は適当に相づちを打つだけだった。

　反論めいたことは最後まで言えなかった。

　自分のしていることを全否定されたのに、何も言い返せなかった。

　だけど、それは、ケンカになることを怖れたからじゃない。

　妹の苛か烈れつな意見に憤りつつ、どこかでその言い分が正しいとも思っていたからだ。俺は瑠雨の言葉を全否定することができなかった。

「無駄じゃない、よな……？」

　自分しかいない部屋なのに、誰かにうんと言ってほしくて呟つぶやく。

　その時、携帯電話が音を鳴らした。また瑠雨からかと思って気分が重たくなったけど、そうではなかった。



　件名　明日

　データもそれなりに揃そろったから会議しよう。

　みんなにも声をかけておいたからね。

　じゃ、そういうことで。おやすみ。



　絵文字なしの素っ気ないこのメールに俺がどれだけ救われたか、彼女が知ることはないだろう。

　だから、あの恥ずかしい珍エピソードはやっぱり俺の胸にとどめておくことにする。



　今日の収穫

　由ゆ比い川かわとアドレス交換しててよかった。



    

  
    
      


　金曜日その１　綺麗なお姉さんと金色のモンスター





　今日、由ゆ比い川かわはバイトが休みなんだけど、

「家に帰ってからまた来るの面倒だし」

　とのことで、学校が終わってから一緒にハーヴェストへ向かった。

　本日のメンバーは、俺オレとモコちゃんと椿つばきさん。俺＋モコの組み合わせは、残りの一人がしっかりしていないと店が回らなくなるのだが、最近の椿さんは俺＋モコよりもしっかりしていないので由比川がいてくれるのは心強い。

　と、思っていたのだが。

「おはようございます。今日はいいお天気ですね」

　店に入るなり、穏やか聖母スマイルを浮かべた椿さんが挨あい拶さつをしてくれた。先日までの鬱うつ々うつとした表情はどこにもなく、声は朗らかで滑舌もいい。動きにも気品が溢あふれている。しかしながら、それでも「また新たな一面」と言わざるを得ない。

　一面というか外見。

　今日の椿さん、メガネをかけていらっしゃる。

「椿さん、それ、どうしたんですか？」

「え？　それって、どれですか？」

　メガネを指でくいっと上げながら聞き返された。

「そのメガネです」

「あー、これのことですか。近ちか頃ごろ、物が見えにくく感じていましたので昨日、眼科に行きましたの。そうしましたら、視力がグーンと落ちていましてね、メガネを掛けるようにと言われたんです」

「そうなんですか。あ、なるほど。だから最近、由比川と兄貴を細めた目でジーッと見ていたんですね？」

「そうなんですのっ。コンタクトでも良かったんですけど、特に理由もないですけれど、メガネにしてみましたのっ」

　やけに冗じよう舌ぜつな椿さんがカウンターの中から俺の側そばまでやって来て、

「に、似合っていますでしょうか？」

「もちろん」

「えーっ！　そうですか？　自分では似合っていないと思っていたのですが、楠くすの木きさんがそうおっしゃってくれるのならメガネにして良かったわあ！」

　整った顔立ちの椿つばきさんはメガネもよく似合う。よく似合うんだけど……今の椿さんよりメガネが似合う人を知っているだけに……正直、微妙だ。

「モコもメガネしてみたいです。椿さん、ちょっと貸して？」

　興味津々のモコちゃんがお願いすると、椿さんはコンマ数秒で真顔になった。

「蒼あお井いさん、視力は？」

「モコ、すごくいいです」

「それならメガネなんて必要ありません」

　お菓子をねだる子供を黙らせる母親みたいな厳しい口調だった。すぐに優しい微笑ほほえみに戻り、今度はカウンター席でパソコンを見ている由ゆ比い川かわに話しかける。

「由比川さん、今日はメガネをかけてらっしゃらないのね？」

「ええ、まあ、色々とありまして……」

「由比川さんは裸眼の方が素敵だわ」

「あ、あはは……」

　由比川がものすごく微妙な作り笑いを浮かべ、俺オレには目で「余計なことを言うなよ」と言ってきた。俺も目で「わかっている」と返す。

「そういえばウチのスタッフでメガネを掛けている人はいませんね。やだわ、私これからメガネキャラってことになっちゃうのかしら。椿＝メガネの人になっちゃうのかしらっ」



    

  
    
      



    

  
    
      　嬉うれしそうに言う椿つばきさん。俺オレと由ゆ比い川かわは目で会話。

「……おい、どうする？　やっぱ言う？」

「言うなら洋よう平へいが言って。私にそんな勇気はない」

「俺だってそんなチャレンジ精神はないよ。我が身が愛いとおしくてたまらないよ」

　結局、触らぬ神になんとやらということで落ち着いた。

　その後、金曜日ということもあって店は大忙しだったのだが、絶好調のメガネ椿さんがすべて一人で応対した。由比川はおろか、俺もモコちゃんも出る幕がないぐらいの完かん璧ぺきな仕事っぷり。

　閉店間際にやって来た兄貴がその姿を見て、

「……これはこれでちょっと怖こえぇな」

　と言っていた。



　そして、閉店後――。

　店の片付けを終えて、第３回売り上げアップ作戦会議を始める前に、由比川がプリントアウトしたデータの束を俺に渡してきた。そのまま二人で打ち合わせをする。

「読んだらわかるけど、やっぱり新メニューの開発が一番いいと私は思う。斬ざん新しんじゃないから洋平は気に食わないかもしれないけどね」

　そこはモコちゃんのおかげで考えを改めることができた。

「俺もそれが一番いいと思う。メニュー開発の線でいこう。そこに異論はないんだけど、そうなるとさ……」

「うん。言った方がいいね。というか、紹介するべきだよね」

「だよなぁ……」

　新メニュー開発と方針を決めた以上、厨ちゆう房ぼうの中の人こと五十嵐いがらし小こ鳥とりさんにもこの会議に参加してもらう方がいい。いちいちフロアと厨房を行き来したりするのは効率が悪いし、小鳥さんがスタッフと顔を合わせる絶好の機会になる。

　だから、彼女を紹介するべきだと俺も思う。

　けど、とても気が重い。

　椿さんが今でも嬉しそうにメガネをくいくいしてるから余計、憂ゆう鬱うつになる。小鳥さんを見た途端、ネガモードが発動するだろう。最悪、ダークサイドに堕おちる。どうして教えてくれなかったのですか、楠くすの木きさんは椿のことが嫌いなのね、心の中で大爆笑してたのね、とか言われる俺の姿が容易たやすく想像できる。

　兄貴とモコちゃんに紹介するのも不安だ。爆弾に爆弾をぶつけるようなものだ。最悪、血を見ることになる。キレた兄貴を止めようとした俺が血を流すハメになる。その光景がリアルに想像できる。あぁ、気が重い胃が痛い家に帰りたい……。

「がんばって」

　由ゆ比い川かわが肩を叩たたいてきた。

「ありがと。由比川も手伝ってくれると助か――」

「がんばって」

　ぽむぽむ肩を叩いてくる。これは応援しているように見せかけた逃避行動だ。

　仕方ない、これも下っ端の仕事だ――と割り切って、俺オレは皆みんなの中心に立った。

　咳せき払ばらいを六つほど挟んで、長～い深呼吸もして、

「えー……会議を始める前に、みなさんにご紹介したい方がいらっしゃいますのですが、めんどくせぇ、つーか家に帰らせろ、平日に呼び出すんじゃねぇよブッ殺すぞ、といったご意見がございましたら遠慮なく言っていただけると私、楠くすの木き洋よう平へいが非常に助か――」

「長なげぇぞ、ヨーヘー。さっさと話を進めろ」

「その方は厨ちゆう房ぼうの中の人でしょう？　是非とも紹介してください」

「モコも見てみたいです」

「そう、ですか……」

　主に兄貴からの忌き憚たんなき意見を期待していたんだけど、仕方ない。ああ、仕方ない。

「わかりました。では……小こ鳥とりさーん、フロアに出て来てもらえますでしょうか」

　と、俺は厨房に呼びかけた。

　しばらくして、ガラン、とドアベルが鳴った。

　金髪碧へき眼がんの究極美少女・五十嵐いがらし小鳥さんが、その美しすぎる顔を俯うつむけて隠しながら店に入って来た。

　で。

「う、うおぉ……」

「わあぁ……」

　兄貴とモコちゃんが声を揃そろえて驚き、

「か～わ～いいですうぅっ！」

　モコちゃんが瞳ひとみをキラキラさせながら小鳥さんに駆け寄る。

　兄貴は可愛かわいいとは言わなかったけど、

「すげぇ、人形みてぇだな……ヨーヘー、あれさわってもいい？」

　と、可愛いと言う以上に可愛らしいこと言って、モコちゃんよりも先に小鳥さんに近づいた。そして、兄貴が兄貴らしからぬおどおどとした手つきで小鳥さんの頭に触れようとしたら――

　ぱん、と小鳥さんが兄貴の手を払った。

　それから、小さな小さな声でひと言。

「…………さわるな、チンピラ」

「………」

　戦いくさの神様が顔を引きつらせて固まった。

「………お、おい、ヨーヘー……」

　肩と声を震わせながらくるりと振り返り、血走った猛獣の瞳ひとみで俺オレを睨にらむ。

「テメェどーゆー教育してんだコラぁ！」

「俺の係じゃないっすよ！」

「うるせえ！」

　こめかみに回し蹴げりが二発。はいはい、予想どおり予想どおり。あ、血が出てないから予想どおりじゃないか、あはは………はぁ。

「アッキーは乱暴者ですね～。だからチンピラとか言われちゃうのです」

「だ、黙れモコ！　アッキーって呼ぶのやめろっつってんだろ！」

　俺も初めて聞いたけど、モコちゃんはそう呼ぶのか。俺が呼んだら回し蹴りどころじゃすまないだろうな。何だかんだ言っても兄貴は俺しか殴らないからな。

「そうやってす～ぐ怒るから怖がられるのです。ねぇねぇ、小こ鳥とりちゃん、モコはとっても優しいのでち～っとも怖くないですよ～」

　まるで赤ん坊をあやすように言って、モコちゃんが小鳥さんの頭を撫なでようとした。

　だが、小鳥さんはその手もパンと払って、例によってぼそりと毒を吐いた。

「…………うるさい、おっぱいオバケ」

「………」

　天使姿のアイドルが笑顔のまま固まった。そしてその凍りついた笑顔を俺に向けて、

「洋ようちゃん、ちょ～っとだけ目を閉じててくださいね。モコ、今から未成年には見せちゃいけないことをしますから」

「オレも手伝うぜ、モコ」

「モコちゃんも兄貴も落ち着いてください！」

　俺は小鳥さんの前に立ち、両手を広げて盾になる。

「お二人が怒るのも当然ですけど、小鳥さんも決して悪気が……あるかもしれませんが、悪い人ではないんです。人慣れしていないだけというか……ね？　そうでしょ？」

　と振り返って小鳥さんに同意を求めたら、彼女はキュッと鼻をつまんで、

「………チェリー臭くさい」

「こんんのクソガキぃ！　さくらんぼの香りなら素敵だろうがああ！」

「あーもう、なにやってんのよ洋よう平へい！　いい加減、接し方を覚えなさい！　アキラさんもモコさんもわかったでしょ？　小鳥ちゃんは難しい人なんです。あまり刺激しないでください。それよりも早く会議を始めましょう。小鳥ちゃんもそれでいいよね？」

　と、由ゆ比い川かわが俺を押さえつけながら小鳥さんに尋ねたら、

「………吠ほえるなチビ」

「私の方がおっきいもんねえええ！」

「………どこが？」

「どこ見てんのよ！　こ、ここは……私の方がちっさいけど、身長は勝ってるもん！」

「………そういうことにしてあげる」

「なにその上から目線……こんんんんのチビぃ！」

「わー！　由ゆ比い川かわ、落ち着け！」

　怒り狂う由比川を羽は交がい締じめにして押さえると、その横から戦闘モードに入った兄貴と不気味な笑みを浮かべたモコちゃんが進み出て、

「もう我慢ならねぇ。金髪を全部引っこ抜いてやる」

「アッキーの鉄てつ拳けん制裁とモコのトラウマになるエッチなお仕置きどっちがいいですか？」

「待って待って待って！　そういうのは洒落しやれにならないですから！」

「うっせぇ、邪魔するならテメェから消すぞ」

「洋ようちゃんからお仕置きしてもいいのですよ？」

「………そうしてもらえ。チェリー臭くさいのが治る」

「純潔を馬ば鹿かにするなあああ！」

「あーもう！　臭いのは事実なんだからそこは認めなよ！」

「………チビだってヴァージ――」

「それ以上言ったら本気で怒るぞチビぃぃ！」



「いい加減にしなさい!!」



　椿つばきさんの怒鳴り声が一触即発のムードを切り裂いた。

　俺オレを筆頭に、青筋を立てて罵ののしりあっていた一同が一瞬で黙る。

　椿さんも無言で、ゆっくりと小こ鳥とりさんに近づく。あれ、椿さんメガネ掛けてませんね、なんてとても言えない圧倒的な威圧感を放ち、小鳥さんの前に立った。

　小鳥さんは恐れ戦おののき、後ずさりしながら、だけど例によってまた暴言を吐いた。

「………な、なに？　おばさん」

「………」

　椿さん、無言。顔色一つ変えない。それが余計に怖い。

　ああ、終わった……。

　と、俺は最悪の事態を覚悟した。半ば諦あきらめてもいた。もう終わりだ。もうフォローしきれない。椿ベイダー様による凄せい惨さんな制裁も隠せないだろう。いずれ世間の明るみに出て、その結果、このカフェも消滅する。

　俺オレ以外のみんなもそう思ったに違いない。誰だれも椿つばきさんを止めようとはせず、黙って見つめている。

　そして、椿さんがすっと手を振りかざし、小こ鳥とりさんがギュッと目を瞑つぶって――

「めっ」

　こつん、と小鳥さんの頭にゲンコツが落ちた。予想を大きく裏切り、レイチェルが俺を殴る時の何百分の一ぐらいの力の、なんとも可愛かわいいお仕置きである。

「………え？」

　とは、椿さん以外の全員が発した音。小鳥さんも例外ではなく驚いている。

　そんな中、椿さんはしゃがんで小鳥さんと目の高さを合わせた。

「女の子が乱暴な言葉遣いをしてはいけません」

「………う、うるさい」

「もう一回、めっをしましょうか？」

「………ヤ。でも、言葉遣いは直さない」

　ふて腐れながら顔を背そむける小鳥さんに、椿さんが優しく問いかける。

「どうしてかしら？」

「………だって……」

「だって？」

「……ウチばっかり言われるのイヤやもん。みんなウチに言うもん。金髪とか変な目とか変な喋しやべり方とかチビとか、みんなみんな言うもん……！」

「………っ」

　と俺は、涙を浮かべ海のようになっている小鳥さんの瞳ひとみを見て、唇を噛かんだ。

　俺は小鳥さんの過去を知らない。だから憶測でものを言うのはよくないけれど、彼女はきっと辛つらい経験をしてきたのだろう。その、人の目を惹ひきつける美しい容よう貌ぼうが攻撃の的になったりしたのだろう。人目を避け、閉じこもってしまうほどに。

　あくまで俺の身勝手な想像で、もし当たっていたとしても俺がやったことではない。

　だけど、今、俺たちは彼女にひどいことを言った。

　言われたから言い返したのだが、それで自分が正しいと胸を張れるわけじゃない。罵ば詈り雑ぞう言ごんは次々と出てくるのに、涙目になっている小鳥さんを慰めるような素敵な言葉は出てこない。何も言えずに唇を噛むことしか出来ない。

　由ゆ比い川かわと兄貴も俺と同じような顔をして、同じように何も言えずにいる。

　モコちゃんは……ぽけーっとしているけど、何も言わないから同じようなことを考えていると思う。多分。

　とにかく、俺たちは椿さんに期待した。いや、委ゆだねた。凶悪なモンスター誕生の原因となった悲しい過去ごと癒いやすような素敵な言葉を期待し、その役目を彼女に委ねた。

　しかし。

「どんな理由があっても乱暴な言葉遣いはいけません」

　穏やかだからこそ冷たく感じられる言葉で椿つばきさんは突き放した。

　それから、

「あなたたちにも言っているのよ？」

　と、俺オレたちにも冷淡に言ってから、ようやく「うふふ」と微笑した。

「なんて、偉そうなことは言えないわね。私も時々、ひどい言葉を使うし、何より、私はあなたたちが言い争いをしているのが嫌いじゃないのよね。だって、汚い言葉の裏に愛が感じられるんですもの」

　全身鳥肌もののこそばゆいセリフなのに、聖母様の口から出るとなぜか寒気を感じさせない。

　椿さんが顔を引き締めて、続ける。

「でもね、それは仲間同士だから許されるのよ？　お互いのことをよく知っていて、どこまでなら冗談で済むかの線引きもきっちりしていて初めて許されるの。よく知らない相手……ましてや初対面の人には許されないわ」

　そういえば、と思い出した。俺が働き始めたばかりの頃ころ、由ゆ比い川かわも同じことで椿さんに怒られていた。俺もその時、相手を思いやる心が大切だと教わった。

　あれから約一ヶ月。由比川の俺に対する言葉遣いは相変わらずだが、椿さんはもう怒らない。呆あきれた苦笑はするけど、叱しかりはしない。兄貴が俺をボコにするのも困った顔で見ているだけ。椿さん本人もモコちゃんと罵ののしりあったりしたけど、遺い恨こんはまったくない。

　それはつまり、俺たちが「許される仲」になっているということだろうか？

　だとしたら、俺たちと小こ鳥とりさんはどうか。

　それはまだだ。まだ許されない。まだまだよく知らない間柄だ。

　だから。

「ケンカの前に、まずは自己紹介が先じゃないかしら？」

　椿さんの問いかけに、俺たちは「はい」と返事をハモらせた。

　小鳥さんも不満げに唇を突き出しながら、首を縦に微動させる。

　こういう時は一番下っ端が真っ先に動かなければならない。俺はすでに自己紹介をしているんだけど、まあ、そんな野暮なことを言うのはやめよう。

　小鳥さんの前に進み出て、うおっほん、と大きく咳せき払ばらいをしてから、

「初めまして、楠くすの木き洋よう平へいです。太平洋の洋に太平洋の平で洋平です……が、最近はロリ平へいだのバカボンだの色んな呼び方をされていますので、小鳥さんも好きに呼んでください」

　小鳥さんはどう反応していいのかわからないといった様子でキョロキョロと周りを見てから、再び俺を見て、

「………く、楠くすの木き」

　呼び名が決定したらしい。ロリ平へいなんかよりずっとマシなので文句などない。

　由ゆ比い川かわがぴょこんと跳ねて俺オレの隣に立った。

「由比川菜な月つきです。私のことも好きに呼んでください。おすすめは、なっちゃん、です。見てのとおり私はちっさいけど、ちっさ可愛かわいい服を売ってる店なら誰だれよりも詳しいから、いつか一緒に行こうね」

　小こ鳥とりさんは「ん」と小さく頷うなずいて、

「………行ってあげてもいいよ、なっちゃん」

　由比川の片っぽ八重歯がニョキッと顔を出した。

　続いては兄貴。気け怠だるく髪を掻かきながら、どこか照れくさそうに、

「オレは蜂はち矢やアキラ。よろしくな。アッキーとか呼んだらブッ殺すからな」

「………アッ――」

「あん？」

「は、蜂矢」

「……ま、ギリギリ許してやるよ」

　早くもハーヴェストノリを覚えつつある小鳥さんに、兄貴が唇の端を吊つり上げて男前に笑う。

　次はモコちゃん。尻尾しつぽを揺らしながら小鳥さんの前まで歩き、

「モコです。モコのことはモコでいいです。モコは小鳥ちゃんを小鳥ちゅんと呼ぶことに決めました。小鳥だからです」

「………ちゅ、ちゅん!?」

　やや呆ぼう然ぜんとする小鳥ちゅん。そうそう、モコちゃんとの接し方はそれで合ってるよ。

　最後にエース登場。また小鳥さんの前にしゃがみ、目の高さを合わせる。

「初めまして、姫ひめ野の椿つばきと申します。五十嵐いがらしさんにはこうして面と向かってお礼を申し上げたいと常々、思っていました。いつも美お味いしいまかないをつくってくださってありがとうございます。それぞれの嫌いなものを入れずにつくってくれて本当にありがとう」

　えっ、そうなの？

　という感じで俺以外の三人が顔を見合わせる。

　どうやら小鳥さんの心配りに気づいていたのは椿さんだけらしい。

「これからも美味しいお料理と末永いお付き合いを宜しくお願い致します。そして、たまには仲良くケンカもしましょうね」

　椿さんが小鳥さんの頭を優しく撫なでた。誰も触れられなかった金色の髪を母親のような手つきで撫でた。俺もしてもらったことがあるから、よくわかる。あれは魔法の手なんだ。ささくれだった心を嘘うそみたいに癒いやしてくれるんだ。

「………ん、ん」

　と、小こ鳥とりさんは大きく何度も頷うなずき、碧あお色いろの瞳ひとみからは大粒の涙が流れている。

　俺オレの隣からも、ぐすん、と鼻をすする音が聞こえてきた。もらい泣きしている由ゆ比い川かわに小声で言う。

「そのハンカチ、あとで貸して」

「おいヨーヘー、男のくせに泣くんじゃねえよ。情けねぇな」

「アキラさんだってちょっとウルウルしてるじゃないですか」

「し、してねーよ！　菜な月つきテメェまたあの話すんぞ」

「みんな泣き虫ですね～」

「……モコちゃんは感動しないの？」

「モコは強い子なので自分に関係ないことでは泣かないのです」

「モコ、お前ってなんかすげぇよな……」

「「同感です」」

　とまあ、俺たちが感動的な空気を壊しながらも、いよいよクライマックスシーン。

「さあ、五十嵐いがらしさんの番ですよ」

　椿つばきさんが促し、小鳥さんが「ん」と頷く。顔を上げ、涙目で一同を見回す。

　そして。

「………お母さん」

　と言って、椿さんに抱きついた。

「んなっ!?」

　これまでどんな暴言にも顔色を変えなかった椿さんが凶悪さの欠片かけらもない優しい単語に絶句した。

　もちろん、俺たちも絶句。というか、意味がわからない。

　小鳥さんは椿さんの胸に顔を埋うずめながら嬉うれしそうに言った。

「玲れい奈な以外にもう一人、お母さんができた。椿の言うことなら聞く」

「そ、それは嬉しいですけど、素直に喜べないと言いますか、と、とりあえず離れてもらえませんか？」

「ヤ」

　小鳥さん、頑として離れない。

　椿さんは今まで見たこともないぐらいに狼ろう狽ばいして、

「で、では、せめてお母さんはやめてもらえますか？　私はまだじゅう…………」

　じゅう……？

「え？　何ですか？　じゅう……何ですか？」

　と、俺が皆みんなを代表して質問。

「……何でもありません」

「もしかして年齢のことですか？　そうでしょ？　そうですよね？　じゅう……何歳なんですか？　18？　まさかの14とか？」

「楠くすの木きさん、あんまりしつこいと消すわよ？」

「………はい。ごめんなさい」

　本当に消されると思った。椿つばきさんも本当に消す気だったと思う。やっべ、俺オレまだ椿さんとの線引き曖あい昧まいだわ。デッドライン見誤ってるわ。

　椿さんの最も凶悪な一面を見ても小型モンスターは側そばから離れない。体格差もあって、本物の親子のようである。

　まさに聖母様となった椿さんに俺は言う。

「さすがですね」

「え？」

「小こ鳥とりさんがこんなに懐なつくのは椿さんだけです。さすが、我らがバイトリーダー」

　本人は「失格だ」なんて言って落ち込んでいたけど、全然そんなことはない。

「ホントホント、椿さんにしかできませんよ」

「ですです」

「やっぱ姐ねえさんには敵かなわねぇな」



    

  
    
      



    

  
    
      　次々に褒めそやされ、椿つばきさんは観念したらしい。

「……まったく、あなたたちったら口が達者なんだから。わかりました。お母さんでいいです」

　母は子を胸から放し、その手を優しく握って、

「さあ、みなさんに自己紹介をしましょうね」

「……ん」

　小こ鳥とりさんが目の眩くらむような笑顔で頷うなずき、美しすぎる顔を堂々と俺オレたちに向けた。

　そして。



「初めまして、五十嵐いがらし小鳥です。年は二十歳です」



「「「「「んなっ!?」」」」」

　アルバイトスタッフ一同による美しすぎるハモリでした。



    

  
    
      


　金曜日その２　第三回売り上げＵＰ

　作戦会議・遂に完成！





「――というわけで、そろそろ本題に入りましょう」

　俺は皆みんなの中心に立ち、未いまだ混乱覚めやらぬ空気を無理矢理に引き締めた。

　小鳥さんはまさかの成人発言の後「アルバイトではなく社員である」とも付け加えた。よく考えたら、あのレイチェルがバイトだけに店を任せるはずもなく、社員がいることは驚きでも何でもない。いや、驚いたけど、年齢の驚きとは比べるまでもない。

　その小鳥さんに相も変わらずベッタリと張りつかれている椿さんは、

「………大人に……お母さん………未婚のシングルマザー……」

　と、軽い放心状態で呟つぶやいている。ネガでもダークでも暴走モードでもなく、純粋に落ち込んでいる。今の彼女に慰めは逆効果。そっとしておこう。

　由ゆ比い川かわにもらったデータ表を片手に、会議を進める。

「みなさんに協力いただいて、これまで色々と検討というか模索というか迷走をしてきましたが、やはり新メニュー開発でいこうと思います」

「んなことは小こ鳥とりが出てきた時からわかってんだ、もっと具体的に言え。テンポ悪わりぃぞ」

「す、すいません」

「謝んなくていいからとっとと進めろっつってんだよ」

　それでは、由ゆ比い川かわデータを参考にしてテンポ良く解説していきます。

　まず、客単価を上げているのはサイドメニューであるということ。

　その内訳――売り上げ額の比率はフードが６でデザートが４。厳密には64％と36％なのだが四捨五入して６：‥４とする。

　ここで一いつ旦たん、フードに着目してみよう。

　フードの注文はランチタイムとディナータイムに集中しており、その時間帯は店もほぼ満席状態になっている。つまり、理想的な回転率なのだ。

　詳細な数字は明記を避けるが、売り上げも考えられる限りでは理想的だ。値段を上げるなどすれば、この上も目指せるのだが、それは諸もろ刃はの剣つるぎ。客が離れていく可能性もある。もし成功したとしても売り上げの伸び幅はそれほどでもない。ハイリスクローリターンな賭かけだ。現状で理想的な数字を出しているのに、あえて冒険をする価値は見みい出だせない。

　そこで、デザートだ。伸びしろが多いジャンルにテコ入れを図る。

　デザートの注文はランチとディナーの間、いわゆるアイドルタイムに集中する。ご存じのとおり、夕方（特に平日の夕方は）お客さんが少ない。

　モコ祭りで有名な火曜日がなぜダントツの売り上げを誇るのかというと、平日の夕方に押し寄せるモコファンが、もれなくケーキセットを注文してくれるからである。

　単純な話、毎日がモコ祭り状態ならいいのだ。そしてそれは不可能な話ではない。

　実は、火曜日と他の平日夕方の客数には、あまり差がない。日によっては火曜日以上になることもある。

　さらに、男だらけになる火曜日と違い、他の平日夕方は女性客がメインだ。

　にもかかわらず、火曜日がダントツの売り上げ。

　このことからわかるのは『女性客はあまりデザートを食べない』ということである。

　女の子は甘いものが好き――というイメージを持っていたので俺オレも意外だった。

　だが、由比川データがそれを証明している。「来店者の中でデザートを注文する女性客の割合」を計算すると30％弱にとどまるのだ。しかもその30％弱が……と数字の話をすればキリがないのでここらでやめておこう。

　ようするに「女性客にもっとデザートを食べてもらおう」ということだ。30％が40％になれば、それだけで売り上げはかなり伸びる。

　俺たちが今、生み出すべきなのは『女性客の目を惹ひくデザート』『女性客が食べたくなるようなデザート』なのだ。

　以上、解説終わり。尚なお、データはあくまでウチの店のものなので、あしからず。

「――で、それってどんなものですか？」

　と、女性スタッフに尋ねてみた。今、俺オレたちはテーブルを二つくっつけて、その周りに輪になって座っている。俺から見て左回りで順番に返事が返ってきた。

「それがわかれば苦労しないよ」

「オレは甘いもの苦手だからなぁ、よくわかんねぇ」

「モコもケーキ食べないです」

「私は甘いものは好きですけど、和菓子専門なので……」

「………」

　最後は椿つばきさんにベッタリの小こ鳥とりさんね。それにしても離れないな、この人。

「やっぱりみなさん意外と食べないんですね。由ゆ比い川かわなんか好きそうなのに」

「好きだよ。超好きだよ。でもほら、太るのイヤだしさ、そういうの考えてると食べるの控えちゃうんだよねぇ」

「ご飯は二人前食べるのに？」

「そんなに食べないよ！」

「由比川さんの気持ち、よくわかります……」

　と、椿さんはテーブルの下でお腹なかを撫なでた。二人とも全然太ってないと思うんだけど、男と女じゃそこらへんの基準が違うのかな。

「モコは食べても太らない体質なので気にしませんです」

「オレも。つーか、食った分だけ体を動かせばいいんだよ」

「「………チッ」」

　由比川と椿さんが舌打ちをした。俺も今のはモコちゃんと兄貴が悪いと思う。

「太る太らねぇは今は関係ねえ。話を戻そうぜ。オレは、姐ねえさんが言った和菓子ってのは案外アリだと思うけどな」

　と、効率重視の兄貴が会議を推し進めてくれた。由比川がすぐに反応する。

「抹茶ケーキとかいいかも～」

「それもいいんだけどよ、これぞ和菓子って感じの……たとえば饅まん頭じゆうとかさ」

「大福とかあんみつとかぜんざいとか！」

　と付け足したのは椿さん。椿さんがたまに子供っぽい喋しやべり方すると激可愛かわいいよな。

「カフェっぽくなくて逆にいいかもですね。うあ～、こんな話してると和菓子が食べたくなってきちゃった～」

「由比川、さっき晩ご飯食べたばっかりじゃなかったか？」

「う、うるさい！　甘いものは別腹なの！」

　きっと由比川はデザートを食べてくれるタイプの女性客だろう。控えちゃうんだよねぇとか言ってるけど控えてないだろう。

　でも、別腹の持ち主の存在はありがたい。新メニュー開発は食べるのも仕事だ。

「てことで、まずは和菓子から検討したいんだけど………小こ鳥とりさん、つくれます？」

　そう尋ねると、小鳥さんは椿つばきさんにしがみつきながら、

「…………ん」

　と微かすかに頷うなずいた。できるんだ～偉いね～すごいね～とか甘ったるい声で褒めたくなる。頭を撫なで撫でしてあげたくなる。俺オレ、本当にヤバいのかも……。

「………でも、材料がない」

「あーそっか。じゃあ、和菓子案はひとまず保留にして、別の案も考えましょう。女性が食べたくなるようなケーキって、どんなものですか？」

　いいところまで進んで、ふりだしに戻る。こんな時は兄貴の推進力が頼もしい。

「ウチで出してるデザートを確認しようぜ。ヨーヘー、メニュー持ってこい」

「っす」

　俺は三秒でテーブルとレジを往復して、メニューを持ってきた。兄貴がそれを広げて、デザートメニューを順番に読みあげていく。

「ショートケーキ、チーズケーキ、シフォンケーキ、ガトーショコラ、モンブラン、ミルフィーユ、アップルパイにフルーツタルトか……ベタなラインナップだけど有名どころを押さえてるとも言えるな」

「………っ」

「あぁ、五十嵐いがらしさん、泣かないで。あれでも蜂はち矢やさんは褒めているの。怖くないわよ」

　椿さん、早くも母親っぷりが板に付いてきたなぁ。

「由ゆ比い川かわ、これ以外にはどんなケーキがあるんだ？」

「有名どころはティラミスとかバームクーヘンとかかな。あと、ケーキとは少し違うかもしれないけど、シュークリームとかエクレアとかマカロンとかマフィンとか――」

「もういいよ。ありがとな。とりあえず今挙げた中で由比川は何を食べたいと思う？」

「それはその時の気分とか体調とか空腹具合とか天気とか――」

「もういいよ。ありがとな。まさか天気まで関係してくるとは思わなかったけど、諸もろ々もろの条件がベストな時に由比川が何を食べたくなるのか教えてくれ」

「ベストコンディションなら全部」

「全部ナシ。１個だけ」

「えーっ、ベストコンディションで１個だけとかありえないよぉ」

　コイツが客になってくれれば問題解決する気がしてきた。

「てゆーか、種類が多いのは嬉うれしい反面、１つに絞りきれなくて悩ましいんだよねぇ」

「その気持ち、痛いほどわかりますわ。あれこれ悩み過ぎちゃって結局、定番メニューで落ち着いたりするんですよね」

「ですよね～」

「定番メニューで、というのは俺オレもわかる気がします。食べたことのない料理を頼むのはちょっと勇気がいりますよね」

「わかるぜ、ヨーヘー。しかもその料理がマズかったりしたらよ、これなら無難に定番を食っときゃよかったって気分になるよな」

「なるっす」

「え？　食べたことないのは逆に食べたくなるでしょ。即決だよ、即決」

「わかりますわ、由ゆ比い川かわさん。もし美お味いしくなくても、これは私の口に合わないなということを覚えられますもんね」

「もんね～」

「二人とも言ってることが矛盾してるような……」

「え？　どこが？」

「悩むのか即決なのかどっちだよ、ってことだろ？」

「それっす」

「それとこれとは話が違いますよ」

「んじゃ、ウチのデザートでも食べたことのないものがあれば、菜な月つきはそれで即決するんだな？　目新しいメニューを追加した方がいいってことだな？」

「んー……それはまた話が違うというか……」

「「どっちなんだよ！」」

「ど、怒鳴らなくてもいいでしょ！　ああん、椿つばきさん助けてぇ」

「そうね、私だったらやはり食べたことのないもので即……いや、でも……んー……」

「「………」」

「なんで椿さんには怒鳴らないのよ！」

　無茶言うなよ、由比川。そんな怖いことできないよ。

「つーか、ウダウダ悩む時間がムダなんだよな。いつまでたってもメニュー睨にらんでる客がいるけど、あーゆーの見ててイライラすんだよ」

「それは言っちゃいけない気もしますが正直、俺も同感です。とりあえずアンタの好きなもの食べておけば間違いないんだからそれにしておけって言いたくなりますよね」

「うっわ、最悪。そんなこと思ってるんだ。洋よう平へい、最悪。ホント最悪」

「何回言うんだよ。正直な話って言ってるだろ。顔に出したりはしないさ」

「でもね、楠くすの木きさん。悩んでいる時間もそれはそれで楽しいんですよ」

「そうそう～。さっすが椿さん、いいこと言うな～」

「んなことねぇよな、ヨーヘー。やっぱムダだよな？」

「っす。ウダウダ悩む男は女め々めしいっす。真の男は定番メニューで即決ドンっす」

「あら？　それは女性に対する差別発言ですわよ」

「そうだそうだ。洋よう平へい、最悪。ホント最悪。果てしなく最悪」

「いや、今のは言葉のあやで……というか、由ゆ比い川かわの方が俺オレを差別しまくってるだろ」

「とにかく私は新しいメニューを追加するに一票。そして思いっきり悩んで楽しむ」

「私も由比川さんの意見に賛成です」

　いつの間にかアキラ派・椿つばき派という対立構造ができている。このままでは血ち生なま臭ぐさい抗争にまで発展しかねないので、

「モコちゃんはどう思う？」

「モコはちょっと眠たくなってきました」

　………。

「ま、まあ、アレだ、話してばっかりでもしょーがねぇよ。とりあえずウチのデザートを食ってみようぜ」

「兄貴、グッジョブです。というわけで小こ鳥とりさん、ケーキまだ残っていますか？」

「………少しなら」

「では、お願いします」

「………ん。椿も来て」

「一人で行けるでしょ？」

「………ヤ。一緒がいい」

「んもう、甘えんぼさんねぇ」

　姫ひめ野の親子が仲良く手を繋つないで厨ちゆう房ぼうへと向かう。その後ろ姿を見ながら、

「しかしまあ、小鳥の可愛かわいさは反則だな。オレでも胸がキュンってなるぜ……」

「激しく同感っす。椿さんももう完全に我が子扱いしてますね……」

「そこに違和感がないから、すごいよねぇ……」

「モコのほうがおっぱい大きいのに、どして椿さんがママなんだろ？」

　……そんなこんなで待つこと三分。姫野親子がケーキを持ってテーブルに戻ってきた。ショートケーキとチーズケーキが１つずつと、フルーツタルトが２つ。

　それを皆みんなで食べてみる。

　そして、俺の口から真っ先に出た感想は、

「美う味まい！」

「洋平が素直にそう言うと逆に不安になっちゃうよ」

「……由比川、逆にって言いすぎ。なんだかバカっぽいぞ」

「失礼な。賢いからこそ意図的に多用してるんだよ、逆にね」

「何の逆なんだよ……」

　まあ、そんなことはどうでもいい。

「お世辞抜きでこれは美う味まいよ。相当なレベルだよ」

　甘いものは好きじゃないけど、コース料理には必ず付いてくるので俺オレもそれなりの数は食べている。小こ鳥とりさんのつくるケーキは有名店と比べても何ら遜そん色しよくがない。

　だが、そうなるとまた別の疑問が浮かぶ。

「どうしてこれで人気が出ないんだ？」

「人気がないってことはないぜ。実際、こんだけしか余ってねぇんだからな、むしろ売れてるって言うべきだろ」

「週末は早い時間に品切れになったりもしますものね」

「私、実はいつも売れ残りを食べてやろうと狙ねらってるんですけど、今日久しぶりにウチのケーキ食べました」

「ふむ……」

　と、俺は腕を組んで考える。

　ケーキ類はフードと違って「注文が入ってからつくる」ということが出来ない。基本的には「つくり置き状態」である。

「これ、数が足りてないだけではないですか？」

　つくり置いている品数が少ないのではないだろうか？　もっと数を多くすれば、その分、売り上げも伸びるのでは？

「そうとは言い切れねぇな。一日にどんだけ売れるかってのをババァがきっちり予測した上でのストックだろ。で、売れ残りが少ないんだから、その予測は正しいってことだ」

「数を多くすれば売れ残りが多くなる可能性もあるわけですし……」

「うーん、なるほど……」

　兄貴と椿つばきさんの言うことも、もっともだ。派閥トップ二人の意見が合うと説得力も倍増されるな。

　俺は腕を解ほどき、なぜ人気が出ないのかについての考察はやめた。

「とにかく新メニュー開発をもう少し検討してみましょうか。ようするに、今より需要が多くなればいいだけのことですしね。女性客が毎日でも食べたくなるようなスペシャルなデザート……って、どんなものですか？」

「それがわかれば苦労は……これ３回目だねぇ……」

　またふりだしに戻り、同じような展開になって、議論が繰り返される。

　メニュー数を増やすべきか否か。

　定番改良か、斬ざん新しんさか。

　アキラ派なのか椿派なのか。

　原点回帰してフードという線はないのか。

　なにゆえ小鳥さんはこんなに可愛かわいいのか。

　なにゆえ由ゆ比い川かわはそんなに食べるのか。

　なんでお前にそんなことを言われなきゃならないのか。

　和菓子案ももっと具体的なものを用意しておくべきではないか。

　あの絶品ジェラートをどうにかして商品化できないだろうか……などなど。

　雑談を挟みながらも、あーでもないこーでもない、喧けん々けん囂ごう々ごうと意見が交わされる。

　どれほど経たった頃ころだろうか、俺オレはふと席を立った。

「洋よう平へい、どこ行くの？」

「トイレ」

「あ、楠くすの木きさん待って。五十嵐いがらしさんも一緒に連れて行ってくださるかしら。この子ったらずっと我慢してるのよ」

「………楠木と一緒、ヤ」

「大丈夫よ。怖くないから。ほら、お父さんと一緒に行っておいで」

「お、お父さん……!?」

　ロリ平へいが遂ついにお父さんにまで……。異論反論は山のようにあるけど、小こ鳥とりさんが俺の側そばまでやって来たので一緒に行くことにする。さすがに手を繋つなぎはしないけど。

　用を済ませ、トイレ前の廊下からフロアに戻ると女性陣による議論はまだ続いていた。

俺はテーブル席に戻らず、カウンター席に腰を下ろして、その様子を眺める。

　同じく用を済ませた小鳥さんが近づいて来て、

「………戻らんの？」

「うん。なんか、流れを断ち切りたくなくてね」

「………」

　小鳥さんが俺の隣の席にちょこんと座った。

「戻らないの？」

「………話についていかれへん」

　話題が合わないのではなく、会話のスピードについていけないという意味らしい。

「あの人たち速いからなぁ……」

　由比川や兄貴は言わずもがな、おっとりしている椿つばきさんもちゃんとペースに乗っかっているし、モコちゃんは周りのペースなどお構いなし。スローな小鳥さんには厳しい戦場である。

「ま、そのうち慣れるよ」

「……でも、楠木は最初からついていけとった」

「そうかな？」

「………ん」

　たしかに、小鳥さんのような悩みを抱いだいたことはないな。

「………ウチ、ホンマに慣れれるやろか？」

　不安げな上目遣いで小こ鳥とりさんが言う。

「大丈夫だよ。それにさ、俺オレはこうやって聞いているだけというのも、けっこう好きなんだよね」

　テーブルに戻らなかったのは、それも理由だったりする。

　ガールズトークに花が咲く休憩時間も、あれはあれで嫌いじゃない。疎外感はあるけど楽しそうに喋しやべっている人を見ると、こちらもなんだか楽しい気分になってくる。

「小鳥さんは、どう？」

「………ん。嫌いやない」

　と、小鳥さんは合わせてくれたが、やっぱりガールズトークに参加したい気持ちの方が強いようで、そわそわと落ち着きなく腰を浮かせては沈めている。本当は戻りたいけど、タイミングが掴つかめないといった感じ。

　やがて彼女は妙案を思いついたらしく、

「………なんかつくる。なにがエエ？」

　と訊きいてきた。手土産てみやげ持参で突入する作戦か、いい着眼点だ。

「何でも喜ばれると思うけど、特に由ゆ比い川かわはホント何でもいいと思うけど、軽めのものがいいんじゃないかな」

「………ん。わかった。楠くすの木き、先に行かんとってな」

「了解」

　腕をまくりながら、小鳥さんが小走りで店の外へ出る。すぐに厨ちゆう房ぼうから何かを調理する音が聞こえてきた。

　女性陣はそのことに気づいていない。話に夢中になっている。由比川なんか広めの額に青筋を立て、八重歯を牙きばのように剥むき出だしにして喋っている。身長は同じぐらいなのに、小鳥さんとえらい違いだ。アイツはまるで闘犬のようだ。それにしても俺の存在が見事に忘れられている。会議の発起人なのに……。

　そんなことを思いながらガールズトークを眺め続け、小鳥さんが戻って来た。

　彼女は両手で大皿を持ち、そこに盛られていたのは――

「ポテトチップか。これなら絶対に喜ばれるよ」

　薄切りしたジャガイモの香ばしさに、俺は思わず唾つばを飲み込んだ。

「………ん」

　と、小鳥さんがテーブル席へと歩きだす。

「………楠木は？」

「もう少し見てるよ」

「………ん」

　本当は俺オレもそろそろ戻りたいんだけど、一緒に戻るのは手柄を横取りするような感じがして、やめた。

　小こ鳥とりさんがテーブルに辿たどり着つき、ポテトチップの盛られた皿を置くと、

「わ～っ、ありがとう～！　うわ～っ、美お味いしい～!!」

　いち早く食べた由ゆ比い川かわから感謝と歓喜の声があがった。兄貴も「サンキュな」と男前に唇の端を吊つり上げ、椿つばきさんが頭を撫なでて褒める。モコちゃんは「遅いからウ××してるのかと思いました」と言って、さすがにみんなから怒られた。

　ひととおりの謝辞が終わると、すぐに議論が再開され、小鳥さんはまた高速ペースから取り残されていったが、満足げな表情だ。立ち位置みたいなものを彼女なりに見つけたのかもしれない。

　そして、俺はその間ずっとテーブル席に復帰するタイミングを計っていた。やはり小鳥さんと一緒に戻ればよかった。今戻るとモコちゃんがまた変なことを言うだろう。悲しいかな、俺の場合は誰だれもフォローしてくれないだろう。そうさせないために、俺にはそよ風のようなナチュラルさが求められている。

　腰をそわそわと浮き沈みさせながら、待つこと五分。その時がやって来た。

「だふぁら、私は定番よひも新しさふぁ大切だふぉ思ふんですよ」

　とかなんとか、由比川がポテトチップをむしゃむしゃ食べながら喋しやべっている。

　ここだ。

　ここで「食べるか喋るかどっちかにしろよ」とツッコミながら戻れば俺は爽さわやかな風になれる。おそらく由比川は「………」と黙るか、より一層食べるかだろう。アイツは必ず笑いを絡めてくる。ボケてくる。その場合の返しも準備オッケー。

　よし――と、俺は満を持して席を立った。

　早足でテーブル席に近づき、椅い子すを引きながら、

「由比川、食べるか喋るか………」

　最後まで言い切れず止まってしまった。

「ふぁによ？　ちゅうとはんふぁなツッコミはさいあふだよ！」

　由比川が必要以上にむしゃむしゃしながら怒ってくる。ああ、そっちのパターンだったのか。そのパターンの対処法も用意していた。

　だが、俺はそれを放たず、

「……これ、いいんじゃないかな？」

　残り少なくなったポテトチップを指さしながら言った。

「新メニューに……ってこと？」

　と怪け訝げんな顔で由比川。

「そうだ。これが新メニューだ」

「えー……たしかに美お味いしいけどさ、カフェにスナック菓子ってのも珍しいかもしれないけどさ……」

「でも、食べたことはあるだろ？　これ自体は、それこそ誰だれもが食べたことのあるなじみ深いものだろ？」

　そういう意味では定番中の定番だ。

「ですが、こういった揚げ物は女性に敬遠されるのではないでしょうか？」

　と、椿つばきさんも怪け訝げんな顔。目の前にむしゃむしゃしてる女性がいますよ、と俺オレが言い返すよりも早く、この上ないタイミングで小こ鳥とりさんが会話に参加してくれた。

「………揚げてない。オーブンで焼いたの」

「へぇ、どーりで油っこくねぇわけだ。これならケーキよりヘルシーだな」

　ポテトチップをひょいっと一枚つまんで兄貴。なんとなく俺寄りの意見で、また派閥が分かれた。

「ヘルシーだとしても、それだけで女の子にウケるとは思えないんだよなぁ」

「むしろ、こういうものは男性が好むんじゃないかしら？」

「そこです！」

　待ってましたとばかりに俺は声を張った。そのままの勢いでもうひと言。

「逆なんですよ！」

「……洋よう平へい、意味わかんない」

「これまで女性客をターゲットにして考えてきたけど、男性客に狙ねらいを定めるんだ」

　この店に来てくれるお客さん全体の男女比率は、およそ７：‥３。女性７割、男性３割。当然、メイン客層の女性に向けて、あらゆるサービスを提供する。それが店の売り上げに反映されやすいからだ。

　しかし、ことデザートに関しては、あまり伸びしろを感じられない。あると思っていた余白が意外にも少なかった。今、店で出しているケーキで人気が出ないのなら、味以外の点に問題があるのだろう。その問題点が何かは今は捨て置く。

　目を向けるべきなのは男性客だ。

　たしかに、来店者数もデザートを注文してくれる人数も女性客に比べれば少ない。でも少ないからこそ、そこに伸びしろがある。

　現状、ゼロに等しい「デザートを食べる男性客」が増えれば増えるほど、売り上げにも直結する。この手作りポテトチップは低コストだから、その意味でも期待が膨らむ。

「ヨーヘーの言うことも一理あるな」

　蜂はち矢や組の親分が後押ししてくれた。

　だが、一理しかないらしい。

「コンセプトは悪くねぇ。ただ、純粋に味がイマイチだ」

「ええ!?　美お味いしいと言ってたじゃないですか。特に由ゆ比い川かわが。由比川が特に」

「うるさい！」

「みんなも美う味まいと思ってるよ。だけど、ポテトチップには市販のものがある。世間的に広く認知されてるものがある。そいつと勝負するにはパンチが足りねぇ」

「うっ……」

　なんて見事な意見。反論の余地がまったくない。どうして兄貴はこんな時に限って本気出すんだ。どうして可愛かわいい子分を捨てて姫ひめ野の組に移籍するんすか。

　窮地に陥った俺オレが救いを求めて視線を彷徨さまよわせる。

　すると。

「はい！」

　モコちゃんが挙手をした。う、うーん……モコちゃんかぁ……。出来れば由比川に挙手してほしかったなぁ……。

「モ、モコちゃん、何かな？」

「おいもさんだけじゃつまらないです」

「………？」

　あぁ、やっぱりモコちゃんじゃ頼りにならな――

「おいもさんに何かをかけるというのは、どでしょ？」

　天才！　モコマジ天才！

「そうか！　市販のものにも色んな味があるもんね、それを真ま似ねしようってことだよね、モコちゃん」

「です」

「ちょ、ちょっと待ってよ。市販のマネしちゃったら余計、勝負にならないじゃん」

「ふふふ、甘いな由比川。真似をしつつも個性を出す。それがモコスタイルだ！」

「です。洋ようちゃん、わかってきましたね～」

　俺、今日からモコ組に入ります。

「……んまあ、面白いアイディアでは、あるな」

　とは元・親分。今さら褒めても戻りませんよ。俺もうモコ色に染まってますから。

「モコちゃんは何をかけたら美味しそうだと思う？」

「ん～……そですねぇ……」

　腕を組んで悩む現・親分。存分に悩んでください。そして、その天才性を遺憾なく発揮してやってください。雑ざ魚こどもを黙らせてやってください！

「煮干しです！　玉子かけご飯にもおいもさんにも合うです！」

「に、煮干しかぁ…………」

「……何こっち見てんだよ」

「アキラさんの舎弟に戻りたいとか思ってるんですよ」

　心を読むな、由ゆ比い川かわ。

「男のくせにふらふらしやがって、根性叩たたき直す必要がありそーだな」

「教育係として私も手伝います」

「まあまあ、蜂はち矢やさんも由比川さんもそう怒らずに。ふら平へいさんがふらふらするのは当然じゃないですか。そんなことより、蒼あお井いさんの意見はとっても参考になったわ。みんなでもっとアイディアを出し合いましょう」

　聖母様の派閥を越えた呼びかけにスタッフ一同が大きく頷うなずいた。ふら平も例外なく賛同しました。

「ベッタベタですけど、塩ですよね。私、ポテトチップは塩以外許さない人ですから」

「そうだな。定番を外してもいけないよな。ちなみに俺オレも塩派だ」

「オメェらはガキだな。ここは柚ゆず胡こ椒しようの一択だろ」

「兄貴、渋いっすね。そして美う味まそうっすね」

「………チーズ」

「か～わ～いい～！」

「おい由比川、小こ鳥とりさんはチーズと言っただけで可愛かわいくも何とも可愛い～！」

「あんことか白玉とかはどうでしょう？」

　………。

「あら？　みなさん、どうして黙るの？」

「か、かけるっつったらポン酢だよな」

「ああ、いいっすね、ポン酢って最強ですよね」

「で、でも、ポテトチップにはちょっとムリですよお」

「そ、そうだな、あははは……」

「兄貴ったら、うっかり屋さんだなあはは……はははぁ……」

「あんことか白玉とかはどうでしょう？」

　…………。

「あんことか白玉――」

「ねぇねぇ、煮干しは～？」

「モコちゃんナイス！　却下だけどナイス！」

「……楠くすの木きさん？」

「こ、ここ、小鳥さん、他には何かある？」

「………チョコ」

「か～わ～いい～！　チョコって言っただけなのにぃ～っ！」

「しつこいぞ由比川、このノリは飽き可愛い～！　チョコって言っただけなのにい！」

「チョコが可愛かわいいのならあんことか白玉とか寒天――」

「モコちゃん！」

「煮干しは～？」

「よし、採用！」

「………楠くすの木きさん、ちょっと裏に行きましょうか？」

「………」

　こうして俺オレたちはアイディアを出し合い、忌き憚たんなき意見をぶつけ合った。妙案から論外まで湯水のように溢あふれ出て、出尽くしたあたりで、実際に試食してみた。

　試食してみると意外な発見や驚きがあって、そこからまた新たなアイディアが出て……と、時が経たつのも忘れるほど夢中になった。



　そしてそして――。



　新メニュー、遂ついに完成！

　大皿にポテトチップを盛って、その横に小皿に「調味料」を置く。

　調味料は試食を繰り返した結果、塩、煮干しの粉末、溶かしたチーズ、チョコレート、サルサソースの５種類に決定した。

　サルサソースとチーズに関しては「これってナチョスじゃね？」という意見も出たが、美う味まさを優先した。

　煮干しの粉末については実は賛否両論あり、俺とモコちゃんは「すごく美お味いしい！」と絶賛したのだが、残りの人は「微妙……」だった。

　しかし、その極端な意見の分かれ方が「逆に面白い」ということで採用になった。

　俺たちは合計７皿もポテトチップを平らげ、さすがにギブアップ。みんながテーブルの下で膨らんだお腹なかをさすっていた。

「――さて」

　と、俺が司会役を務める。完成はしたが、まだ決めなきゃいけないことがある。

「名前どうしますか？」

「洋よう平へい、なんか案はないの？」

「一つ思いついたんだけど、自分でも微妙な気がして……」

「とりあえず言ってごらん。全否定の準備はしておくから」

　どうせ全否定されるのなら言うだけ言ってみよう。



　ハーヴェスト風フィッシュ＆チップス。



「――というのは、どうかな？」

　………。

　あらやだ、気持ちいいぐらいの無反応。

「や、やっぱダメだよな。自分でもセンスないなと思ったんだけどさ、煮干し味がすごく印象に残って、小さい頃ころ、妹と二人でロンドン橋を見ながら食べたフィッシュ＆チップスのことを思い出したりしてたらポロッと口から出ちゃったというかなんというか……」

「洋よう平へい」

「お、おう。わかってる。全否定でもセナーンでも何でもドンとこい！」

　目を瞑つぶり、由ゆ比い川かわに背中を向けて覚悟をしていたら、

「いいじゃん」

「………え？」

　振り返ると、我が店が誇る美人スタッフ全員が笑っていた。

「素敵だわ、楠くすの木きさん」

「…………ん」

「ヨーヘーにしちゃ上出来だな」

「洋ようちゃんもモコスタイルを覚えてきましたね～」

「センスゼロだけど、それが逆にいいよ」

　次々と褒められて、俺オレの頬ほおもだらしなく緩んだ。

「……だ、だよな。そうだよな！　いや、俺もホントは最初から自信があってこの良さがわからない人は逆にセンスが――」

「調子に乗るなああああ！」

　由比川のドーンが額にめり込んだ。

　後方に吹き飛び、体勢を立て直した俺は顔を引き締めて司会役に戻った。

「あとはレイチェルに販売を許可してもらうだけですね」

　すると、椿つばきさんがその長い手をすっと上げて、

「私に任せていただけますか？」

「お願いします」

　みんなにも異論はない。オーナーとの交渉役は我らがバイトリーダーこそ適任だ。

「ふあ……モコ、お疲れましたぁ……」

　と、モコちゃんが大きなアクビをした。時刻は深夜十二時を過ぎている。

「ぬあっ、もうこんな時間か！　すいません、俺としたことが若い女性をこんな夜分遅くまで引き止めるだなんて！　今すぐ家から車を出させますので、それでみなさんをご自宅まで送ります！」

　大慌てでポケットから携帯電話を取り出した時、

「……あ。玲れい奈なからこれもらってたんや。それから『家にはワタシが連絡しておく』って言うてた」

　と小こ鳥とりさんが思い出し、レイチェルから渡されていたというタクシーチケットを配る。

　それを受け取った椿つばきさんが苦笑混じりに言った。

「なんだか交渉する必要もなさそうですね」

　おそらく、その予想は当たるだろう。

　俺オレは最後に大きな咳せき払ばらいをしてから、この会議にピリオドを打った。

「それでは……解散！」

　言った後、無む性しように寂しくなった。

　この夜が終わらなければいいのにな、なんてセンスのないことを思ったりした。



　今日の収穫

　五十嵐いがらし小鳥さんは大人の社員だった。

　椿さんの年齢は十代という可能性が高まった。

　新メニューが完成した。

　みんなで何かをつくるのは、こんなにも楽しいことだと知った。



　翌朝、開店前。

　椿さんがレイチェルに新メニュー販売の交渉をしたところ、

「みんなで何をコソコソしてるのかと思えば、面白いこと考えたわね」

　と、あっさり承諾。

　ただし。

「実験的な販売よ。そうねぇ……一週間で百個、売れたら正式にメニューとして採用してあげるわ」



    

  
    
      


　土曜日　その先に見えるもの





　そして、一週間が過ぎた――。



「残念だけど、却下ね」

　閉店後のフロアにレイチェルの無情な言葉が響く。

　スタッフの力で開発した新メニュー「ハーヴェスト風フィッシュ＆チップス」は、この一週間で43個しか売れなかった。

　椿つばきさんが聖母スマイル全開で宣伝してくれた。

　あの兄貴が一秒もサボらずに勧めてくれた。

　モコ祭りは過去最高の盛り上がりをみせた。

　注文が入ると光速で小こ鳥とりさんがつくってくれた。

　由ゆ比い川かわがミニマムな体で店内を走り回った。

　食べてくれたお客さんの反応も悪くなかった。すごく美お味いしいとも言ってもらえた。

　それでも43個しか売れなかった。ノルマの半分にも達しなかった。

「美味しいんだけどね、これはいわゆる『おつまみ』ってやつよ。お酒の席には合うかもしれないけど、カフェじゃ需要はないわ」

　ポテトチップを頬ほお張ばりながらレイチェルが言う。こうなることを予見していたのだろう、とても冷静な口ぶりだ。

　敗因は他にいくつも考えられる。

　だが、結局のところは、素人しろうとの浅知恵だったということだ。

　高校生がちょこっと考えた程度のアイディアじゃ通用しない。一週間やそこらの努力でヒット商品など生まれない。

　いや、もしかしたら、それで成功することもあるのかもしれない。だが、そんなことはごく稀まれなケースで、何年も努力してそれでも花開かないことだってある。

　世の中は、そんなに甘くない。

　お金を稼ぐということは、それほど厳しいことなのだ。

　ショックで誰だれもが無言になっている中、俺オレは一歩進み出てレイチェルに頭を下げた。

「申し訳ありませんでした！」

「何でアンタが謝るのよ？」

「俺がみんなに無理言って協力してもらって、だけど、店に損失を……」

「そんなのたかがしれてるわよ。それに許可したのはワタシなんだから、アンタが謝る必要なんてどこにもないの。ほら、頭を上げなさい」

「……はい」

　と一応、顔は上げたが、申し訳なさは消えない。

　他のみんなも一いち様ように浮かない顔をしている。きっと、厨ちゆう房ぼうの中で小こ鳥とりさんも同じような顔をしているだろう。

「やあねぇ、辛しん気きくさいのはウチの店のカラーじゃないでしょう。これあげるから、元気出しなさい」

　と、レイチェルは皆みんなに薄い封筒を配って回った。

　俺オレはそれが何なのかわからなかったが、みんなはすぐにわかったらしく、表情がほんの少し明るくなった。

　そこへさらにレイチェルが活力を与える。

「ちょびっと損はしちゃったけど、みんなが頑張ってくれたこと、とても嬉うれしかったわ。だからワタシもちょびっとだけ色をつけてあげる」

　最後にもう一度「本当に嬉しかった」と付け加えて、甥おいっ子こを見み惚ほれさせるほど美しい笑顔を浮かべた。

　封筒の中身は明細表。ちょびっとだけボーナスが付いた今月の給料である。

　ボーナスが嬉しかったからではなく、レイチェルの笑顔と感謝の言葉が嬉しくて、俺の申し訳なさも薄れていった。

　みんなの暗い顔もみるみる明るくなって、いつもみたいな軽口も飛び出した。

　そんな中、誰だれよりも明るいノリが好きなはずの由ゆ比い川かわだけが唇を噛かみしめていた。



　その後、着替えを済ませた女性スタッフが店を出て行き、最後に俺が着替えを済ませてスタッフルームから出たところで、

「洋よう平へい、ちょっといい？」

　と、レイチェルに呼び止められた。俺も話したいことがあったので丁度良いい。

「俺の時給、８００円で計算されていますけど、いいんですか？」

　レイチェルは片かた眉まゆをぴくりと上げて、挑発的に質問で返してきた。

「赤字じゃないって気づいてたんでしょ？」

「俺が気づいたんじゃありません。由比川が売り上げとかを調べてくれて、それで気づくことができたんです」

　ここでもう一度、質問などしなくてもレイチェルは俺が抱いだいている疑問に答えてくれるだろうけど、あえて訊きいてみた。

「どうして時給２円だなんて言ったんですか？」

「アンタが金のために働いてないからよ」

　レイチェルは悪びれもせずにそう言って、さらに辛しん辣らつな言葉を浴びせてきた。

「人の上に立つだの人徳だの日本一の後輩だのと、わけのわからない理由はあるくせに、お金を稼ぐという普通の理由がない。ここは学校でも進路相談室でもないのよ？」

「………」

「ま、そういう当たり前のことを金持ちの坊っちゃんに知ってほしかったのよ。２円でもいいと言ってたら、本当にそうするつもりだった。だけど、生意気にも歯向かってきて、しかも新メニューだなんて……そういう気概は認めてあげる。本当に嬉うれしかった。改めてありがとうね」

「俺オレは何もしていないです」

「でも、アンタが言い出したんでしょ？　その感謝と騙だましちゃったお詫わびに、もう一つ、いいこと教えてあげる」

「何でしょう？」

「洋よう平へい、アンタ……」

　と、レイチェルは時給２円発言の時と同じような前置きとタメをつくってから、あの時よりも強烈な言葉をくれた。

「人の上に立てないと思う。その資質がない」

「そ、それは父さんにも散々言われましたし、自覚もしています。だからこそ、足りない部分を埋めようと――」

「埋めて埋まるもんじゃないわよ」

「え………」

「上う手まく言えないけど、アンタは『大将の器』じゃないわ。そして、その『器』は生まれつきのもの。持っている人は磨けば光るけれど、持っていない人はどれだけ頑張っても光らない。この店でそれを持っているのは……』

　菜な月つきね、とレイチェルはどこか嬉しそうに笑いながら言ったけど、その笑顔が俺に向けられることはなく、また厳しい目と言葉が飛んできた。

「あの子をよく見てなさい。そして、自分との違いを見つけなさい」

「……違い、ですか？」

「そう。あの子にあって、自分にないもの。自分にあって、あの子にないもの。せっかく先輩と後輩になったんだから、それを利用して、穴が開くほど見続けてやりなさい。そうしていれば、もっと先のことも見えてくるから」

　もっと先のこととは何か。

　レイチェル曰いわく、それは、

「将来よ」

　そして、レイチェルは最後にもう一つ、辛しん辣らつでいて謎めいた言葉をくれた。

「人の上に立たない、という道もあるのよ？」



　レイチェルとの話を終えて店を出た俺オレは、新メニュー惨敗を聞かされた時よりもひどい顔をしていたと思う。自覚もあったが、店の外にいた「先輩」に指摘もされた。

「洋よう平へい、どうしたの？　顔がひどいよ？」

「顔がじゃなくて顔……合ってるのか。いや、合ってるけど……」

「あれ？　いまいちキレが悪いよ？　顔も悪いよ？」

「顔は関係ないだろ！」

「そうそう、その調子！」

　由ゆ比い川かわが片っぽ八重歯を光らせて、その後に思いもかけないことを言ってきた。

「悔しいけどさ、元気出していこうよ！」

「……は？」

「私も超悔しいよ、あんなにがんばったのに……！　でもさ、終わったことでいつまでもくよくよしてらんないからねっ、いつか絶対リベンジしようね！」

　売り上げアップ作戦の話だと気づくまで数秒かかってしまった。

　と同時に、レイチェルに言われたことも少しわかった。



    

  
    
      



    

  
    
      　たしかにコイツは『器』だ。体はとってもミニマムだけど『大将の器』だ。

　みんながホッと胸を撫なで下ろした時、レイチェルの笑顔とボーナスに爽さわやかな達成感を感じていた時、由ゆ比い川かわだけが悔しがっていた。由比川だけがリベンジを誓っていた。

　常に勝ち続ける男であるはずの俺オレは、申し訳ないとしか思わなかった。

　不思議なことに、男として一番悔しがるべき今この瞬間にも、悔しいと思えずにいる。

　そんな自分に気づいて、由比川との「先輩後輩問題」が解決してしまった。

　それすらも、どこか清すが々すがしい。

「でもまあ、今日のところは大人しく帰ろう。洋よう平へい、家まで送れ」

　偉そうに言って、由比川が歩き出す。

「言われなくても送るよ」

　と、俺も後に続いた。

「洋平のこういうジェントルメンなところ、嫌いじゃないよ」

　まだ俺が落ち込んでいると思ったのか、殊しゆ勝しようなことを言ってくれる。

「お褒めにあずかり光栄です、由比川さん」

「……なにそれ？　な～んか棘とげがある言い方だね」

　素直な気持ちで言ったんだけど、そこまで教えてやるほどには謙へりくだりたくない。

　それぐらいのプライドはまだ俺の中にも残っている。

　しばらくして、由比川が思い出したように尋ねてきた。

「そ、そういえばさ、あれはどうなったの？」

「あれって？」

「だから、ほら、あの、ラ、ララ、ラブい関係がどうとか言ってたじゃん」

「あい、そのことか。すっかり忘れていたな」

　と、俺は嘘うそをついた。

　本当はこの問題も解決している。それこそ二週間前、由比川にこの話をした時には解決していた。いや、もっと前からかもしれない。

　だって俺は毎日ドキドキしているから。

　椿つばきさんと、モコちゃんと、兄貴と、小こ鳥とりさんと、由比川と、ついでにレイチェルにも、毎日ドキドキしている。させられている。

　あまりにも一方的な気持ちで、とても恋だなんて呼べる代しろ物ものじゃないけれど、それでも俺の毎日はとてもラブい。

　でも、そんなことを口にするのは恥ずかしい。そういう妙なプライドも俺の中にはまだ残っている。

　だからもう一度、嘘をついた。

「俺、当分は仕事に恋をするよ」

「……洋よう平へいって、ホントにセンスがないよねぇ……」

「う、うるさい」

「………ま、私もその方が安心だけど……」

　まるでネガモードの椿つばきさんみたいに由ゆ比い川かわがぼそぼそと呟つぶやいた。

　暗がりでよく見えないけど、多分、頬ほおを髪と同じ茜あかね色いろに染めながら。





　由比川を送り届け、自宅までの道中、俺オレは久々に心のメモ帳を開いた。

　書きたいことはたくさんあるけど、厳選して一つだけ記す。



　良き後輩になるためのポイント・その５

　先輩を見て、己を知れ。

　そうすれば自分の適性も見えてくる。



　そして、家に着き、ベッドに入る前に瑠る雨うへメールを送った。

　文面は以下のとおり――。



　件名　親愛なる妹へ

　いつも俺を気遣ってくれてありがとう。俺のことを考えてくれてありがとう。

　瑠雨が言ったように、俺が今している仕事は、財閥当主になるためには必要のないことかもしれません。

　だけど、無駄ではないと思います。俺の将来に必ず役立つはずです。

　だから、アルバイトは辞めません。

　いや、そんな小難しい理由ではなく、ただ単純に今の仕事が好きなんです。

　もっともっと好きになりたいんです。

　俺の働いている店は、そう思わせてくれる素敵なカフェです。

　今度、日本に帰ってきた時、瑠雨を招待するよ。

　きっと瑠雨も好きになってくれると思うんだ。





　今日の収穫

　生まれて初めての給料をもらった。



　瑠雨が日本に帰ってきたら、服でも買ってあげようと思う。



    

  
    
      


　エピローグ





　件名　今から

　日本に帰ります。



　初夏と呼ぶにはあまりにも暑い日が続く七月初旬の週末、嵐は突然にやって来た。

　朝からスタッフ総出で開店の準備をしていると、ドアベルがけたたましく音を鳴らし、一人の少女が店に入って来た。

　ツーテールに結んだ長い黒髪と、気の強さがそのまま形になったような大きな吊つり目。

　見覚えのあるその子の名前を最初に言ったのはレイチェルだった。

「あら、瑠る雨うちゃんじゃない！」

　しかし、俺オレの妹――楠くすの木き瑠雨は、おじさまに挨あい拶さつもせず、兄に近づいて来た。

「お兄さま！」

「ど、どうした……っていうか、いつ日本に？」

「今日ですさっきですメールしたでしょでもそんなことはどうでもいいんです！」

「えっ、ちょ、な、何を怒ってるんだ？」

「怒るに決まってるじゃないですか！　お兄さまがルーを騙だましてたんだから！　成長とか学ぶべきこととか美び辞じ麗れい句くを並べて、まんまと騙されるところでした。でも、おかしいと思ったんです。脱ぐとか脱がないとかもっと好きになりたいとか……」

「……瑠雨？　お兄ちゃん、こんなにも話が見えないことは初めてなんだけど？」

「とぼけないで！　お兄さまがアルバイトを始めた本当の理由はフィアンセと仲良くなるためでしょ！　そんなこと、ルーは絶っっっっ対に許さないんだからね！」

「フィ？」「……あ？」「ん～？」「せええええ!?」

　俺、椿つばきさん、モコちゃん、由ゆ比い川かわの順番で驚く。

「そこにいるじゃないですか！」

　と、瑠雨はただ一人、驚かなかった人をビシッと指さした。

「あん？　オレか？」

　これが冒頭で言った「とんでもない事態」。

　俺の兄貴は、俺の婚約者だった。



つづく



    

  
    
      
あとがき



　お久しぶりです。になっちゃいました、樋ひ口ぐちです。

「カフェオレ２」大変長らくお待たせいたしました。



　それにしてもコイツら働いてないな……と、ハーヴェストメンバーの自由さに僕自身もちょっと呆あきれたりしてますが、彼らの名誉のために裏話的補足をすると、ちゃんと働いていますよ、彼ら。それはもう真面目まじめに。

　真面目さの順番は、椿つばきさん、菜な月つき、洋よう平へい、モコ、アキラ。菜月と洋平もオンオフの切り替えはきっちりしているみたいです。

　客からの人気ランキングは熱狂的なファンがいるモコが断トツの１位。２位は椿さんで「息子の嫁にきてほしい」とご近所マダムから人気です。もちろん、マダムたちは裏椿の存在を知りません。

　同率の３位がアキラと菜月。アキラの支持層は女子高生。兄貴の男前さは思春期女子のナイーブな百合心を刺激します。中には本気で彼氏にしたいと熱い視線を送っている子もいるとか。

　菜月は、椿さんを支持するご近所マダムの子供たち（主に男の子）から愛されています。小さな背丈も子供にとってはむしろ親しみやすく、だけど言動はやっぱりお姉さんなので、そのへんがピュアな子供心を刺激しているようです。

　案の定、最下位の洋平にも、実は密ひそかに想いを寄せている子がいて……と洋平は思っているようです。もちろん、勘違いです。

　といった「お客さんとの素敵エピソード」を今回のメインにもってこようかとも思っていたのですが、スタッフの自由奔放エピソードを優先しました。ただ、お客さんとの触れ合いもカフェで働く醍醐味なので、機会があればと思っています。

　とか言いながら、次回は「ハーヴェスト・イン・海の家」になる予定なので、スタッフ全員が今回以上に弾はじけそうです。乞うご期待。



　では、簡単に謝辞を。

　いつも過酷スケジュールを押しつけてしまい、だけど今回も素敵すぎるイラストを描いてくださった京きよう極ごくしんさん、本当にありがとうございます！

　楽しみに待っていてくださった読者の皆様には、渾身の土下座と心の底からの感謝を。

　それでは近いうちに……必ず近いうちにしますので、次巻で逢あいましょう。



樋口　司つかさ



    

  
    
      　著者

　樋口司（ひぐち・つかさ）

　　兵庫県在住。さそり座のＢ型。

　　第四回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞＜∧佳作＞∨受賞。

　　代表作は『ぴにおん！』、『ダブルアクセス』（いずれもＭＦ文庫Ｊ刊）など。

　　おでこフェチです。愛犬ゴエモンもこのちょっと突き出たおでこが魅力だと思っています。僕の描くヒロインにそういう子が多いのも、そういう理由です。

　　お前とはいい酒が飲めそうだという方、募集中です。



　イラスト

　京極しん（きょうごく・しん）

　　滋賀県出身のイラストレーター。

　　代表作は『ほうかご百物語』（電撃文庫）、『もて？モテ！ある日突然モテ期になった！』（ＭＦ文庫Ｊ）など。

　　娘ＴＹＰＥ（角川書店）にて『ストライクウィッチーズ』公式コミックを手がけるなど幅広く活動。

　　同人サークル「INFINITY DRIVE」を主宰。



    

  
    
      カフェとオレの先輩２
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